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第 1章：はじめに 

1-1．AIとは何か？ 

■ 「AI（人工知能）」の基本イメージ 

最近、「AI（人工知能）」という言葉をよく聞くようになりました。AI とは、簡単にいうとコンピュータが人間の
ように学んだり考えたりする技術のことを指します。以前は専門家や研究者の領域でしたが、近年の技術進歩によ
って、私たちの日常生活や教育現場でも取り入れやすくなってきました。 

AI にはさまざまな種類がありますが、その中でもいま特に話題になっているのが「生成 AI」です。 

■ 「生成 AI」って何が違うの？ 

「生成 AI」は、ユーザーからの質問（プロンプト）に応じて、文章や画像などをその場で新しく作り出すことが特
徴です。たとえば、皆さんもご存知かもしれない「ChatGPT」は代表的な生成 AI のひとつ。私たちが投げかけた質
問に対して、まるで会話をしているかのように回答を返してくれます。 

 従来の検索エンジン： 

キーワードを入力すると、ウェブ上にある既存のページや情報を一覧表示します。 
 

 生成 AI： 

同じキーワードや質問に対して、「文章をいちから組み立てて」回答を生成してくれます。文章のスタイル
や語調を変えてもらうこともでき、まるで人間同士の対話のように進められます。 

たとえば、 

> 「小学校で英語を教えるときに使えそうなゲームを 3 つ考えてほしい」 

と聞くと、ゲームの具体的なルールや準備物、進め方まで提案してくれることがあります。 

■ どんな場面で使えるの？ 

教師の立場から見ると、以下のような「アイデア収集」や「文章作成の下書き」で、生成 AI を活用しやすいでしょ
う。 

 授業の導入アイデア 

「算数のわり算単元で、子どもが興味を持ちそうな導入例を教えて」 
 

 学級通信の一言メッセージ 

「年度末の学級通信で、子どもたちの成⻑を伝える短い文章例をいくつか提案して」 
 

 校務文書や会議資料の骨子づくり 

「学年会議を効率的に進めるための議題リストと進行方法をまとめて」 

ただし、AI の回答を「そのまま使う」のではなく、必ず教師自身の目で読み直して修正・アレンジすることが大切
です。なぜなら、AI はまだ完璧なわけではなく、現場の状況に合わないアイデアや不正確な情報を返すこともある
からです。 



■ 小学校での「これから」の可能性 

小学校では、探究的な学習やプログラミング教育など、「考える力」を育む機会が増えています。生成 AI の活用
は、教員の負担軽減にとどまらず、子どもたちが主体的に疑問を解決していくプロセスを後押しする可能性もあり
ます。たとえば、調べ学習や総合的な学習の時間での「質問づくり」の場面で、子どもと AI が対話をしながら学ぶ
方法も考えられるでしょう。 

もっとも、子どもが直接 AI を使うには、安全面や情報モラルの指導が不可欠です。本ガイドで紹介する内容は、ま
ず教師自身が AI を使いこなし、授業や学級運営で役立てることを想定しています。教職員が AI に慣れ、情報セキ
ュリティや活用上の注意点を十分に理解したうえで、段階的に児童へも応用を広げていくと安心です。 

1-2．小学校現場で AIを活用する理由 

小学校の先生方は、日々多忙を極める中で「子どもたちをしっかりと支えたい」「より良い授業をしたい」という
思いを常にお持ちではないでしょうか。その実現に向けて、AIの活用は大きな力になり得ます。ここでは、小学校
において特に期待される 4 つの理由を挙げてみましょう。 

■ 1. 教材研究や授業準備の効率化 

● アイデア不足をサポート 

「算数の面積の学習で、子どもたちの興味を引く導入を考えたい」と思っていても、忙しい中で新しいアイデアを
生み出す時間が取れないこともあるでしょう。AI に「面積の概念をわかりやすくする導入例」を聞いてみれば、い
くつかのヒントを提案してくれます。そこから着想を得て、自分の学級に合ったアレンジを加えることで、魅力的
な授業づくりにつなげられます。 

● ワークシートや課題づくりの下支え 

授業で使うプリントや宿題の文章題も、AI に一度「たたき台」を作ってもらい、教師が手直しする方法がありま
す。 

- 例：「小学 3 年生向けに、かけ算の応用問題を 3 問作成して」 

- そのままでは難易度や表現が合わない場合、追加指示で「もう少し易しく」「絵をイメージできる場面設定に」
などと修正を重ねる。 

こうした素案づくりを AI に任せるだけでも、作業時間が軽減される可能性があります。 

■ 2. 児童一人ひとりへの多様なアプローチ 

● つまずきやすいポイントの事前把握 

児童の学習指導で、どの単元や項目でつまずきやすいかを AI にあらかじめ聞いてみると、よくある誤解やつまずき
事例を提案してくれます。 

- 例：「小学 2 年生のかけ算で、子どもたちが勘違いしがちなポイントは？」 

- その回答を参考に、授業計画に「ここでミニ確認問題を入れる」「具体物を使った説明を足す」といった工夫が
できるかもしれません。 



● 特性に合わせた声かけ・指導アイデア 

例えば、学習意欲が低下している子、友達とのコミュニケーションが苦手な子などに対して、AI に一般的な対応例
を尋ねると、複数のアプローチが返ってきます。もちろん具体的な個人名や詳細状況は入力してはいけませんが、
「学年・教科・性格特徴」などを抽象的にまとめた上で聞くことで、指導ヒントを得やすくなるでしょう。 

■ 3. 新しい学びの可能性 

● 探究的な学習の推進 

総合的な学習の時間やプロジェクト学習などで、児童が興味を持ったテーマについて AI に質問しながら調べを深め
るという方法が考えられます。 

- ただし、小学生が直接 AI を使う場合は「正確性のチェック」「個人情報保護」などのルールをしっかりした上で
実施することが大切。 

- そのためには、まず教師自身が AIを活用しながら、どのように質問すれば良いか・どんな誤情報が混ざる可能性
があるかを経験しておく必要があります。 

● 子どもの発想と組み合わせる 

AI は言葉を組み合わせるのが得意ですが、決して「創造性のすべて」を代替するわけではありません。 

- むしろ、子どもたちが「アイデアを AI に相談してみる→自分で考え直す→クラスで意見交換する」というプロセ
スを組むと、多角的に物事をとらえる力が育ちやすくなるかもしれません。 

- AI の提案を鵜呑みにせず、「どこが正しいか・どこを直したいか」を話し合う体験自体が、新しい学びの形とな
ります。 

■ 4. 働き方改革・負担軽減 

● 事務作業や文書作成のサポート 

小学校では、保護者会のお知らせ文や行事のお便り、学年便りなど、文書を作る機会が非常に多いです。 

- AI に文章例を出してもらい、それを元に校正・加筆しながら仕上げると、ゼロから作るより時間を短縮できる場
面も多いでしょう。 

- 会議資料の概要を作ったり、議題を整理したりする場面でも、AI に「箇条書きの素案」をまとめてもらうと便利
です。 

● 教師が子どもたちと向き合う時間の確保 

AI の活用によって、日常の書類作成や調べものにかかる時間が削減されれば、その分、授業準備や個別指導、学級
づくりに時間とエネルギーを注げます。「ITツールを活用して生まれた時間を、より教育の本質的な部分に使う」
というのが、働き方改革の理想的な方向性です。 

1-3．AIを活用する際の注意点 

AI は便利な道具ですが、間違った使い方や認識不足によって、思わぬトラブルやリスクを生む可能性があります。
小学校での活用を考えるとき、まず押さえておきたい注意点を見ていきましょう。 



■ 1. 個人情報・機密情報の取り扱い 

● 入力時の注意 

AI に相談するとき、児童や保護者の名前、評価、家庭事情など、個人を特定できる情報を絶対に入力してはいけま
せん。 

- 具体的に「3 年 1 組の A 君が……」という表現ではなく、「小学 3年生の男子児童で、授業中に落ち着きがない
ケース」といったように一般化して相談します。 

- 試験問題や、行事の詳細な企画書のように「外部に漏れると困る」情報も入力は厳禁です。 

● 自治体や校内ルールの確認 

学校や自治体によっては、セキュリティポリシーやガイドラインで、より具体的に「入力してはいけない情報」が
定められている場合があります。 

- 学校のネットワーク利用規定や、教育委員会の指針などに従いながら、安全に活用しましょう。 

■ 2. 回答の正確性のチェック 

● AIが返す答えは「仮のたたき台」 

AI（生成 AI）が返す文章は、言葉のパターンを組み合わせて作っているため、どうしても誤情報や中途半端な情報
が混ざることがあります。特に以下のようなデータは必ず再確認が必要です。 

1. 年号・人数・数値などの正確なデータ 

2. 法規や制度、最新の統計情報 

3. 歴史や地理の詳細情報（時々、間違った固有名詞が混ざる） 

● 教科書や公式サイトとの照合 

 社会や理科など、教科書に書かれている事実や数値と異なる場合は、AI の回答ではなく教科書を優先しま
す。 
 

 児童に配布するプリントなどは、最終チェックで誤りがないかを確実に確認しましょう。 

■ 3. 教師の専門性・役割を忘れない 

● 「AIに聞けば OK」ではなく、最終判断は教師が 

AI が提案したワークシートや指導アイデアは、あくまで“たたき台”です。私たち教師は、 

1. 学級の子どもたちに合っているか？ 

2. 学年の目標やカリキュラムと噛み合うか？ 

3. 実践可能な内容か？ 

などを考え、必要な修正や工夫を加えていく必要があります。 

● 子どもとの「対話」や「観察」は不可欠 

AI は事前の学習データに基づいて回答するため、実際の子どもたちの様子まで正確に把握するわけではありませ
ん。 

- 「児童がどう感じているか」「授業中の反応はどうか」といった リアルな観察とコミュニケーション を大切にす
ることで、AI の提案をより効果的に活かすことができます。 



■ 4. 倫理・安全面の配慮 

● 差別的・偏見的表現が含まれることも 

稀ではありますが、AI の回答に差別や偏見、ステレオタイプ的な見解が紛れ込む可能性があります。必ず教師が読
んで確認し、問題があれば適切に修正・破棄しましょう。 

- 児童には「AI が全て正しいわけではない」ことを伝え、自分で考え、調べる姿勢を育む指導も必要です。 

● 学校全体のガイドラインとの整合 

校⻑や管理職、教育委員会が発行する「AI 活用ガイドライン」「情報セキュリティポリシー」などと矛盾しないよ
うに運用しましょう。 

- 使い方によっては著作権を侵害したり、肖像権にかかわるデータを入力してしまったりするリスクもあります。
自校のルールを必ず確認してください。 

〈次の節へ〉 

ここまでで、「AI を使うこと自体に大きな可能性がある一方で、正しく使わないとトラブルに発展しかねない」と
いう点を理解いただけたと思います。次の「1-4. 本ガイドの使い方」では、残りの章の構成を簡単にご案内し、ど
のように読み進めればよいかをお伝えします。 

1-4．本ガイドの使い方 

前の節までで、「AI とは何か」「小学校で AI を使うとどんな利点があるか」「どんなリスクや注意点があるか」
を大まかに確認しました。 

ここでは、本ガイドの各章がどのような内容を取り扱うかを簡単にご紹介し、先生方が自分の興味やニーズに合わ
せて読み進められるよう道しるべを示します。 

■ まずは興味のある章から読んでも OK 

このガイドは、順番に読むと体系的に理解できますが、必ずしも通しで読む必要はありません。「今すぐ知りた
い」「特に気になる」トピックから読み始めるのもおすすめです。 

 たとえば「授業づくりのアイデアが欲しい」という方は、第 3章：教科指導での活用から。 
 

 「学級通信や保護者への文書作成に時間がかかって困っている…」という場合は、第 5章：校務での活用
を先にご覧ください。 

時間があるときに全体を通読すれば、より広い視点で AI 活用を捉えられます。 

■ 章ごとの概要 

 第 2章：AIを使ってみよう 

はじめに AI と対話する手順や、質問（プロンプト）のコツを解説しています。 

「とりあえず試しにやってみたい」という方は、まず第 2 章を読んでから実際に AI に話しかけてみてくだ
さい。 



 第 3章：教科指導での活用 

国語、算数、理科・社会、生活科など、小学校での具体的な活用例を紹介。 

「教材研究やワークシート作りに使えそう」「子どもたちがつまずくポイントを先回りしたい」といった場
面のヒント満載です。 

 第 4章：児童指導・学級経営での活用 

保護者対応や学級通信づくり、児童への声かけなど、学級経営ならではの悩みを AI がどうサポートできる
かをまとめています。 

 第 5章：校務での活用 

会議資料や引き継ぎ文書の作成、行事の準備など、事務作業の効率化を目指す内容。 

働き方改革にもつながるアイデアが多数載っています。 

 第 6章：注意点とリスク管理 

個人情報や著作権、誤情報のリスクなど、安全・安心に AI を使うための重要事項を整理。 

「まずここを読んでおきたい」と感じる先生が多いかもしれません。 

 第 7章：発展的な活用に向けて 

児童と一緒に探究活動で AI を活かす方法、教科横断的なプロジェクトなど、もう少し先のステップに挑戦
したい方向けの章です。 

 第 8章：Q&A集 

「AI を導入してみたけれど、こんな疑問が…」「実際に活用する上で悩む点は？」など、よくある質問と
対応策をまとめています。 

■ 学びを深めるための工夫 

 見出しやチェックリストを参考に、必要なところだけ拾い読みしても構いません。 
 

 「事例コラム」や「先生の声」を設けている章では、実際の活用イメージを得やすくなるはずです。 
 

 全文に目を通す時間が取れない場合も、興味がある部分を一度読んでみて、実践しながら別の章にも触れ
るという流れがおすすめです。 

■ ガイドラインや校内研修との連動 

本ガイドの内容は、別途配布される「AI活用ガイドライン（教職員向け）」や、教育委員会のセキュリティポリシ
ーとあわせて運用することが前提です。 

- ガイドラインでは具体的に「入力してはいけない情報」「安全なアカウント管理方法」などを示しています。 

- 校内研修での演習や、情報主任・ICT 担当への相談を通じて、自校の実情に合った使い方を探してみてください。 

■ 次章へ進みましょう 

これで第 1 章は終わりです。続く第 2章「AIを使ってみよう」では、実際にどのように対話を始めるか、どんな言
葉を投げかけると良い回答が出やすくなるかなど、具体的な初歩的ステップを紹介します。 

「AI に何を聞けばいいのかわからない…」という方や、「操作が不安…」という方はぜひご覧ください。 



それでは、一緒に AI 活用の一歩を踏み出していきましょう。 

  



第 2章：AIを使ってみよう 

〜はじめの一歩から効果的な活用まで〜 

2-1．まずは気軽に話しかけてみましょう 

(1) 最初の一歩：アカウント準備とアクセス方法 

AI（たとえば ChatGPT など）を使うには、まずアカウント登録が必要です。 

- 多くの生成 AI ツールは、メールアドレスや Google アカウント、Microsoft アカウントなどで簡単に登録できま
す。 

- 学校のネットワーク環境やセキュリティ上のルールによっては、登録や利用が制限される場合もあるため、事前
に ICT 担当や管理職に確認すると安心です。 

登録を済ませてログインすると、画面上にチャット形式の入力欄が現れます。ここに質問や要望を書き込むと、AI

が回答を返してくれます。 

● まずは動かしてみる 

 「言葉を入力してみる → AI からの回答が返ってくる」という単純な体験が、初めての方には最も分かりや
すいです。 
 

 難しいことを考えず、どんな文章が返ってくるかを楽しむつもりで始めてみるのがよいでしょう。 

(2) 「私は小学校の教師です」と伝えるメリット 

AI に話しかけるとき、最初に簡単な自己紹介を入れるのはおすすめの方法です。 

たとえば、プロンプトとして 

「私は○○小学校で主に国語を担当している教員です。小学校 4 年生向けに、漢字の学習が楽しくなる
導入アイデアを提案してください。」 

というように伝えることで、AI は「小学校の国語教師が求めている情報」を前提に回答しようとします。 

● 期待できる効果 

1. 回答のレベルや語彙が小学生向けになりやすい 
 

2. 教科・学年をはっきり示すと、より具体的な事例を提案してくれる 
 

3. 今後の追加質問でも「この先生は国語担当で、4 年生のクラスを見ている」と AI がある程度認識する 

これらはプロンプトの具体化にもつながり、満足度の高い回答が得やすくなるのです。 

(3) どんなことを聞けばいいの？ 

「具体的に何を質問すればいいかわからない…」という場合は、まず日常のちょっとした疑問や作業を AI に頼って
みてください。 



 例 1：学級通信の一言メッセージ 

「今月の学級通信に短い励ましの言葉を入れたいのですが、4 年生に向けて考えてもらえますか？」 
 

 例 2：保護者へのお知らせ文 

「保護者会のお知らせに書く文章を作りたいです。日程は○月○日で、時間は…」 
 

 例 3：係活動や委員会活動のアイデア 

「教室整備係が楽しんで取り組める工夫を知りたいです。子どもたちがやる気を出せそうな目標はあります
か？」 

最初は簡単な一文の作成や、アイデアの箇条書き程度でも十分。「おもしろいかも」「少し助かった」という感覚
を得られるだけでも、活用の第一歩になります。 

(4) 丁寧な言葉づかいで対話を始める 

AI は道具であり、感情があるわけではありません。しかし、「包丁を大切に扱う料理人」のように、道具に敬意を
払う姿勢を見せることは、子どもたちへの模範にもなります。 

 たとえば： 

「はじめまして。私は○○小学校の担任です。国語の授業で役立つアイデアを教えていただけますか？ よ
ろしくお願いします。」 
 

 回答に対して、「ありがとうございます。とても参考になります。」と返すことで、言葉づかいのモデル
を子どもたちに示すこともできます。 

● 教育者としての意義 

 児童が AI を使う場面が出てきたときも、礼儀正しいコミュニケーションの大切さを伝えやすくなる。 
 

 「AI だから雑に扱っていい」ではなく、自分の質問の仕方・言葉づかいが回答の質を左右するという学び
の姿勢が育まれます。 

(5) 小さな成功体験を作る大切さ 

AI に何かを尋ねてみて、「おお、これは役に立つかも！」と思える瞬間を 1 つでも味わうと、その後の活用意欲が
ぐんと高まります。 

 難易度を下げた簡単なお願い 

例：「子どもが興味を持ちそうな単純な算数ゲームを考えて」「学年便りの導入文を 2〜3 行で」など。 
 

 結果が出たら実践してみる 

学級通信に実際にそのフレーズを使ってみたり、プリントに提案された文章を加えてみたりすると、すぐ
に効果を検証できます。 
 

 実践後の振り返り 

どう感じたかをメモし、可能なら同僚とも共有してみましょう。「これならもっと使えるかも」「ここは修
正が必要だった」など、次につながる気づきが得られます。 



〈次節へ〉 

ここでは、まずアカウントを作って気軽に話しかけてみることで、AI との対話を体験する大切さを紹介しました。
次の節(2-2「より良い回答を引き出すコツ」)では、もう一歩進んで、プロンプト（質問文）の工夫や、回答をブラ
ッシュアップする方法を詳しく見ていきましょう。 

2-2．より良い回答を引き出すコツ 

「最初のやりとりはしてみたけれど、回答がいまいちピンとこない…」ということはありませんか？ AI は、与え
られた質問（プロンプト）をもとに回答を作り出します。質問の仕方や内容の伝え方によって、出てくる答えは大
きく変わります。ここでは、「より現場に即した、使える回答を引き出すためのポイント」を紹介します。 

(1) 質問（プロンプト）の具体化 

● 抽象的な質問 vs. 具体的な質問 

 抽象的な質問の例： 

「楽しい授業のアイデアをください」 

これだと回答も漠然としたものになりがちで、何をどうすればいいかが曖昧なままになりやすいです。 

 具体的な質問の例： 

「小学 3 年生の算数（わり算）で、日常生活を題材にした導入のアイデアを 3 つ提案してください」 

こう聞くと、AI は学年や単元、場面の具体性を理解し、より的確な例を挙げやすくなります。 

● 情報をしっかり伝える 

 「どの学年か」「教科は何か」「授業時間は何分か」「教具はどんなものが使えるか」などの情報をあらか
じめ伝えると、AI の回答も精度が高くなりやすいです。 
 

 たとえば「校内の図書室を使って」「国語と総合的な学習を組み合わせて」など、具体的な条件を示すこと
で、AI が前提として考える要素が増え、回答に反映されます。 

(2) 指示の仕方で変わる回答の質 

● トーンや形式の指定 

AI は、文体や形式を柔軟に変えることができます。下記のように「○○のような文体で」や「箇条書きで、短めの
文を」といった指示を追加すると、回答の見やすさが向上します。 

 文体指定の例: 

「小学生に伝わるように、優しい言葉づかいで説明してください」 

「学級通信に掲載できるよう、保護者向けのあいさつ文風に」 

 形式指定の例: 

「箇条書きでポイントを 5 つ挙げてください」 

「100 文字程度でまとめてください」 



● 「立場」を指定してもらう 

AI に「○○小学校の担任教師の立場になって考えてください」と伝えると、子どもたちとの関わりを想定した回答
が出ることがあります。 

- 逆に「保護者の視点ならどう伝える？」と立場を変えてみると、まったく違う提案が得られることも。 

(3) 例：算数導入プリントをつくる場合 

具体例として、算数の導入プリントを作成するシーンを考えてみましょう。 

1. 大枠を伝える 

「私は小学校 3 年生の担任です。かけ算の導入で使うプリントを作りたいので、子どもが興味を持つよう
な文章問題のアイデアをいくつか提案してください。」 

2. 条件や制限を指定する 

「1 問あたり 1〜2 行程度の短い文章問題にしたいです。なるべく身近な生活場面を例にしてください。」 

3. 回答を見て追加要望を出す 

「ありがとうございます。もう少し簡単に数字を小さくしてほしいです。あと、場面設定をもう 2 パター
ン増やしてもらえますか？」 

4. 文体・表現を修正させる 

「一人称は『ぼく／わたし』ではなく、『自分』など他の表現に変えてもらえますか？」 

こうした段階的なやり取りを重ねると、AI の提案がどんどん現場に近づいていきます。完成後も最終的には自分の
クラスに合わせて細かな調整をすることで、実際に使えるプリントが仕上がります。 

(4) 「推敲」や「補足」を促すテクニック 

● 「別の角度で」「もっと短く」「より感情的に」と伝える 

AI が出した答えが「ちょっと物足りない」「文章が⻑い」と感じたら、追加指示で再提案を求めましょう。 

 たとえば: 

「素晴らしいアイデアですね。もう少し笑い要素を入れた問題文にアレンジできますか？」 

「読んでいる子どもたちがワクワクしそうな書き出しに変えてください。」 

● 繰り返しの修正が苦にならない仕組み 

AI への「リクエスト」「修正依頼」は何度でも繰り返せるので、試行錯誤を気軽に行えます。 

- 自分が納得するまでやり取りするうちに、より良い表現にブラッシュアップされていくでしょう。 

(5) 丁寧さ＋的確さ＝より満足できる回答へ 

すでに第 2 章の最初（2-1）でも述べたように、AI には敬意を払いつつ、「具体的な条件」や「希望する文体」をき
ちんと指示することが大切です。 

- 丁寧に礼儀正しく尋ねることで、教師としての姿勢を示しながら、AI を「単なる機械的ツール」ではなく「教育
現場のパートナー」として位置づけられます。 



- しかし、頼みたい内容は明確に伝える必要があります。「短く」「箇条書きで」「導入として使いやすいよう
に」など、具体的なキーワードを使えば使うほど、回答の質が上がります。 

〈次節へ〉 

プロンプト（質問）の仕方で回答がどう変わるか、ご理解いただけたでしょうか。 

次の節(2-3「段階的に対話を深める方法」)では、回答をもらったあとにさらに掘り下げたり、複数回のやり取りで
「自分の求めるアイデア」に近づけていくテクニックを紹介します。 

「一度の質問で完璧な答えを求めない」という考え方が重要になってきますので、ぜひご期待ください。 

2-3．段階的に対話を深める方法 

すでに触れたように、AI から納得のいく回答を得るためには、「一度の質問ですべてを解決しよう」と考えず、複
数回のやり取り（対話）を積み重ねることが大切です。ここでは、段階的に AI の回答をブラッシュアップしていく
流れを３つのステップに分けてご紹介します。 

(1) 大まかな方向性の確認 

● スタートは「大枠」の質問から 

初めて AI に何かを聞くとき、まずはざっくりとした方向性を提示し、幅広いアイデアをもらうのが有効です。 

- 例：「小学 5 年生の社会科授業で、子どもたちが主体的に学べる学習活動をいくつか提案してもらえますか？」 

- 例：「運動会のプログラムを短時間で進めたいのですが、時間短縮のための工夫案を教えてください。」 

この最初の質問で返ってきた回答を読むと、「なるほど、こういう切り口もあるのか」「これは自分が想定してい
ない案だった」といった新たな発見があるかもしれません。 

● 「うちのクラスでは…」という簡単な背景説明 

「クラスの子どもたちは活動が好きだが、座学が苦手」などの背景要素を加えておくと、AI が回答の方向性をつか
みやすくなります。 

(2) 具体化・修正のやり取り 

● まず AIの提案を受け止める 

大枠の回答を確認したら、良さそうな部分と不十分な部分を区別しましょう。 

- 「これは面白いけど、時間がかかりそう」 

- 「子どもたちにやや難しいかもしれない」 

● 繰り返し質問を重ねる 

そのうえで、AI に追加の指示を出します。 

- 例：「先ほどのアイデアの中で、難易度をもう少し下げたバージョンを提案してほしい」 

- 例：「30 分以内に終わる活動例に絞って教えてください」 

- 例：「道具の準備があまり必要ないものに限定してもらえますか？」 

AI にこうした修正依頼を出すと、最初の回答をベースに再提案してくれます。これを何度か繰り返すことで、段階
的に現場に合った案に近づいていくのです。 



(3) 最終チェックと仕上げ 

● 全体の整合性をチェック 

最終的に AI が提示したアイデアや文章を、学習指導要領や教科書、学校の実態に照らし合わせて確認します。 

- 「このアクティビティは実施時間内に収まるか？」 

- 「著作権的に問題はないか？」 

- 「クラスの特性や人数に合っているか？」 

● 教師の目を通してブラッシュアップ 

子どもたちに渡すプリントや指導案を完成させる前に、自分の言葉や表現に置き換えたい部分を修正しましょう。 

- 実際の児童の名前や学級の雰囲気を踏まえた具体例を加えると、よりリアリティが増します。 

- 文末の調整や言葉のレベルの統一など、最後は教師が責任をもって仕上げるのが重要です。 

● リアルな場面で試してフィードバック 

完成した案を実際に授業や学級経営で使ってみたら、その結果を次の AI活用にフィードバックしましょう。 

- 「実際に試してみたら、どの程度うまくいったか」 

- 「どの部分が子どもたちに響いたか、逆に合わなかったか」 

- これらの経験をもとに、次回 AI に相談するときは「こういう条件を前提にしてほしい」と、より的確な指示がで
きるようになります。 

■ まとめ：試行錯誤しながら AIを味方に 

1 度の質問だけで完璧な答えを得ようとするのではなく、大枠 → 部分修正 → 仕上げという流れで対話を続けるこ
とで、AI が出すアイデアは格段に充実していきます。 

- ある意味、AIとのやり取り自体が「授業づくりのプロセス」と考えられるかもしれません。 

- 繰り返し活用しているうちに、教師自身も「どんな情報を AI に伝えるとより使える回答が返ってくるか」を自然
に身に付けていくでしょう。 

次節（2-4）では、こうした対話の結果生成された AIの回答をどのように見極め、さらにブラッシュアップすれば
いいのかを詳しく解説します。誤情報や曖昧な記述が混ざるリスクもあるため、確認作業のポイントが重要になっ
てきます。 

2-4．回答の見方とブラッシュアップ 

段階的なやりとりで AI から提案を得ても、そのまま鵜呑みにするのではなく、最終調整や確認作業は不可欠です。
ここでは、回答を精査しつつ必要に応じて追加の修正を依頼する「ブラッシュアップ」の流れを具体的に見ていき
ましょう。 

(1) AIは完璧じゃない：どこを疑う？ 

● 事実誤認・データの間違い 

AI は、膨大な文章データを元に文章を生成しているため、本来存在しないデータや誤った数値を提示してしまうこ
とがあります。 



- 社会科で地域の人口や産業統計を聞く場合、公式データや教科書など一次情報との照合が必要。 

- 理科での実験手順なども、安全面で不正確な記述があるかもしれないので要注意。 

● 不適切な表現や言葉遣い 

稀に、差別的・偏見的表現や、児童に不向きな表現が混ざる可能性があります。 

- 教師の目で読み、問題があればその箇所を修正または削除しましょう。 

● 著作権の侵害リスク 

既存の文章や著作物からの引用が混ざっている場合、どこから引用されたのかが明確ではないことも。 

- 学習指導要領や教科書に載っている文章と酷似していないか確認し、必要に応じて出典を明記するか、大幅に書
き換えるなどの対応が必要です。 

(2) 改善のための追質問・再入力 

● 「もっとわかりやすく」「表や箇条書きに」など追加指示 

回答を読んで、わかりにくい部分があれば、もう一度 AI に頼んで形式を変えてもらうことができます。 

- 例：「先ほどの説明を、箇条書きで短めにまとめてください」 

- 例：「小学校 4 年生が読んでもわかるように、専門用語は省いてもらえますか？」 

● 「追加例」をもらう 

AI が出したアイデアに十分納得できなければ、「もう少しバリエーションが欲しい」「他の視点も教えてほしい」
と依頼し、回答を比べながら検討するとよいでしょう。 

(3) 自分なりの判断基準を持とう 

● 教科書・公式資料との照合 

「AI の提案」と「教科書の解説や公式ウェブサイト」の内容が食い違っていないかは必ず確認します。 

- 法律や制度の話、歴史上の出来事などは公的・信頼できる情報源でチェックするのが鉄則。 

- 特に評価や指導要録に関する文面を AI に作ってもらう場合は、校内規定・自治体の方針に違反しないか注意が必
要です。 

● 同僚や先輩教師との共有 

自分だけで判断しきれないときは、職員室や学年会議などで同僚と一緒に確認するのも一つの方法。 

- 「このワークシート案、どう思う？」と見てもらい、現場経験が豊富な先生のアドバイスを得れば、より実践的
な修正ができます。 

(4) 実際に活用してから最終調整へ 

● 教材やワークシートなら、まずは試しに使ってみる 

AI が提示したプリントやアイデアを小規模に試してみて、子どもたちの反応を見ながら微調整するのも良い方法で
す。 

- 例：「休み時間や朝の会に、AI が作ったクイズを簡単に出してみる」 



- 実践後、「意外と難しかった」「興味は持ったけれど言葉が難しかった」などのフィードバックをもとに、さら
に AI に修正を依頼しても OK です。 

● 振り返りの共有でスキルアップ 

成功事例や改善点を学年内・職員室で共有すると、自分だけでなく他の先生もノウハウを学べるため、校内全体で
AI 活用の質が高まっていきます。 

〈次節へ〉 

AI の回答をブラッシュアップする流れや注意点をまとめました。次の節(2-5「トラブルシューティング」)では、よ
くあるエラーや想定外の挙動にどう対処すればいいかを具体的に紹介していきます。 

「エラーが出て使えない」「同じ質問なのに前回と違う答えが返ってきた」という場面に備え、スムーズにリカバ
リーするコツを押さえておきましょう。 

2-5．トラブルシューティング 

AI を活用していると、システムエラーや予期せぬ回答が返ってくるなど、さまざまな場面で⼾惑うことがあるかも
しれません。ここでは、よくあるトラブル例とその対策を紹介します。 

(1) 回答が出てこない・エラーが起きたら 

● 通信環境の確認 

 学校のネットワーク環境が不安定な場合、AI へのアクセス時にエラーが起きやすいです。 
 

 Wi-Fi の調子や回線速度を確かめ、可能なら別の時間帯や別の端末で試してみましょう。 

● サービス側の負荷・メンテナンスの可能性 

 有名な生成 AI は世界中で使われているため、アクセスが集中している時間帯やメンテナンス中は回答が遅
くなったり、エラーが頻発することがあります。 
 

 少し時間をおいてから再度アクセスすると正常に戻るケースが多いです。 

● 代替サービスやツールの検討 

 ChatGPT 以外にも類似の生成 AI が存在するため、どうしても使えない場合は別のサービスを試す方法も考
えられます。 
 

 ただし、校内ルールやセキュリティ上の制限がある場合は、ICT 担当や管理職に相談の上で導入を検討して
ください。 

(2) 同じ質問なのに回答が違うのはなぜ？ 

● AIの動的生成の仕組み 

AI は対話の履歴や前後の文脈を踏まえて、文章を“新たに生成”しています。同じ質問をしても、その時々の内部状
態や対話文脈の違いにより出力が変わることは珍しくありません。 



● 対話文脈を引き継がせるコツ 

 「前回の回答を踏まえて、もう少し具体的なアイデアをもらえますか？」といった形で、過去のやり取り
を参照すると、連続した文脈を持った回答が返る可能性が高いです。 
 

 反対に、全く別の流れで聞きたい場合は、対話をリセットして新たに質問するのも手です。 

(3) 不要に専門的・高度な回答が出る場合 

● 「小学校低学年向けにやさしく」「専門用語は使わずに」などリクエスト 

AI がやたら専門用語を並べたり、大学レベルの理論まで持ち出したりすることがあります。そんなときは、プロン
プトを再入力し、「もっとやさしく解説してください」「5 年生でも分かる例を加えて」と伝えてみましょう。 

● レベルに合わない場合は修正を促す 

 たとえば理科の実験補助として AI に説明文を書いてもらったら、中学生以上が読むような難解な文になっ
てしまうケースがあります。 
 

 そういう場合は「もう少し低学年寄りの言い回しに変えて」「1 行につき 1 つの情報になるように」など具
体的指示をすることで、子どもたちの発達段階に合った文章へ修正できます。 

(4) 「なんとなくピンとこない」回答への対処 

● ゴールが曖昧な場合 

AI に「面白いアイデアを出して」と頼んだだけでは、何を面白いと感じるか分からず、的外れな提案が返ってくる
かもしれません。 

- ゴールを具体化することで、「自分は本当は何が欲しいのか」をはっきりさせると回答が洗練されやすくなりま
す。 

- 例：「休み時間のレクリエーションで、運動が苦手な子どもでも楽しめる簡単なゲームを 2 つ教えてほしい」な
ど。 

● 他のキーワードを試してみる 

同じテーマでも、表現やキーワードを少し変えて質問すると、また違うアイデアが得られることがあります。 

- 「行事」→「学校イベント」「学年行事」「保護者参加型」など、いくつかの言い換えで試行してみましょう。 

(5) セキュリティ・プライバシー面の不安 

● 個人情報や機密情報を入力していないか再確認 

トラブルの多くは「入力してはいけない情報」をうっかり入力したことが原因になります。 

- 対話が進むほどに「この子どものケースは…」と詳しく説明したくなる気持ちをグッとこらえ、固有名詞や個人
が特定される情報は伏せてやり取りしましょう。 

- 校内ガイドライン・自治体の規定を再度確認してください。 



● 端末やアカウントの管理 

 自分のアカウントをうっかり他人に使わせていないか、パスワードは安全に保管されているか、定期的に見
直しましょう。 
 

 教師が使用する PC やタブレットは、特に端末のロックやネットワークの管理を厳重に行い、児童が勝手に
アクセスしないように配慮する必要があります。 

〈次節へ〉 

トラブルシューティングのポイントをまとめました。AI の利用環境や回答の特性上、「想定外の挙動が起きる可能
性を前提に、余裕をもって対処する」ことが大切です。次の節(2-6「小さな成功体験から始めよう」)では、実践を
重ねるうえで、まずどのように「小さな成功」をつくり、それを次のステップにつなげるかについて解説します。 

（コラム）「モヤモヤ」を AIに相談してみる 

「回答を読んでみて、どこが問題というわけでもないんですが、なんとなくしっくりきません。この
『○○(AI の回答)』という表現がどうも引っかかる気がするんです。なぜか考えられる理由をいくつか挙
げてもらえますか？」 

こう聞いてみると、AI が「対象年齢に合わない表現かもしれない」「前後の文脈とのつながりが不足している」な
ど、引っかかりの原因となり得るポイントを提案してくれることがあります。 

もちろん AI の分析が的確とは限りませんが、モヤモヤの正体を言葉にするヒントになることも。違和感をうまく言
語化できない時は、こうしたやり方を試してみるのも一手です。 

2-6．小さな成功体験から始めよう 

AI 活用の基本的な操作や注意点、活用のコツは理解したつもりでも、いざ職員室で「よし、やってみよう！」と踏
み出すのは勇気が要るかもしれません。ここでは、「まずは身近なところから気軽に始めてみる」ためのステップ
を提案します。 

(1) 日常業務のちょっとした場面に取り入れる 

● 学級通信やおたより文に一文だけ AIの文章を活かす 

 たとえば「行事の告知」「季節のあいさつ」「子どもたちへの励まし」など、差し込みやすい一文を AI に
提案してもらい、そこに自分なりのアレンジを加えてみましょう。 
 

 全体を丸ごと作ってもらうよりも、「一部分だけ AIに任せる」ほうが気軽に試せます。 

● プチアイデアを授業に取り入れる 

 算数の導入で使うミニ問題や、生活科の観察ワークに付け加える一工夫を AI に聞いてみる。 
 

 「こんな風にすれば子どもたちの食いつきが良くなるかも」という案を 1 つでも試せば、自分の実践力向
上にもつながります。 



(2) 上手くいったら振り返りをシェア 

● 同僚との情報共有 

 「AI にこんな表現を作ってもらったら、学級通信が時短になった」「意外と子どもの反応が良かった」と
いう成功事例があれば、ぜひ周りの先生にも紹介しましょう。 
 

 失敗談や「思ったほど子どもには響かなかった…」という微妙なケースも含めて、職員室や学年会議で共
有することで、校内全体が少しずつ AI 活用に慣れていきます。 

● ICT担当・情報主任と連携 

 校内に ICT の活用をサポートしている先生がいれば、その方と定期的にやり取りしておくと安心。 
 

 「こんな場面で使うにはどんなツールがいい？」「セキュリティ面は問題ない？」など、専門的な相談相手
がいると、トラブル回避や応用の幅が広がります。 

(3) 成功体験を次のステップへ 

● 少しずつ活用範囲を広げてみる 

 学級通信の一文がうまくいったら、次は保護者会資料や学年便りなど、もう少しボリュームのある文書作
成に活用してみる。 
 

 授業アイデアを AI と一緒に考えてみたら、今度はカリキュラムデザインや単元計画の段階でも相談してみ
る、といった具合に段階を踏むと無理なく始められます。 

● 校内研修や勉強会への発展 

 数名の先生が試行錯誤して「これは便利！」と感じたら、学年や教科、ICT 担当の先生と協力して校内研修
を開くのも一案です。 
 

 他の先生方の事例と組み合わせれば、より多様な活用アイデアが集まります。 

(4) AIは「助っ人」—根幹は教師の専門性 

たとえ AI が便利でも、「教師の専門性」がなくなるわけでは決してありません。 

- 教師が「何を求めているか」を適切に AIに伝え, 

- 提案を吟味して自分のクラスに合うようにアレンジし, 

- 最後は教師の判断で子どもたちに提供する 

このプロセスこそが、「教育者としての力量」と「テクノロジー活用能力」を掛け合わせる要です。AI はあくまで
強力なサポーターであり、主役は常に子どもの学びと成⻑を見守る教師自身だということを忘れずにいたいです
ね。 

〈次章へ〉 

第 2 章では、AI に話しかけ始めるための基本から、具体的な質問のコツ、段階的な対話の深め方、トラブルシュー
ティング、そして小さな成功体験の積み重ねによる活用促進までを解説しました。 

ここまで読んで、「なるほど、少しやってみようかな…」と思えた方は、ぜひ日常業務や授業で試してみてくださ
い。 



次の第 3章では、いよいよ教科指導での具体的な活用例を扱います。国語・算数・理科・社会など、小学校でよく
ある場面で、どのように AI を活かすと効果的かを具体的に見ていきましょう。 

  



第 3章：教科指導での活用 

3-1．国語科での活用 

国語科では、説明的文章や文学的文章の読解指導に加え、作文・小論文などの表現活動、古典作品の学習など、多
岐にわたる指導内容があります。AI を活用することで、発問づくりや教材のバリエーションを増やすとともに、教
師自身の事前準備を効率化できる可能性があります。ただし、著作権や誤情報などのリスク管理を怠らないように
しましょう。 

3-1-(1) 読解指導（説明的文章・文学的文章） 

● AIで発問づくり 

中学校の国語では、論説文や随筆、物語など多様な文章を扱います。読解の授業準備として、「発問例をいくつか
考えてほしい」と AI に依頼すると、 

- 論説文：筆者の主張を深掘りする問い、反対意見を想定した問い 

- 文学的文章：主人公の心情変化を追う問い、状況描写と心情の関係を考えさせる問い 

- 随筆：筆者の独特な視点・表現技法への着目を促す問い 

などを短時間で複数案提示してくれます。教師はそれらを参考に、自分のクラスや学年に合わせて発問の難易度や
順序を調整するとよいでしょう。 

● 要約・ポイント整理 

説明的文章や論説文の学習では、要旨の把握や論点の整理が重要です。AI に「このトピックについて要点を 3〜4

行でまとめてほしい」と依頼すると、文章の骨子を短時間で抽出してくれる場合があります。 

- ただし、AIが要約を間違えるケースや、文章の意図とズレたまとめになる可能性もあるため、必ず教師が原文や
教科書の記述と照合しながら修正しましょう。子どもに配布するプリントであれば、誤情報や著作権侵害がないか
二重チェックを徹底します。 

● ファクトチェックと教師の役割 

AI はあくまで「言葉のパターン」を生成しているため、記事や統計データなどの出典を示さないまま書いてしまう
ことが多いです。社会的・文化的背景が絡む場合は、教師が公的資料や参考文献と必ず照合し、クラスで取り扱っ
ても問題ない内容かを見極めましょう。 

3-1-(2) 作文・小論文・スピーチ指導 

● 書き出しのアイデア 

中学生が苦手意識をもちやすい「作文・小論文の書き出し」や「スピーチ原稿の冒頭」などで、AI を活用できま
す。 

- 例：「『私の将来の夢』というテーマで書き始める際のヒントとなる文章を 3 つ提案して」と AI に依頼すると、
さまざまなフレーズを提示してくれます。 

- それらを“参考例”として子どもに見せると、書き出しのイメージが湧きやすくなるでしょう。 

- ただし、子どもの創造性が奪われないように、あくまで「例」として使い、強制的な利用は避けることが大切で
す。 



● 構成メモづくり 

小論文や意見文の構成（序論・本論・結論など）をサポートするため、AI に「論点をわかりやすく整理する方法」
や「どのような段落構成が考えられるか」などを質問します。 

- たとえば「賛成意見と反対意見の両面を並べる型」「具体的事例から一般論に広げる書き方」など、複数の構成
案を得られることがあり、教師の指導案づくりにも役立ちます。 

● 推敲・表現を豊かにする工夫 

AI は、文体変換や類義語の提案などが得意です。子どもが書いた文章を（個人情報を含まない形で）要約・抽象化
して AI にかけ、「もっとやさしい言葉づかいに直す」「文字数を抑える」などのリクエストをすると、教師が推敲
のポイントを把握しやすくなります。 

- ただし、児童生徒本人の原文を丸ごと入力することは避け、プライバシーやオリジナル性を損ねない配慮が必要
です。 

● 注意点：著作権と盗用リスク 

 子どもが AI を“作文の代行”に使う懸念もあるため、「下書きはあくまで参考」「最終原稿は自分で書く」
というルールづくりが重要。 
 

 AI が生成した文章が、既存の著作物を流用している可能性も排除できないので、教師は必ず確認し、問題
があれば修正または使用を取りやめる判断をします。 

3-1-(3) 古典・漢文への応用 

● 作品の背景情報リストアップ 

中学校国語の古典学習では、作品ごとの歴史的背景や作者の特徴を簡潔に押さえると理解が深まりやすくなりま
す。 

- AI に「『平家物語』の作者背景や特徴を中学生向けにわかりやすく解説すると？」と尋ねると、ある程度まとま
った要約を得られることがあります。 

- ただし、内容の正確性や教科書記述との整合を必ず教師がチェックしてください。 

● 現代語訳のたたき台 

 短い和歌や漢詩などで、現代語訳の方向性を AI に示させると、最初のヒントになるかもしれません。 
 

 しかし、古典は語句のニュアンスや時代背景の解釈が重要なため、学習指導要領や教科書に準拠した訳・
専門家の注釈と突き合わせる作業が不可欠です。 

3-1-(4) 実践事例とコラム（架空の事例） 

事例 1：発問づくりが劇的に楽になった 

「論説文の授業で、子どもたちが筆者の意図を考える発問を思いつかずに困っていました。AI に『論説
文の読解を深めるための発問を 3 つ』と聞いたところ、反対意見を想定する問いや、筆者の具体例を自
分たちの生活と照らし合わせる問いが出てきて『こういう切り口もあるのか』と気づきました。最終的
には自分なりに言い回しを変えましたが、時間短縮になりましたね。」 



事例 2：作文の書き出し提案を活用 

「中学 2 年の意見文指導で、『冒頭の一文がなかなか決まらない』と悩む子が多かったので、AI に書き
出し例をいくつか見せてもらいました。あくまで参考例として子どもに提示したら、意外と『もっとこ
ういう表現にしたい』と自発的に工夫する子が増えて、結果として表現の幅が広がった印象です。」 

事例 3：古典学習で背景理解をサポート 

「『奥の細道』を扱う際、AI に松尾芭蕉とその時代の特徴を要約させてみました。概ね合っていたもの
の、細かい地名などで誤りがあったため、教科書と地図資料を突き合わせて修正。下書き段階としては
便利でしたが、やはり最終確認は絶対に必要ですね。」 

〈まとめ〉国語科における AI活用の留意点 

 AIは文章生成が得意だが、鵜呑みにせず最終確認が必須。 
 

 発問づくり・作文アイデア・古典の背景理解などに活用すると、授業の幅を広げやすい。 
 

 個人情報や著作権リスクを常に念頭に置き、児童生徒の文章をまるごと入力しないなどの配慮を忘れな
い。 
 

 教師の専門性があってこそ、AI を補助的に使うメリットが最大化される。 

3-2．数学科での活用 

中学校の数学では、1 年生の正負の数や一次方程式から、2 年生の連立方程式や一次関数、3 年生の二次方程式・二
次関数・相似・三平方の定理など、幅広い単元を扱います。日常的に問題づくりや導入アイデアを考え、つまずき
やすいポイントを把握しておく必要があり、AI をうまく活用すれば効率よく教材を用意できる可能性があります。
ただし、計算ミスや誤った設定が紛れ込む場合もあるため、教師によるチェックと最終調整が不可欠です。 

3-2-(1) 文章題の作成・バリエーションづくり 

● 多様な場面設定を AIにリクエスト 

文章題は、子どもが身近なイメージをもてるかどうかで、理解度が大きく変わります。AI に「一次方程式を使った
買い物の文章題を 3 つ出して」「二次関数を応用した投射運動の問題例を考えて」と依頼すると、短時間で複数の
シナリオが得られます。 

- 例： 

- 「中 1：ジュースを買う場面での金額計算（一次方程式）」 

- 「中 2：グラフを用いた連立方程式、通過算」 

- 「中 3：ボールを投げたときの高さを表す二次関数」 

- 教師はそのまま使わず、数値や設定の難易度・表現を自分のクラスに合わせて調整すると良いでしょう。 

● 難易度調整・類題作成 

AI に「もっと易しくして」「難易度を上げて」などの追加指示を行えば、同じテーマでも段階的なバリエーション
を提案してくれます。 

- 習熟度別プリントや追試・補充問題を用意するときに便利。 



- ただし、誤った数値設定や解答不可能な問題が混ざっていないか、必ず教師が解いてみるか、少なくとも検算を
行ってから子どもに渡してください。 

● 著作権と注意点 

市販教材や特定の問題集からの引用を想定して AI に質問すると、無断転用につながる恐れがあります。市販の問題
を「少しアレンジして」と指示しても、AI がほぼ同一の問題を返してくる可能性も。 

- 一から問題を作る場合は OK ですが、既存の著作物と重ならないか、教師がチェックする意識が大切です。 

3-2-(2) 授業導入のアイデア・計算ゲーム 

● 計算ウォーミングアップ 

授業冒頭の数分間で行う計算練習や脳トレを、AI にアイデア出しさせる方法です。 

- 例：「中 1 向けの整数計算ゲーム」「中 2 連立方程式の解を競うゲーム」など、複数の案を求める。 

- AI が提案したゲーム内容を、そのまま使うと複雑すぎたり、逆に単調すぎる場合があるため、クラスの人数や時
間配分に合わせてアレンジしましょう。 

● グループ学習での課題提示 

「一次関数のグラフが変化する仕組みを体感させる活動を考えてほしい」などとリクエストすると、 

- カードを使った係数変化の実験 

- 実際に座標をとって等差を体感 

などのアイデアが返ってくる場合があります。教師はそれらを学級の実態（ICT 機器の有無、机の配置など）に合
わせてカスタマイズするのがおすすめです。 

● 「導入＋実生活」の具体例 

AI は、数学単元と日常生活を絡めた導入シナリオを複数案出してくれます。 

- 例：「料理の分量合わせ→比例や連比例」「公共交通機関の時刻表→線形関係」 

こうしたリアルな例を授業の冒頭で示すことで、子どもの興味を引きやすくなるでしょう。 

3-2-(3) つまずきやすい単元の先取り 

● よくある誤り例を整理 

中学生が特に苦手とするのは、 

- 1年：正負の数の加減乗除、文字式 

- 2年：連立方程式、一次関数（比例・反比例の誤解） 

- 3年：因数分解、二次方程式・二次関数、相似・三平方の定理 

などが代表的です。AI に「◯◯単元で、子どもが陥りやすいミスを列挙してほしい」と尋ねると、誤計算のパター
ンや典型的な勘違いが提案されることがあります。 

● 先回りで教材づくり 

AI のリストを参考に、 

- 確認プリント：特定の誤りにフォーカスした問題 

- チェックポイント：授業で「ここを勘違いしやすいから注意」と強調 



などに活かせば、授業中のフォローがしやすくなるでしょう。ただし、「よくある誤り」には教科書会社や地域・
学校で異なる指導順序や表記法もあるため、最終的な判断は教師に委ねられます。 

3-2-(4) 実践事例とコラム（架空の事例） 

事例 1：一次方程式の文章題を短時間で大量作成 

「1 年生の一次方程式で、買い物を題材にした問題を数多く用意したかったのですが、アイデアが思いつ
かない。そこで AI に『現実味のある買い物問題を 5 つ提案して』と頼んだら、カフェでの飲み物注文や
割引券を使ったパターンなどバリエーションが得られました。最終チェックで数字が合わない問題が 1

つあったため、そこは自分で修正して完成。おかげで作問の手間が大幅に減りました。」 

事例 2：ゲーム感覚の導入アイデアがヒット 

「連立方程式の導入で、AI に『子どもが興味を持つアクティビティ』を聞いたら、『複数の品物の合計
金額を当てるクイズ』『ペアで問題を出し合うオークション形式のゲーム』などが提示されました。一
度試してみたら思った以上に盛り上がり、子どもたちが『変数を使って整理する』大切さを自発的に感
じてくれました。」 

事例 3：誤り例のピックアップで補習がスムーズ 

「2 年の一次関数で、y=ax+b の b の意味を誤解する子が多いと感じ、AI に『一次関数で想定される誤解
や勘違い』を聞いてみたら、『切片の値を無視する』『傾きと速度を混同する』などが挙がりました。
実際に『切片の値=0 として扱う子が多い』という現場の実態と合致していたため、すぐに補習プリント
を作れました。」 

〈まとめ〉数学科における AI活用のポイント 

5. 文章題やバリエーション豊かな問題作成に AI は有用。 
 

6. 計算ゲームや導入アイデアを得ることで授業の幅を広げられる。 
 

7. よくある誤りやつまずきポイントを事前に AI に聞き、先回りした支援プランを立てると効果的。 
 

8. 問題の正確性チェックや著作権への配慮は必ず教師が行い、最終的にクラスに合う形へアレンジする。 

このように、数学科のさまざまなシーンで AI を「たたき台」として活用すると、教材準備や導入づくり、フォロー
アップがスムーズになる可能性があります。ただし、子どもに配布する前や授業に実際取り入れる前には、必ず解
答検証や計算確認を行い、誤りがあれば修正して安全・安心な教材を提供してください。 

3-3．理科での活用 

中学校理科では、観察・実験を通して科学的な思考力を育むことが大きな柱です。内容も物理・化学・生物・地学
にわたり、実験計画や安全管理、観察の視点設定など、事前準備に時間がかかる場面が多いのが特徴です。AI を活
用すれば、実験手順やチェックリストの作成、探究学習のアイデア出しなどで効率化を図れる可能性があります。
ただし、教科書や公式資料との整合を必ずとり、安全面にも十分配慮しましょう。 



3-3-(1) 実験計画と安全指導 

● 実験手順のたたき台を AIに作らせる 

 例：「中学 2 年で扱う化学分野の実験（酸とアルカリの中和）の手順例をまとめて」と AI にリクエストす
ると、 

1. 実験器具の準備 
 

2. 試薬の安全な扱い方 
 

3. 結果を定量的に測定する方法 

などを含む大まかな流れを提示してくれます。 
 

 これをベースに、自分の学校の設備や時間割を踏まえて修正すると、準備漏れが減りやすいです。 

● 安全チェックリストの作成 

 「化学反応の実験で注意すべき安全面をリスト化してほしい」と AI に頼むと、試薬の保管や換気、保護メ
ガネの着用などの項目例が返ってくることがあります。 
 

 物理分野でも、電気回路や力学実験の安全上の注意（コードの取り回し、重い物を落とすリスクなど）を
AI から事前に提案してもらい、教師が校内ルールに合わせて追加・修正して最終版を作成すると便利で
す。 

● 注意点：実際の器具・薬品との相違 

AI が提示する薬品の濃度や器具の名前が、教科書・学校の備品と合わない場合があるため、教師が必ず現場の実状
に合わせて確認・調整する必要があります。また、危険度の高い実験（金属ナトリウムや強酸・強アルカリなど）
では、AI の提案だけに頼らず、必ず実物を試し、安全指導マニュアルや先輩教員の知見を踏まえて判断しましょ
う。 

3-3-(2) 観察ワークシート・探究活動の設計 

● 観察ポイント・チェック項目の洗い出し 

理科では、「どこを観察し、何を記録すればよいか」を明確にすることで学習効果が上がります。 

- 例：「中学 1 年生の植物の観察で注目すべきポイントを 6 つ挙げて」「地学分野で地層の観察を行うときの視点
を作ってほしい」などと AI に質問。 

- 返ってきたリストをもとに、ワークシートや観察カードを作ると、作業時間を短縮できるでしょう。 

● 探究型学習のテーマ設定 

総合的な探究活動や理科の自由研究などで、子どもが興味を持てるテーマを考える際、AI に「身近な環境問題」
「エネルギーと暮らし」「身の回りの化学変化」など広めのキーワードを投げかけると、複数のトピック候補を提
案してくれます。 

- 例： 

- 「学校周辺の大気汚染測定方法」 

- 「植物の成⻑に与える光の⾊の影響」 



- 「地震の揺れをシミュレーションで体感する実験」 

- 中学生に適切な難易度かどうか、学校で扱える範囲かどうかを最終判断するのは教師の役割です。 

● レポート作成の補助 

 観察・実験レポートを書き慣れていない生徒に向け、項目立て（目的・方法・結果・考察など）を AI に整
理させ、教師が要点化する方法もあります。 
 

 ただし、生徒の個別レポートを丸々AI に入力するのは個人情報の観点から NG。あくまで教師がワークシー
トの項目例を作る際の参考程度に留めましょう。 

3-3-(3) つまずきやすいポイントを先取り 

● 物理分野 

 力学実験（作用・反作用、加速度の測定など）で、子どもが誤解しやすい概念：AI に「中 2 で力学を学ぶ
際、どんな誤りが起こりやすい？」と質問し、よくある勘違い（重力と質量の混同、力のつり合いの方向
認識など）を把握する。 
 

 電流・電圧・抵抗の区別なども、AI からの提案をヒントに確認問題を入れやすくなる。 

● 化学分野 

 原子・分子のモデル理解や化学式の書き換え、イオンの計算などでミスが起きがち。AI に「陽イオン・陰
イオンの定番ミスを列挙して」と尋ねると、「価数の間違い」や「電荷の書き忘れ」などを教えてくれる。 
 

 自分のクラスの状況を踏まえ、チェックリストや練習問題として仕上げると効果的。 

● 生物・地学分野 

 観察の視点が曖昧だと学習成果が乏しくなりやすい。AI に「観察が雑になりがちなポイント」を聞いてか
ら、教師が「具体的にどう注意を促すか」を考えると準備がスムーズ。 
 

 地学の天気図や地層など、誤情報に注意する必要があるため、実際の気象データ・地形図との照合が不可
欠。 

3-3-(4) 実践事例とコラム（架空の事例） 

事例 1：実験準備がスピーディーに 

「中学 2 年の化学実験で中和滴定を行う際、AI に『実験手順を簡単なステップに分けて安全面を含めて
リスト化して』と依頼。器具の洗浄やビュレットの扱いなど、忘れがちなポイントを一通り網羅してく
れました。校内の備品と異なる表現があったため修正しましたが、チェックリストとしては大いに役立
ちました。」 

事例 2：観察活動がより深まった 

「生物分野で“植物の蒸散”を調べるミニ実験を計画。AI に『観察記録で注目すべきこと』を尋ねたら、
葉の裏表の気孔数の違いや湿度・温度の影響など、多角的な要素を提案してくれました。結果的に子ど
もたちの観察も、単に重さを測るだけでなく、環境要因を意識するまで深まりました。」 



事例 3：先回りしたミス防止が効果大 

「3 年生の二酸化炭素発生実験で、集気びんの向きやゴム栓の取り付けミスがよくあると感じていまし
た。AI に『中学 3 年が化学実験でやりがちな失敗例』を聞いてみたら、予想通りの項目が並んだので、
授業前に『ここ要注意』と説明。そのおかげか、ミスが劇的に減りスムーズでした。」 

〈まとめ〉理科における AI活用のポイント 

9. 実験計画や安全指導での活用：AI を「漏れがないか確認するチェックリスト」「大まかな手順のたたき
台」として利用すると時短に。 
 

10. 観察ワークシート・探究活動の設計：着目すべき視点やテーマ例を AI に複数出してもらい、教師が適切に
取捨選択する。 
 

11. つまずきやすい概念を先回りで把握：よくある誤りや誤解例を AI にリストアップさせ、補充指導の計画づ
くりに役立てる。 
 

12. 最終判断は必ず教師が：実際の薬品・器具・資料と合うか、安全面や正確性を必ずチェックし、教科書や
公式データとの照合を徹底する。 

このように、中学校理科でも、実験・観察・探究といった独特の指導準備が必要な場面で AI がサポート役として活
躍してくれます。しかしながら、誤情報や安全管理などのリスクには十分注意し、最終的には教師の専門性で内容
を取捨選択しなければなりません。 

3-4．社会科での活用 

中学校社会科は、地理・歴史・公⺠の 3 領域にわたる広範な内容を扱います。多様な資料やデータを読み解き、探
究的な学習活動を行うため、事前の資料準備や発問設計に時間がかかりがちです。AI を活用すれば、統計データの
整理や発問づくり、時事問題の視点出しなどで効率化を図れます。ただし、誤情報や著作権、最新データとの整合
性には注意が必要です。 

3-4-(1) 地理分野 

● 統計データやグラフの要点整理 

 地理分野では、人口ピラミッド・GDP・輸出入データなど、多様な統計資料を扱います。 
 

 AI に「アジア地域の人口変化を簡潔にまとめて」と依頼すると、人口増加率・都市化・少子高齢化などの
要点が列挙されることがあります。 

o ただし、数値の正確性は必ず公的機関のデータや教科書付録資料で確認しましょう。AI が古い情報
や誤情報を返すリスクがあるためです。 

● 発問づくり：世界地図・日本地図の読み取り 

 例：「世界地図を読み解くときの視点を 5 つ提案してほしい」と AI に質問し、地形・気候・産業・文化な
ど複数の切り口を得る。 
 



 そこから教師が「クラスの実態」「授業の狙い」に合った発問を再構成し、地図を比較しながら話し合う活
動を設計するのも効果的です。 
 

 日本地理でも「都道府県別の産業構造」や「地域ごとの特⾊」など、AI が多角的視点を提案することで、
授業に深みを持たせられます。 

● 注意点：最新情報との整合 

地理分野では、国際情勢や自然災害、人口動態などが頻繁に変化します。AI が返す情報が数年前のデータを元にし
ている場合があるため、最新の白書・統計資料と突き合わせて必ず教師がファクトチェックを行いましょう。 

3-4-(2) 歴史分野 

● 年表や出来事の因果関係整理 

 歴史分野では、出来事の因果関係や社会背景を理解させる発問を考えるのに時間を要します。 
 

 AI に「鎌倉時代の特徴を理解する発問を 5 つ作って」と頼むと、武士の台頭・幕府の仕組み・御恩と奉公
など、複数の切り口が提示されるかもしれません。 
 

 その中から教師が授業の意図に合うものを選び、学年や学習指導要領に合わせて言い回しや難易度を調整
します。 

● 詳細なデータの誤りに注意 

 AI は歴史年表や数字を“それっぽく”回答することがあるため、年号・出来事名・人名などを誤記する場合が
あります。 
 

 必ず教科書や正規の年表、信頼できる歴史書と照合し、「これは本当に正しいか？」を確かめるステップ
が不可欠です。 

● 発展的な探究や思考活動 

 歴史的事件について「もし◯◯が起こらなかったらどうなっていただろう？」といった仮説的問いを AI に
考えさせると、子どもたちが議論しやすい素材が得られる場合があります。 
 

 ただし、あくまで“仮説”として扱うことや、史実と空想を混同しないよう教師がガイドすることが大切で
す。 

3-4-(3) 公⺠分野 

● 時事問題や SDGsとの関連 

 公⺠分野では、憲法・三権分立・国際関係・SDGs など、時事的な話題が多い領域です。 
 

 AI に「SDGs と私たちの暮らしを結びつける具体例をいくつか挙げて」と尋ねると、食品ロス・海洋プラス
チック・エネルギー問題などの視点を提示してくれることがあります。 
 

 生徒にとって身近な課題を見つけ、考察するきっかけを得る場面で有効です。 



● 討論・意見交換のテーマづくり 

 例：「中学生が議論しやすいテーマを 5 つ提案してほしい（政治・経済・地域社会など）」と AI に要望す
ると、 

1. ⻘少年のスマホ利用規制 
 

2. 地域の高齢化対策 
 

3. 外国人労働者の受け入れ問題 

など、複数のトピックが出てくることがあります。 
 

 教師がテーマを取捨選択し、学級の興味関心や地域の実情に合う形で具体化すると、討論やロールプレイ
などの学習活動が充実しやすくなります。 

● 最新法令・統計のチェック 

 公⺠分野では、法改正や社会情勢の変化が早いため、AI が提示するデータや制度が古い可能性がありま
す。 
 

 必ず現行法令や最新の政府白書・統計を参照し、齟齬がないかを確認してください。 

3-4-(4) 実践事例とコラム（架空の事例） 

事例 1：人口ピラミッドの導入で興味を引く 

「2 年生で世界地理を扱うとき、AI に『人口ピラミッドを見ながら中学生が面白いと感じる発問』をい
くつか提案してもらいました。そこから“もし自分の町がこういう形になったら？”“高齢化が進む国では
どんな社会問題が？”という問いを取り上げたところ、生徒が地域の将来像を考えるきっかけになり、議
論が盛り上がりました。」 

事例 2：歴史上の人物を多角的に考察 

「『織⽥信⻑』の人物像を深めたいと思い、AI に“信⻑を評価するときの視点”を挙げてもらったら、革
新的な政策面・武力面・宗教との関係などが並びました。それをヒントに、生徒が“信⻑のプラス面とマ
イナス面”を整理し、個別に意見文を書いたところ、今までとは違う着眼点が出てきましたね。」 

事例 3：公⺠で時事ニュースを補⾜ 

「SDGs 学習で『国内外の実例を簡単に紹介して』と AI に聞いたら、発展途上国の教育問題や先進国の環
境保護活動などバリエーションが出てきました。最終的に新聞記事と照合し、誤りや古い情報は修正。
普段調べにくい事例が素早く手に入ったのは助かりました。」 

〈まとめ〉社会科における AI活用のポイント 

13. 多角的な視点や発問づくり：地理・歴史・公⺠、それぞれで AI に視点や問いのアイデアをリクエストして
授業に活かす。 
 

14. 数値データの正確性：人口統計、経済データ、法令情報などは最新情報との整合を必ず確認する。 
 



15. 発展的な探究・討論活動：仮説的な問いや時事問題のテーマ出しに AI を活用し、生徒の主体的な学びを促
す。 
 

16. 著作権・誤情報に留意：地図・資料・年表・歴史的記述など、AI の回答を鵜呑みにせず、教科書や公式資
料の内容を最優先する。 

このように、中学校社会科の授業準備や学習活動では、資料の読み取り・データ活用・思考を深める発問などの場
面で AI がサポート役として活躍します。最終的な正確性・安全性・教育目標との整合を確認しながら、教師の専門
性と AI の提案を組み合わせて、より深い社会認識を育む学習を展開してください。 

3-5．英語科での活用 

中学校英語では、文法・表現の定着からリーディング・ライティング・スピーキング・リスニングまで、幅広い技
能をバランスよく伸ばすことが求められます。AI の活用により、例文生成・学習課題づくり・活動アイデアなどを
効率的に得られる一方、難易度や文体の調整、児童生徒の実態に合うかどうかの最終判断は教師の専門性が不可欠
です。また、著作権や個人情報、誤情報への注意も忘れずに行いましょう。 

3-5-(1) 文法・表現指導 

● AIで例文作成 

 中学英語では、be 動詞・一般動詞・時制・助動詞・比較・関係代名詞など、多数の文法項目を扱います。 
 

 たとえば「現在完了形の肯定・否定・疑問文を含む例文を 5 つ作ってほしい」と AI に依頼すると、短時間
で複数の例文が得られます。 

o 例：「I have already finished my homework. / Have you ever visited Kyoto? / …」 
 

 ただし、学年相当の語彙レベルか、教科書の流れに合っているかなどを教師がチェックし、必要に応じて
難易度や単語を修正します。 

● 練習問題のバリエーション 

 単元ごとの練習問題を AI にまとめて作ってもらう方法もあります。 

o 例：「中 2 で学ぶ不定詞（to＋動詞）の問題を 10 題お願いします。例文中心で単語は中 2 レベ
ル。」 
 

 生成された問題文が過度に難しい単語を含んだり、文法誤りがあったりする可能性があるため、必ず教師
が試解・校正を行ってから配布します。 

● 注意点：文体の整合 

 AI はアメリカ英語・イギリス英語やフォーマル／カジュアルを混在させる場合があります。 
 

 「米国の中学生が日常会話で使うトーンで」「もう少しフォーマルに」などリクエストすると、文体をある
程度そろえられますが、最終的には教師の目で統一感を整えてください。 



3-5-(2) ライティング・リーディングの強化 

● 短い英文テキスト生成 

 レベルに合わせたリーディング教材を AI に作らせるのは有効です。 

o 例：「80〜100 語程度の英文で、動物保護がテーマのパッセージを作ってください。中 2 レベルで
単語は 1000 語程度の範囲に収めて。」 
 

 文章の整合性や誤りがないかチェックし、著作権侵害の疑いがないかも確認しましょう（既存作品と酷似
していないかなど）。 

● 要約・リライト機能の活用 

 生徒が書いた英文（個人情報が含まれない形に加工する必要あり）を要約・リライトする例も考えられま
す。ただし、個々の文章をそのまま AI に入力するのは慎重に。 
 

 教師自身が「どんな表現を加えれば文意が自然に伝わるか」「もう少し易しい単語に言い換えるには？」な
どを AI とやりとりし、指導ポイントを把握する用途に留めると安心です。 

● 読解の発問・視点づくり 

 英文読解の授業では「筆者の意図を推測する問い」や「語彙・イディオムの注目点」を整理する作業が大変
です。 
 

 AI に「中 1 レベルで、物語文を読む際の発問を 3 つ」「中 3 の論説文で深まる質問を 5 つ」などと頼む
と、授業で使える多様な発問例を得られます。最後に教師が難易度やクラスの興味に合わせて絞り込むイメ
ージです。 

3-5-(3) スピーキング・リスニング活動との関連 

● 発話トピックやロールプレイ設定 

 スピーキング練習で、学年相応のトピックを探すのに時間がかかることがあります。 

o 例：「中学 2 年の英語で日常会話に使えるロールプレイのシナリオを 3 パターンほしい」と AI に依
頼すると、「買い物をする場面」「駅で道を尋ねる場面」など、複数の状況が提示される場合があ
ります。 
 

 教師は生徒の関心事や教科書単元と関連する内容を選んでリライトし、スクリプトとして配布すると授業
がスムーズに進むかもしれません。 

● リスニング課題のシチュエーションづくり 

 AI に「中 3 レベルの旅行英会話シチュエーションを考えて。本文は短めで 2 人の対話形式にしてほしい」
などとリクエストすると、簡単な会話例を得られます。 
 

 ただし音声ファイルの作成には別途ツールが必要なので、AI生成の英文を TTS（Text To Speech）ソフトで
読み上げさせるなど、連携した使い方を検討してみると効果的です。 



● 表現や文化的背景の誤差に注意 

 AI は文化的な違いを一括りにしたり、やや不自然な表現を返すこともあります。教師が英語らしい自然な
言い回しか、または日本の中学生向けに分かりやすいかなどを吟味し、最終的に教材としてのクオリティ
を確保しましょう。 

3-5-(4) 実践事例とコラム（架空の事例） 

事例 1：英文例文の下書きを AIに任せて時短 

「現在完了形の練習用例文を大量に作りたかったので、AI にリクエストしたら 10 文ほどすぐ出てきまし
た。『little bit 難しい単語を減らして』と追指示して調整し、最終的に 5 文を選んでワークシートに採
用。自力で考えると時間のかかる作業がスピーディーになりました。」 

事例 2：リーディング教材をカスタマイズ 

「中 2 向けに 100 語程度の環境保護テーマの英文がほしくて、AI に『SDGs 関連で、動物保護に焦点を当
てた短い英文を』とお願いしました。出てきた文を確認したら単語レベルが中 3〜高校初級くらいになっ
ていたため、難しい単語を言い換えるよう再指示し、ちょうど良い難易度に仕上げました。」 

事例 3：スピーキング活動が盛り上がるロールプレイ 

「AI に『中 1 が楽しめる対話テーマを 3 つ挙げて。買い物、昼食、自己紹介など簡単なもの』と頼んだ
ら、いくつかの会話例が出ました。生徒とやりたい場面に合わせて短くリライトし、ペアワークで演じ
てもらったら意外と盛り上がり、英語でやりとりする自信につながったようです。」 

〈まとめ〉英語科における AI活用のポイント 

17. 文法練習問題や例文作成：短時間で多量の例文を得られるが、語彙レベルや文体を最終調整する必要があ
る。 
 

18. リーディング＆ライティング：教材文や添削のヒントに AI を活用。ただし、著作権と誤情報には要注意。 
 

19. スピーキング＆リスニング：ロールプレイ設定や対話例を AI で生成し、教師が学年に合う⻑さと難易度に
仕上げる。 
 

20. 学習者の意欲を引き出す：AI の素材を「使わされる」のではなく、教師が授業構成に落とし込むことで、
子どもたちが主体的に英語を使う環境を作る。 

このように、中学校英語において AI は表現例のバリエーションやアクティビティのアイデアを生み出す強力なツー
ルになります。ただし、実際の教育目標や生徒の発達段階との整合を取りながら、最終的に教師が選び・加筆修正
してこそ、効果的な教材と指導法が実現するでしょう。 

3-6．音楽・美術・保健体育・技術・家庭科など 

中学校の音楽・美術・保健体育・技術・家庭科など、いわゆる実技教科や表現活動系の教科では、子どもたちの創
造性や技能を伸ばす指導が求められます。同時に、授業準備やアイデア出しに時間をかける場面も多く、AI を活用
することで教材づくりや活動プランのバリエーションを広げられる可能性があります。ただし、実技教科ならでは
の安全面・著作権・実践的検証などの観点が必要です。 



3-6-(1) 音楽：合唱・合奏・鑑賞指導 

● 行事や発表会での曲選び・進行プログラム 

 例：「中 1 が演奏しやすく、保護者にも馴染みのある曲を 3 つ提案してほしい」と AI に依頼すると、ポッ
プスや映画音楽などのリストアップが得られることがあります。 
 

 校内行事や合唱祭・合奏祭などでは、進行プログラムや演奏順を AI に下書きさせ、教師が校内の楽器配置
や時間配分を加味して最終調整すると準備がスムーズです。 

● 鑑賞指導での視点づくり 

 音楽鑑賞の時間には、曲の背景情報（作曲者、時代背景、特徴的な楽器構成など）を AI にまとめさせる
と、大まかな解説のたたき台が得られます。 
 

 ただし、古い作曲家や現代の著名人でも、誤情報が混ざる場合があるため、信頼できる音楽辞典や教科書
と照合を行いましょう。 

● 著作権・楽譜への注意 

 AI に「この楽曲の歌詞をそっくり入力して」といった要望を出すと、著作権侵害のおそれが高くなりま
す。 
 

 あくまで「曲名リストを挙げてほしい」「こんな雰囲気の合唱曲をいくつか教えて」といったアイデアベ
ースに留め、楽譜や歌詞の具体的データは扱わないように注意してください。 

3-6-(2) 美術：作品制作・鑑賞活動 

● テーマ・モチーフの提案 

 中学生が取り組む作品のテーマ選定で困る場合、AI に「中 2 生が興味を持ちそうな抽象画のテーマ」や
「ポップアート風のモチーフ案をいくつか」と依頼すると、ユニークなキーワードやモチーフが得られるか
もしれません。 
 

 それをクラスや校内の美術環境（画材・時間・スペースなど）に合わせて、教師がアレンジして提示すれ
ば、子どもたちの創造意欲を刺激できる可能性があります。 

● 技法や表現の工夫 

 「ペン画の遠近感を出すにはどんなテクニックがある？」「⾊彩理論を中学生に分かりやすく説明するに
は？」といった質問を AI に投げると、基礎的な美術理論や実践的なコツを挙げてくれることがあります。 
 

 教師が正確性や難易度を見極め、指導案や解説プリントとしてまとめると、授業で使いやすい資料になり
ます。 

● 鑑賞学習での視点 

 名画や現代アートを鑑賞するときの「着眼点」を複数出してもらい、どれをクラスで扱うかを選ぶのも一
案。 
 

 画家の来歴や作品背景を AI に一度まとめさせ、最終的に教科書や美術館サイトと照合しながら、鑑賞カー
ドのポイントとして整理すると、子どもがより深い視点で作品と向き合えるかもしれません。 



3-6-(3) 保健体育：授業や部活動 

● 体育のウォーミングアップやトレーニングプラン 

 保健体育の授業や部活動では、ウォーミングアップやトレーニングメニューを考える際に時間がかかること
があります。 
 

 AI に「中 1 向けのバスケットボール基礎練習を時短で盛り上がるようなメニューを 3 つ提案して」といっ
たリクエストをすると、ドリブルゲームやパス練習のバリエーションが返ることがあるでしょう。 
 

 必ず安全面や施設の広さ、学級人数を踏まえて、教師が適切にアレンジしてください。 

● 保健領域での情報整理 

 保健分野では、食生活、喫煙・飲酒、防犯・応急手当など、多彩なトピックを扱います。 
 

 AI に「中 2 で扱う応急手当の基本を簡単にまとめて」と頼むと、止血や火傷の処置などが列挙されるかも
しれませんが、最新の救急ガイドラインや日本赤十字社の資料と食い違う場合があるため、必ず事前に確
認が必要です。 

● 部活動指導へのヒント 

 「初心者が多いソフトテニス部で、やる気を高める工夫は？」「サッカー部のコミュニケーションを円滑に
する練習法を教えて」など、一般論としてのアイデアを AI から得て、実際の子どもたちの状況に合ったも
のを取り入れるイメージです。 
 

 個別の選手名や詳細データは入力せず、あくまで抽象化した相談にとどめます。 

3-6-(4) 技術・家庭科：実習や作品づくり 

● 調理実習の工程確認 

 家庭科の調理実習は、メニュー・工程・衛生管理などチェック項目が多いです。 
 

 AI に「中 2 が取り組める栄養バランスの良いメニューを 3 つ、工程を短めに」と依頼すると、具体的な献
立例や手順が返ってくる場合があります。 
 

 各学校の設備や時間を考慮しつつ、工程が大雑把すぎないか、実際に試作できる内容かを教師が吟味しま
しょう。 

● 手芸・裁縫・木工の段階的指導 

 技術科での木工実習や、家庭科での裁縫実習など、ステップ分けが必要な分野でも AI がヒントを提供して
くれます。 

o 例：「かぎ針編みを初めて学ぶ中 1 がつまずきにくい指導ステップを考えて」といった質問。 
 

 提示された案をもとに、安全面（道具の使い方）や校内ルール（機械設備の使用）を加味しながら、実習
計画をまとめると、担当教師の負担がやや軽減されるでしょう。 



● 発展的なプロジェクト学習 

 「木工＋電子工作」のような複合的プロジェクトや、「生活デザイン」をテーマにした探究活動などで、AI

に例や参考画像のヒントを求めるのも一案です。 
 

 実物の写真や設計図をそのまま AI に入力するのはやめ、「こんな作品イメージ」程度に抽象化した質問
で、アイデアや注意点を集めるのが安全です。 

3-6-(5) 実践事例とコラム（架空の事例） 

事例 1：合唱祭のプログラム作成がスムーズに 

「合唱祭で何曲か候補をリスト化して選びたかったのですが、教師同士で思いつく曲数が限られていま
した。AI に『中学生が歌いやすく盛り上がる合唱曲（邦楽・洋楽問わず）を提案して』と頼んだら、意
外な名曲が出てきて生徒にも好評。最終的に権利関係を調べたり、難易度を確かめたりして決定しまし
たが、アイデアのきっかけとして助かりました。」 

事例 2：美術でテーマ選びに困らない 

「抽象画の単元で毎回“好きなテーマで描こう”と言うと生徒が⼾惑うので、AI に『中 2 に興味を持ちそ
うな抽象画のテーマ・モチーフを 5 つ』と依頼。『自分の将来の夢を⾊と形だけで表現』など斬新な案
が出たので、授業で“選べるテーマ一覧”にして提示したら作品に個性が出て面白かったです。」 

事例 3：技術科の電子工作で先回り学習 

「LED を使った簡単な回路工作をする際、AI に『中 2 レベルで回路図の理解が浅い子に教える工夫』を
尋ねたところ、“LED が逆向きにならない工夫”“抵抗値の選び方”などがリスト化されました。実際の授業
では教師自身が安全面や具体的な部品との兼ね合いを調整しましたが、ヒントとしては役立ちまし
た。」 

〈まとめ〉多様な教科・実技系における AI活用のポイント 

21. アイデアやプランの下書き：音楽・美術・保体・技術・家庭、それぞれで「活動アイデア」や「具体的工
程案」を AI に聞くと、複数の案が一気に出てくる。 
 

22. 安全面や実物確認を最優先：特に実技や調理実習、運動練習では、AI の提案を鵜呑みにせず、必ず教師が
現場に合わせて調整する。 
 

23. 著作権・道具・材料の制限：音楽の楽譜・歌詞、美術の画像引用など、著作権侵害リスクや実際に使用で
きる道具・材料との整合性をチェック。 
 

24. 子どもの創造性を奪わない工夫：AI から得たアイデアをそのまま押しつけず、子どもがアレンジ・発想を
広げられるように教師がファシリテートする。 

このように、音楽・美術・保健体育・技術・家庭科など、実技系・表現系の教科でも、AI を教材アイデアの“たた
き台”として利用するメリットは大きいと言えます。ただし、著作権・安全面・子どもの自主性とのバランスを取
り、最終的には教師が現場での実施可能性をしっかり見極めて調整してください。 



3-7．総合的な学習の時間（探究学習） 

中学校の「総合的な学習の時間」は、生徒自身が興味・関心のあるテーマを見つけ、主体的に探究活動を進めるこ
とが狙いです。地域課題や SDGs、職業・進路などをテーマにする場合も多く、情報収集・発表資料づくりに時間が
かかりがちです。AI をうまく活用すれば、テーマ設定や活動計画、追加の視点出しなどを効率化し、より深い学び
につなげる可能性があります。一方で、情報リテラシー指導や誤情報チェックを徹底する姿勢が求められます。 

3-7-(1) テーマ設定と学習計画 

● 学生の興味・関心を広げるトピック出し 

 中学生は、まだ自分の興味がはっきりしない場合も多いです。AI に「地域課題」「環境問題」「多文化共
生」など、広めのキーワードを投げかけると、具体的なトピック案を複数提案してくれることがありま
す。 

o 例：「食品ロス問題」「災害時の地域ネットワーク」「SNS と若者の人間関係」など。 
 

 最終的には学年や学校の教育目標、地域の実情を踏まえて、教師が「これならうちの生徒が取り組めそ
う」というテーマを選定する形です。 

● 学習計画の雛形づくり 

 探究活動では、「調べ学習 → インタビューやフィールドワーク → まとめ・発表」という流れが一般的です
が、AI に「中 2 が 2 か月かけて探究する場合のステップをリスト化してほしい」と依頼すれば、時間配分
の案や準備物リストを提示してくれます。 
 

 学校行事や他教科との兼ね合いを考えつつ、教師が行事予定に合わせて調整すれば、年間計画づくりがス
ムーズになるでしょう。 

3-7-(2) グループワーク・進行管理 

● 話し合いを深めるための発問例 

 「もし生徒がテーマ選定で迷っている場合、どんな問いかけをすればアイデアが広がるか？」などと AI に
尋ねると、ブレインストーミングや KJ法的なヒントが返ってくることがあります。 
 

 教師がそれを参考にファシリテーターとしてクラスに提示すれば、生徒同士のディスカッションが活性化
する可能性が高まります。 

● 役割分担やスケジュール管理 

 総合的な学習では、グループ内の役割分担（リーダー・書記・タイムキーパー・情報担当など）や進捗管
理が重要です。 
 

 AI に「中学生がグループ活動を進める際、役割分担と進捗確認を効率化する方法を教えて」と聞き、教師
が提案された仕組みをもとにクラスに合う形でルール化すれば、学習時間のロスや揉めごとを減らしやす
くなります。 



3-7-(3) 情報リテラシー教育 

● AIを利用する際のルールづくり 

 探究活動で生徒が AI を直接活用する場合、個人情報の取り扱いや誤情報への対処など、情報リテラシー指
導が不可欠です。 
 

 「中学生が AI を安全に使うための約束事を挙げて」と AI に聞き、教師が校内規定に沿ってルールブックを
作成するのも一案です。 

o 例：個人名を入力しない、出典確認を怠らない、疑わしい情報は自分で複数ソースを探す など。 

● 複数情報源との照合を促す 

 AI が示したデータや概念を「すべて正しい」と思い込まないことが大切。 
 

 子どもに「AI がこう言っているけど、本当にそうなの？ 他に何か根拠は？」と問い、図書館や地域の専門
家へのインタビュー、公式統計資料との比較など、複数の情報を活用させる場面を設計すると、探究学習
の質が上がります。 

3-7-(4) 発表・まとめ段階での活用 

● プレゼン資料の骨組みづくり 

 例：「グループ発表をする際のパワーポイント構成を提案して」と AI に依頼し、スライドの流れ（導入・
背景・調査方法・結果・考察・まとめ）を把握する。 
 

 生徒が自力でまとめる前に教師が雛形を AI と作り、それをクラス全体に共有すると発表準備がスムーズに
なるでしょう。 

● 原稿作りの補助 

 原稿や原稿の要約を AI に依頼し、その結果を教師が確認・修正して、ポイントが整理された簡潔な文章を
作る方法も考えられます。 
 

 ただし、生徒がそのまま AI 出力を写してしまうと、「自分で考え、文章をまとめる力」が育たなくなるた
め、教師が指導のねらいを見失わないよう注意が必要です。 

3-7-(5) 実践事例とコラム（架空の事例） 

事例 1：テーマ選定がスムーズに 

「2 年生で探究活動をスタートするとき、AI に『中学生が関心を持ちやすい SDGs 関連テーマを教えて』
と頼んだら、ゴミ問題や動物保護、海洋プラスチックなどさまざまなキーワードが出てきました。生徒
と相談し、地域の河川清掃を軸に探究を深めるグループも誕生し、例年よりテーマバラエティが広がり
ました。」 

事例 2：話し合いを活性化するヒント 

「AI からもらった『もし時間とお金が無限にあったら、この課題をどう解決する？』という仮定の問い
をクラスに投げかけたら、生徒が一気にアイデアを出し合い、そこから現実的に近づける方法を検討す
る流れになりました。ファシリテーションのヒントとして、かなり役立ちました。」 



事例 3：発表資料がわかりやすく 

「最終プレゼンの構成に悩むグループが多く、AI にスライド構成例を聞いてから生徒と見直したら、導
入・データ・考察・今後の課題…ときちんと段階を踏む発表に仕上がりました。以前はスライドが行き
当たりばったりになりがちでしたが、今回は全体の見通しをつかみやすかったようです。」 

〈まとめ〉総合的な学習の時間（探究学習）における AI活用のポイント 

25. テーマ選定や学習計画の下支え：興味を持ちそうなトピック一覧、探究のステップ案などを AI に頼めば準
備の時間を節約。 
 

26. グループワークや話し合いの活性化：アイデア出しやファシリテーション例を AI から参考にして、実際の
学級特性に合うようアレンジ。 
 

27. 情報リテラシーの実践指導：AI を使いながらも誤情報・個人情報に注意し、複数ソースとの照合・安全策
を学ばせる。 
 

28. 発表やまとめ作業のサポート：スライド構成や要点整理を AI に要請し、教師が最終的に学習目標・評価観
点と合致させる。 
 

29. 主体的に進める余地を確保：AI の指示どおりに動くのではなく、生徒が自分たちで試行錯誤する主導権を
教師が支援する。 

3-8．まとめ：教科を超えた学びへ 

これまで第 3 章では、国語・数学・理科・社会・英語、そして音楽・美術・保健体育・技術・家庭科、さらに総合
的な学習（探究学習）といった多様な教科・領域での AI 活用例を紹介してきました。いずれの場合でも、教材研究
や授業準備の効率化や指導アイデアの拡充が期待できる一方、誤情報・著作権・個人情報保護などのリスク管理が
不可欠だという点は共通しています。 

3-8-(1) 各教科におけるメリットと注意点の総括 

30. 国語 

o 作文・読解指導での発問例や文章作成サポートに有効 
 

o 著作権や盗用リスクに注意し、必ず自校の指導方針に合うよう最終チェック 

31. 数学 

o 文章題や計算練習、導入ゲームのアイデアが豊富に得られる 
 

o 問題の正確性チェックや難易度調整は必ず教師の手で 

32. 理科 

o 実験計画や安全チェックリスト、観察ワークシートづくりを効率化 
 

o 薬品や器具の使い方は教科書・校内ルールで最終確認 

33. 社会 



o 地理・歴史・公⺠それぞれで発問づくりやデータ整理に活用可能 
 

o 統計の最新性、歴史年表の正確性を必ず照合 

34. 英語 

o 文法例文・読解教材・ロールプレイ設定など、表現アイデアを多数獲得 
 

o 語彙レベル・文体・文化的背景を教師が統一して調整 

35. 音楽・美術・保健体育・技術・家庭科 

o 実技系・表現系のアイデアソースとして、活動内容や安全面の事前策を検討 
 

o 著作権・実践的検証（道具・材料・場所との整合）を教師が責任をもって行う 

36. 総合的な学習の時間（探究学習） 

o テーマ選定、学習計画、発表支援など多角的に AI がサポート 
 

o 情報リテラシー教育を徹底し、生徒自身の主体的な探究を促す 

3-8-(2) 教科を越えた学びと AI活用 

● 教科横断型プロジェクト 

 AI は、複数教科を関連づけたプロジェクト学習（例：理科×社会で環境調査、英語×総合で海外情報のリ
サーチなど）において、リサーチ支援やアイデア出しのツールとして活躍します。 
 

 教師同士が連携し、どの教科内容を結びつけるかを話し合う際にも、「まとめ案」「スケジュール案」な
どを AI に作らせ、抜け漏れをチェックする方法が有効です。 

● 学校全体での行事・発表会 

 文化祭や合唱祭などの“全校的行事”にも、各教科やクラブ活動で作成する展示・発表のアイデアを AIにリ
ストアップしてもらい、担当者がカスタマイズする形で準備がスムーズになることがあります。 
 

 ただし、実際の運営スケジュールや校内ルールは個々の学校ごとに異なるため、必ず教務主任や管理職と
も連携して進めてください。 

● 生徒指導・学級経営との連動 

 第 4 章で詳しく扱う児童生徒指導や学級経営の観点と組み合わせることで、学習面と生活面の両方で AI を
活用できる可能性があります。 
 

 例：総合学習での探究テーマが、生徒同士のコミュニケーションを深める機会になりそうであれば、学級
活動や学級通信でも関連づけると、より学校生活全体が充実します。 

3-8-(3) 次章へのつながり 

ここまで、教科指導（第 3章）における AI 活用例を多面的に見てきました。いずれの教科でも共通しているのは、 

- アイデアや下書きを AIに任せ、 

- 最終判断や修正は教師が行う 

という基本的なスタンスです。 



次の第 4章では、「児童指導・学級経営での活用」に焦点を移します。日々の保護者対応や学級通信づくり、生徒
とのコミュニケーションなど、授業以外の場面でも AI を活かすヒントを詳しく紹介します。学級運営や生徒指導に
AI を取り入れる際の可能性と留意点を考えていきましょう。 

〈本章まとめ〉 

37. 多教科での AI活用によって、教材づくり・発問・問題作成などが効率化し、指導アイデアが豊富になる。 
 

38. リスク管理（誤情報・著作権・個人情報）をしつつ、教師が責任をもって最終的な校正・アレンジを行
う。 
 

39. 教科を越えた連携や学校行事、探究学習など、より大きな学習プロジェクトでも AI がサポート役として有
効。 
 

40. 第 4 章では「学級経営・児童指導」での AI 活用を扱い、子どもの支援や学校運営と結びつける視点をさら
に深めていく。 

このように、第 3 章で紹介した各教科・領域の活用事例を踏まえ、ぜひ先生方が AIを授業づくりの頼もしいパート
ナーとして取り入れるイメージを膨らませてみてください。そして次章では、学級経営や生徒指導の場面で、同様
に効果と注意点を探っていきましょう。 

  



第 4章：生徒指導・学級経営での活用 

4-1．生徒との対話：多様な視点との出会い 

中学校では、思春期を迎えた生徒が学習面・生活面・人間関係など多様な悩みを抱えやすくなります。例えば、不
登校や学習意欲の低下、友人関係のトラブル、部活動との両立など、個々の状況に合わせたきめ細かな指導が求め
られます。AI を活用することで、一般的な対応策のヒントを得たり、複数の視点から考えられる選択肢を洗い出す
ことができます。ただし、個人情報や詳細状況の入力は厳禁であり、最終的な対応方針は教師や学年チームが責任
をもって判断する点を忘れてはなりません。 

4-1-(1) 不登校や学習意欲低下へのサポート 

● 「一般論として」AIに相談し、具体策の幅を広げる 

 不登校傾向や授業への意欲低下が見られる生徒への対応は、多様な要因が絡むため難しいものです。AI に
対しては、 

o 「中学 2年生で、最近授業に来られない生徒がいる。その子は部活も休みがち。一般的にはどんな
サポート法が考えられるか？」 

といった形で、個人名やクラス名などを特定しない抽象化した情報を提示し、アイデアを複数リス
トアップしてもらうのがおすすめです。 

● 得られるアイデア例 

 家庭との連携やスクールカウンセラーの活用 
 

 学習内容を整理した補習プリントの提供 
 

 学校以外の居場所を提案するセーフティネットの紹介 など 

AI の回答は、一般論・理想的な対応が中心になるため、実際には学級の雰囲気・生徒の性格・家庭の状況に合わせ
て教師が再構成・調整を行います。関係機関との連携や管理職との相談も不可欠です。 

● 個別事例を特定しない工夫 

 NG： 「3 年 2 組の A 君は去年も不登校気味で…」など具体的すぎる入力 
 

 OK： 「中学 3 年生男子のケース。授業中は眠そうで、部活も行かない。どんな声かけが考えられる？」と
いった抽象度を保つ 

こうすることで、個人情報の漏えいを防ぎつつ、教師が生徒指導の参考として使える提案を得られます。 

4-1-(2) 友人関係やトラブルへの対処 

● 中学生ならではの SNS・グループ関係の複雑さ 

 思春期の生徒は、LINE・SNS上のやりとりや部活動内の上下関係などでトラブルを抱えることがしばしばあ
ります。 
 

 AI に「中学生の SNS トラブルで一般的な対処法」といった形で相談すると、ネット上のルールづくりや保
護者との連携、SNS使用時間の見直しなど、複数の対応策を列挙してもらえる可能性があります。 



● 学級全体の活動に活かす 

 例：AI が提示した「SNS 利用の約束」や「いじめ・ハブりを防ぐ話し合い」などの案をもとに、学年や学級
でディスカッションすることが可能。 
 

 必ず教師が自分のクラスの実態（スマホ所持率、部活動の絡み、友人グループの傾向）を考慮し、“使えそ
うなもの”をピックアップして学級活動へ落とし込むと効果的です。 

● 実際の判断は校内チームで 

 友人関係のトラブルやグループ内のいざこざがいじめにつながるケースもあるため、学年主任やスクール
カウンセラー、管理職との情報共有が大前提。 
 

 AI の提案はあくまで参考意見に留め、生徒の様子を日々観察しながら最終判断を下してください。 

4-1-(3) 部活動・校外活動の悩み 

● 部活動：モチベーション低下や人間関係 

 中学生にとって、部活動は大きなウェイトを占めることが多く、練習がきつい・顧問との関係が難しい・大
会結果が伸び悩むなどの悩みが出てきます。 
 

 AI に「中学 2 年生で部活に行きたがらなくなった生徒への一般的な声かけ」などと尋ねると、 

1. まずは本人の気持ちを聞く 
 

2. 練習メニューの段階的調整 
 

3. 同級生や先輩とのコミュニケーションを補う場づくり 

など、複数のアイデアが提示されるでしょう。 

● 校外活動・社会体験のサポート 

 修学旅行や宿泊行事、地域ボランティア参加など、中学校ならではの校外活動も多いです。 
 

 緊張や不安を感じる生徒へのケア、保護者との連携など、AI に「校外学習で不安が強い生徒を支える方
法」を聞いてみると、事前説明の充実・バディ制度の導入・短時間の試し登校などが挙がる場合がありま
す。 

● 注意点：個人情報を伏せる 

 部活名や具体的な成績、顧問や先輩の名前などは入力せず、「中 1男子バスケットボール部」程度に留め
る。 
 

 校外活動の詳細な日程や場所など、外部に漏れると安全面に影響がある情報も入力は避けましょう。 

〈まとめ〉生徒との対話に AIを活かすポイント 

41. 抽象化して一般論を引き出す：個人を特定せず、「学年・状況・性格特徴」といったレベルで相談すれ
ば、多角的な提案を得やすい。 
 



42. 思春期の特性や SNS事情を踏まえたうえで、AI が示す提案のうち「現実的・活用できそうなもの」を選ぶ
のは教師の専門性。 
 

43. 管理職や学年主任、スクールカウンセラーとの連携が不可欠：AI の回答を鵜呑みにせず、校内チームで方
針を決める。 
 

44. 生徒自身との“リアルな対話”が何より重要：AI はあくまで「考え方の幅を増やす」補助ツール。最終的には
教師と生徒の関わりが指導の要となる。 

このように、中学校の生徒指導で AI を補助的に活用すると、多面的な視点や新たなアプローチを得られる場面が多
い一方、個人情報やプライバシー保護を徹底し、最終的な対応方針は校内チームで決定する姿勢が必須となりま
す。次節では、保護者との連携や学級通信づくりなど、もう少し広い視点からの活用例を見ていきます。 

4-2．保護者との連携：信頼関係を築く 

中学校では、思春期を迎えた生徒の学習・生活状況や進路相談など、保護者との連携が一段と重要になります。保
護者会や三者面談、日常連絡など、さまざまな場面で「どう伝えれば保護者に安心してもらえるか」「どのように
意思疎通を図るか」を考えるのは容易ではありません。ここで AI を活用すると、文書作成や面談準備の効率化だけ
でなく、複数の表現例・語彙のバリエーションを短時間で得られるため、保護者とのコミュニケーションの質を高
める一助になる可能性があります。ただし、校内ルールや情報セキュリティを徹底し、個人情報が含まれない形で
の活用に留めることが重要です。 

4-2-(1) 保護者会・三者面談の準備 

● 面談の進め方や想定質問の整理 

 中学校では、三者面談が定期的に行われ、特に進路や学習面、部活動との両立など、多岐にわたる話題が
出がちです。 
 

 AI に「中学◯年生の三者面談で、保護者がよく抱く不安や質問をまとめて」と依頼すると、 

1. 高校受験に向けた学力・内申点 
 

2. 部活動や習い事との兼ね合い 
 

3. SNS やスマホの使い方 

など、幅広いテーマが挙がることがあります。 
 

 これを参考に教師自身が面談の想定問答や議題リストを作成し、事前に準備しておくと、保護者の疑問へ
の対応がスムーズになるでしょう。 

● 資料や案内文の下書き 

 保護者会や個別面談のお知らせ文などを AIに下書きさせると、短時間で数パターンの文案を得られます。 

o 例：「中学 2 年生の保護者面談を開催する告知文を、日付・時間・場所を含めて作ってください」
と指示 
 



 ただし、学校独自のフォーマットや表現がある場合は、最後に教師が微調整し、管理職の承認を得て正式
に発信してください。 

● 個人面談用のポイントチェックリスト 

 「保護者との個人面談で確認しておきたい学習面・生活面の質問例をまとめて」と AI に質問し、 

o 学習習慣・テストの振り返り 
 

o SNS の利用状況・生活リズム 
 

o 部活動や友人関係 

などの項目を箇条書きで提案してもらう方法もあります。 
 

 教師がクラスや学年の実態に合わせ、不要な項目を削除したり、優先度をつけたりして面談の流れを構成
すると、保護者とのコミュニケーションがより的確になるでしょう。 

4-2-(2) 保護者通信・学年便りの作成 

● 文案の下書きを AIに依頼 

 中学生活では、行事や進路情報など、保護者への文書配布の機会が多くあります。 
 

 例：「中学 1 年生の学年便りに載せる“夏休みの過ごし方”についてのアドバイスを、保護者向けの柔らかい
文体で書いてほしい」と AI に頼む。 
 

 得られた文章を元に、学校独自の情報（具体的な日時や持ち物）などを加えれば、ゼロから書くよりも時
間を節約できます。 

● 調整・最終チェックのポイント 

45. 誤字脱字や日付・場所の正確性 
 

46. 学校の方針や地域性：服装指導や校内ルールの表記 
 

47. 親しみやすい言い回しとフォーマルな敬語のバランス 
 

48. 管理職の承認（保護者文書では必須の場合が多い） 

● 保護者が抱きやすい疑問を先回り 

 AI に「学年通信の“Q&A”コーナー」を作ってもらうのも手です。 

o 例：「中 2 の夏休みに保護者がよく心配すること」を挙げてもらい、教師が実際の学年行事予定や
進路指導方針とすり合わせて回答を書く。 
 

 保護者とのやり取りが増える中学学年では、先回りして疑問を解消しておくとトラブルを防ぎやすくなり
ます。 



4-2-(3) トラブル発生時の連絡文書 

● 緊急連絡・お詫び文・注意喚起 

 部活動中のケガ、SNS トラブル、地域行事での不手際など、何か問題が起きた際に保護者宛ての連絡文を急
ぎ作成することがあります。 
 

 AI に「緊急連絡文のテンプレート」や「お詑び文の例文」を依頼して、要点を漏らさないための参考にす
る方法が考えられます。 

o 例：発生日時、状況概要、学校としての対応、再発防止策、問い合わせ先 など 
 

 ただし、実際には管理職や担当分掌と協議し、学校の公式文書として整合性を取りながら最終的に仕上げ
る必要があります。 

● 学校全体のガイドラインとの整合 

 公的文書や正式なお知らせは、自治体・校内で定められた書式がある場合が多いです。 
 

 AI が作った文章をそのまま流用せず、最終的に校⻑や教頭のチェックを経て発行するようにしましょう。 
 

 個人情報に触れないよう具体的な生徒名や詳細事情を記さず、あくまで事実と対応策を端的に示すことが
大切です。 

〈まとめ〉保護者との連携に AIを活かすポイント 

49. 面談や保護者会の準備：想定問答や配布文書を AI で下書き→校内ルールに合わせて修正・承認。 
 

50. 学年便り・保護者通信の作成：季節の挨拶や行事案内の表現例を AI に依頼→教師が最終的に学校方針と整
合を取る。 
 

51. トラブル時の連絡文：AI のひな形を参考に要点を整理→管理職と相談して公式文書に仕上げる。 
 

52. 個人情報を入力しない：保護者や生徒の氏名、連絡先、成績等は絶対に AI に提供しない。 
 

53. 保護者に寄り添う姿勢の強調：AI で効率化を図っても、最終的には教師自身の言葉・誠意が保護者との信
頼を築く要となる。 

このように、中学校では保護者とのコミュニケーションが小学校以上に複雑化・多面化しがちですが、AI を賢く活
用すれば、文案づくりや面談準備にかかる労力を軽減できます。結果として、教師が保護者との質の高い対話に注
力できる時間を生み出せるでしょう。一方で、個人情報保護・校内ルールの順守を徹底し、最終的な責任は教師が
担うことを忘れずに運用してください。 

4-3．学級通信・広報物：心をつなぐメッセージ 

中学校では、小学校と同様に学級通信や学年便り、保護者向けのおたよりを定期的に発行することが多いですが、
思春期の生徒やその保護者に向けた内容となるため、話題の選び方や表現に配慮が必要です。AI を活用すれば、文
章の書き出し・季節のあいさつ・配布物のレイアウト案などを短時間で得ることができ、執筆の負担を軽減しやす



くなります。一方で、保護者からの信頼を高めるためには、教師自身が最終的にメッセージを吟味・修正して、学
年や学級の実態に合った温かみのある文面に仕上げることが欠かせません。 

4-3-(1) 学級通信づくりのポイント 

● AIに部分的な文章作成を依頼 

 学級通信には、季節の話題、行事の報告、学習内容の紹介、思春期の子どもへの声かけなど、多くの情報を
盛り込むことが多いです。 
 

 「年度末の学級通信で、生徒の頑張りを振り返る一文をほしい」と AI に依頼すると、例えば 

1. 「学年末テストや部活動を通じて成⻑した姿」 
 

2. 「保護者の支えへの感謝」 
 

3. 「新年度に向けた期待」 

といった文例が返ってくる場合があります。 
 

 これらをそのままではなく、教師が自分のクラスの具体的エピソードを盛り込む形でアレンジし、個性の
ある通信に仕上げましょう。 

● 思春期の生徒向け・保護者向けの表現に留意 

 中学生は自意識が高まり、クラス内外の人間関係や将来への不安など、多感な時期を過ごします。保護者も
「思春期の子どもの様子」を気にしていることが多いです。 
 

 AI に「思春期の子どもが感じやすいストレスを、保護者向けにやさしい口調で説明して」と依頼すれば、
文章のサンプルが得られるかもしれませんが、実際には学校や地域の実情に合わせて、教師が説得力のあ
るエピソードや例を加筆するとより伝わりやすくなります。 

● 最終的な手直しは必須 

 AI は言葉の組み合わせで文章を生成するため、不自然な表現や実態と合わない記述が混ざる場合がありま
す。 
 

 発行前に「文体の統一」「誤字脱字」「差別表現の有無」などをチェックする時間を設けましょう。生徒
や保護者の気持ちを考えた文面かどうかを常に念頭に置くと良いです。 

4-3-(2) 生徒・保護者への情報発信の工夫 

● 行事案内やテスト期間のお知らせ 

 AI に「中 2 の定期テストのお知らせ文を、丁寧な口調で短めに」と依頼すれば、「保護者各位」から始ま
る書式や日付、持ち物などを盛り込んだ案文を素早く得られます。 
 

 そのうえで、学校独自の表記ルール（教科名の書き方、提出物の案内など）を反映し、管理職へ確認して
から配布すると、抜け漏れが減りやすいです。 



● 進路関連情報や学校説明会の案内 

 中学校では進路を見据えた保護者向け案内文書が増えます。AI に「高校受験を意識し始める 2 年生保護者
へのアドバイス文」を頼むと、「内申点の重要性」「家庭学習習慣の確立」「オープンスクールへの参加」
など、要点が整理された文面が提案される場合があります。 
 

 ただし、都道府県や学校によって進路制度が異なるため、必ず自自治体の進路情報と照合し、内容を補
足・修正しましょう。 

● SNSでの保護者連絡 

 校内ルール次第では、保護者への連絡や学級だよりを電子的に配信するケースもあります。その際、AI で
作成した文案を短縮版や箇条書きに変換すると、スマホでの閲覧もしやすくなるでしょう。 
 

 個人情報に関わる文面（成績や進路調査票など）は、配信しない・書かないように注意が必要です。 

4-3-(3) 実践事例コラム（架空の事例） 

事例 1：保護者会の案内文がより分かりやすく 

「年度初めの学年保護者会のお知らせに、毎回同じような書式を使っていましたが、AI に『保護者が読
みやすい箇条書きスタイル』で案を作ってもらいました。日時や場所、議題をコンパクトに整理した
ら、『見やすくて助かる』との声が増え、出席率も上がりました。」 

事例 2：季節の挨拶に一工夫 

「学級通信で書くネタが尽きがちなとき、AI に『梅雨の時期を感じさせる、柔らかい文章表現』を頼ん
だら、雨と成⻑を絡めたフレーズが出てきました。そこにクラスのエピソードを加えて掲載したとこ
ろ、『面白い書き出しだね』と生徒も保護者も読んでくれました。」 

事例 3：進路便りで保護者へのアドバイス 

「2 年生の進路学習が始まる頃、AI に『高校受験を視野に入れる時期の保護者が知っておきたいポイン
ト』を列挙してもらい、そこに学校独自のルールや県の受験制度情報を付け加えてまとめました。保護
者から『何に注意すればいいか分かった』と好評でした。」 

〈まとめ〉学級通信・広報物での AI活用のポイント 

54. 基本は「文章作成の下書き」：季節の挨拶や導入文、保護者向けメッセージなどを AI に書いてもらい、教
師が編集・加筆するスタイルが効率的。 
 

55. 学年・学校独自のルールや表記：行事名、持ち物、日時などの詳細は必ず教師が最終確認し、管理職の承
認を得てから配布。 
 

56. 思春期を意識したトピック選定：中学生の保護者が関心を持ちそうなテーマ（進路・部活動・思春期の悩
みなど）を、AI の下書きをもとに丁寧な文面へ。 
 

57. 温かみと信頼感：あくまで“機械的な文章”ではなく、教師自身の言葉やクラスのエピソードを盛り込み、
「読んで良かった」と思わせるコミュニケーションを大切に。 



以上が「4-3 学級通信・広報物：心をつなぐメッセージ」の原稿案です。次の節(4-4)では、学級経営全般や学期始
め、行事運営などでの AI 活用例を取り上げ、中学校ならではの年間行事や係活動への応用を考えていきましょう。 

4-4．学級経営での活用：多角的なアプローチ 

学級経営は、一日の授業運営だけでなく、年間を通じた行事計画や学級のルールづくり、係活動の推進など、多方
面にわたる仕事を包含します。中学校では特に、部活動や進路、思春期の生徒同士の関わりも学級経営に絡むた
め、教師が一人でアイデアを出し続けるのは大変です。AI を活用すれば、行事や係活動のプランづくり、学級会で
の議題整理、リーダー育成などで複数の選択肢を得やすくなり、教師の負担軽減にもつながるでしょう。ただし、
校内方針や年間スケジュールとの整合性を取りながら、最終判断は必ず教師が行うことが大前提です。 

4-4-(1) 学期始め・行事運営の計画 

● 学期始めのオリエンテーションや学級ルールづくり 

 例：AI に「中 2 の学級で、学期始めに生徒とルールを話し合うとき、どんなテーマを設定すると効果的
か？」と尋ねると、 

o 係や委員会活動の分担 
 

o SNS 利用や提出物の期限 
 

o クラスリーダーの役割 など 

多角的な議題が得られる可能性があります。 
 

 教師はそこから「うちのクラスではこれが特に重要」と思うものを選び、学級会やオリエンテーションで
提示し、生徒の意見を取り入れた最終ルールを決定する形をとると良いでしょう。 

● 行事計画と役割分担 

 中学校では、運動会（体育祭）や文化祭、遠足、合唱コンクールなどの大規模行事が多くあります。 
 

 AI に「合唱コンクールの進行スケジュールとチェックリストを作ってほしい」と依頼すると、 

1. 事前リハーサル 
 

2. 衣装や必要物品リスト 
 

3. 当日のリハや音響チェック 
 

4. 終了後の片付け手順 

といった工程を網羅した案をまとめてくれる場合があります。 
 

 学級単位で参加する行事もあれば、学年全体・全校規模の行事もあるため、学年主任や管理職と相談しつ
つ、最終的な計画を仕上げてください。 



4-4-(2) 学級活動の企画アイデア 

● レクリエーションや委員会活動へのヒント 

 例：「雨の日の昼休みにできる室内レクリエーションを何パターンか教えて」と AI に頼むと、 

o 簡単に準備できるゲーム 
 

o 小道具を使った協力アクティビティ 

などの候補が提案されることがあります。 
 

 それらを教室の広さやクラスの人数、学年の好みなどを踏まえて教師が選び、学級委員やレク係に具体的
なやり方を説明して実施すると、ワンパターンな活動から脱却しやすいでしょう。 

● 学級会の進行・議題整理 

 「学級会で話し合うべきトピック例を挙げて」と AI に依頼すると、 

o クラス目標の設定 
 

o 学習習慣の工夫、提出物のルール 
 

o 清掃分担や SNS ルール など 

多様なアイデアが返ってくる可能性があります。 
 

 実際には「今どの問題が最優先か？」を教師が判断し、学級委員と相談して議題を決定したうえで、スム
ーズに話し合いができるよう進行台本を作るのに AI を活用すると効果的です。 

4-4-(3) リーダー育成・係活動の推進 

● リーダーシップを育むミニ研修案 

 例：AI に「中 2・中 3 の学級リーダー育成に使えるミニワークやゲーム」を尋ねると、 

o グループで協力する課題解決ゲーム 
 

o 相互フィードバックを行う対話型ワーク 

などが提示されるかもしれません。 
 

 そこから、クラスの人数や時間を考慮し、教師がワーク内容を簡略化・応用して学級で実践すれば、リー
ダー役の生徒がコミュニケーション力や責任感を高めるきっかけになるでしょう。 

● 係や委員会活動の仕組みづくり 

 学級の係や学年委員会など、どんな仕事があるのかや、どうモチベーションを高めるかで悩む場合に、AI

に「係活動の目的を明確化する方法」や「学級委員がやりがいを感じる仕組み例」をリクエストするのも一
案です。 
 

 「表彰制度」「活動内容の見える化」「ローテーション制」などのアイデアが得られたら、教師と係メンバ
ーで検討し、実行可能な形に落とし込むと、活動が活性化する可能性があります。 



4-4-(4) トラブルシューティング 

● クラス内の意見対立や係の不均衡 

 例：「学級委員と係メンバーの仕事量が偏って不満が出ている…どんな対処法が考えられる？」と AI に尋
ねると、 

5. 係ごとにタスクを細分化し、見える化する 
 

6. 役割分担をくじ引きや交代制にする 
 

7. 定期的な振り返りミーティングを入れる 

といった一般的なアドバイスを得られるでしょう。 
 

 これを踏まえて、実際のクラスの人数・性格を考慮し、また学年や管理職とも相談して最適な運用方法を
探るのがベストです。 

● 保護者との意思疎通 

 学級経営には保護者の理解や協力も欠かせません。AI に「学級行事で保護者参加型の活動を行う際の注意
点」を尋ね、 

o 事前アンケートの実施 
 

o 個人情報保護の徹底 
 

o 役割分担の明確化 

などをリスト化してもらい、同僚や管理職との打ち合わせでチェックリストとして活用するのも一
案です。 

〈まとめ〉学級経営における AI活用のポイント 

58. 行事・係活動の計画づくり：AI を下書きやアイデア収集に活かし、教師が校内スケジュールやルールとす
り合わせて最終案を策定。 
 

59. 学級活動の充実：レクリエーションや学級会のトピック、リーダー育成ワークなど、アイデア不足のとき
に AI を頼れば短時間で複数案を得られる。 
 

60. チーム連携：トラブルや意見対立の解決策を AI で得ても、実際には学年主任・管理職・同僚と相談し、最
終判断する。 
 

61. 子ども主体を忘れない：AI の案を教師が選ぶだけでなく、生徒にも「どうしたいか」を聞き、主体的に動
いてもらうことで学級づくりに厚みが出る。 

このように、「学級経営」と一口に言っても、行事計画から日常の活動、リーダー育成、トラブル対応まで多岐に
わたります。AI は教員一人のアイデアを超えた発想を提供する頼もしい補助役になり得ますが、最終的な意思決定
は教師と生徒が話し合い、校内体制と連携しながら進めることが重要です。次節では、いじめや SNSトラブルなど
深刻なリスクの未然防止に向けて、AI をどのように活用できるかをさらに検討します。 



4-5．予防的な生徒指導とリスク管理 

中学校では、思春期の生徒が SNSや人間関係のトラブル、さらにはいじめや不登校など、深刻な課題を抱えるケー
スが多々あります。早期に気づき、未然に防ぐ視点（予防的生徒指導）が非常に重要ですが、教師一人で全ての可
能性をカバーするのは難しいのも事実。AI を活用すれば、一般的な事例研究や想定されるリスクの洗い出しを効率
的に行うことができ、校内研修やチーム体制での方策づくりに役立てることができます。ただし、個別の生徒情報
を入力しない・あくまで一般論に留めるなどのセキュリティ対策は徹底してください。 

4-5-(1) SNSトラブルやネットリテラシー指導 

● 小さな火種を大きくしないために 

 中学生の SNS 利用は年々増加し、グループチャットや動画投稿、オンラインゲームのやり取りなどで思わ
ぬ摩擦やトラブルが起こりやすいです。 
 

 AI に「中学生が SNS でよく巻き込まれがちなトラブルを列挙してほしい」と頼むと、 

1. 誹謗中傷やいじめにつながる発言 
 

2. 個人情報の流出 
 

3. なりすましアカウントによる被害 
 

4. スマホ依存による学習時間不足 

といった一般的な問題点をまとめてくれる場合があります。 
 

 それを参考に、学級や学年でのネットリテラシー教育や注意喚起のプリントなどを作成すると、現代的な
事例を押さえた指導につなげやすいでしょう。 

● 保護者への啓発にも活用 

 ネットトラブルへの対応は、家庭でのスマホルールやフィルタリングなど、保護者の協力が欠かせませ
ん。 
 

 AI が提案する「家庭で取り組める SNS 利用の約束例」をリスト化し、そこに学校独自の方針を加えて保護
者会や学年通信で共有することで、家庭と学校が一体となった指導が期待できます。 

4-5-(2) いじめ未然防止の視点 

● いじめの発端事例をリストアップ 

 いじめの始まりは、SNS での軽い悪口や仲間外しなど、教師が見落としがちな「ささいな出来事」から生じ
ることがあります。 
 

 AI に「中学生のいじめでよくある発端例」を尋ねると、特定のグループ内での派閥や既読スルーをめぐる
衝突、部活動内の順位付けなど、いくつかの典型事例が挙がるでしょう。 
 

 これを校内研修や学年会でケーススタディとして取り上げ、教員同士の情報共有や早期発見の目安に活か
すことができます。 



● 指導案や校内研修での活用 

 「いじめ防止研修で使うロールプレイ案」「生徒へのアンケート項目」などを AI に下書きさせ、学年会や
管理職と調整して現場に合う形へ仕上げるのも一案。 
 

 例：AI が列挙したアンケート項目に「これだと個人特定されそう…」などの問題があれば、校内規定に照
らして修正し、より安全かつ効果的な調査を目指すことが重要です。 

● チームでの最終判断 

 いじめの疑いが出た場合は、管理職やスクールカウンセラー、学年主任、関係教員など複数人で検討し、
方針を決めるのが基本。 
 

 AI から得た「一般的対応策」や「こういう配慮が必要」といった提案は、あくまでも議論を後押しする材
料に留めましょう。校内のいじめ防止マニュアルや教育委員会のガイドラインを最優先してください。 

4-5-(3) 個別事例を伏せた相談方法 

● 具体名・属性を特定しない 

 SNS トラブルやいじめ対応を AI に相談するとき、生徒の氏名や家庭環境などを詳細に書くのは厳禁です。 
 

 「中 1 女子生徒で、部活内の人間関係に悩みがある。どんな声かけが一般的か？」など、抽象化して尋ね
れば十分にヒントを得られます。 

● 外部流出を防ぐ 

 機密性の高い情報（テスト問題や個人記録など）を AI に入れることは避けましょう。生徒指導に関する会
議資料も含めて、学校外へ出してはいけない情報が混入しないように細心の注意を払います。 

● 必ず教師チームや管理職と共有 

 AI が出す提案は「一般論かつ理想的な内容」であることが多く、実際の生徒には合わない場合が多々あり
ます。 
 

 トラブルの背景や家庭状況などは、学年チームや管理職と共有しつつ方針を定める流れに。AI の結論を教
師がそのまま鵜呑みにしないよう注意してください。 

〈まとめ〉予防的な生徒指導とリスク管理における AI活用 

1. SNS・いじめの未然防止：AI で一般的な事例や対応策をリサーチし、校内研修やアンケート設計に活かす。 
 

2. 個人情報を入力しない：生徒名や具体的な家庭情報は伏せて、学年・状況を抽象化。 
 

3. 最終判断は校内チーム：AI の提案を踏まえて、管理職やスクールカウンセラー、学年主任と連携し、現実
的な指導方針を決定。 
 

4. 早期発見・早期対応：些細なトラブルや違和感を見逃さないために、AI の提示する“よくある発端”を参考に
教員同士が意識を高め合う。 



このように、SNSトラブルやいじめなどの生徒指導領域でも、AI は「一般的な対応策や事例の一覧」を素早く提供
してくれる頼もしいツールになり得ます。しかし、子ども一人ひとりの状況は千差万別であり、実際の対応には現
場の観察力や人間関係の把握、校内チームとの相談が不可欠です。次の節（4-6）では、ここまでの内容をまとめつ
つ、学級経営と生徒指導における AI活用の展望を総括します。 

4-6．まとめ：生徒指導と学級経営における AI活用の展望 

第 4 章では、中学校の生徒指導・学級経営の多様な場面で AI を取り入れる方法を見てきました。思春期の生徒を抱
える中学校では、不登校や学習意欲の低下、SNSトラブル、いじめの未然防止など、より一層複雑な課題に直面し
がちです。しかし、AI を補助的に活用することで、教師が抱え込む作業量を軽減し、より本質的な対話や観察に時
間を回せる可能性があります。一方で、個人情報保護や誤情報リスクなどの注意点は絶対に見逃せません。 

4-6-(1) ここまでのポイント再整理 

1. 生徒指導での AI活用： 

o 不登校・意欲低下への一般的支援策、SNS や部活動トラブルの対処法などを AI から得ると、複数の
アイデアを短時間でリスト化できる。 
 

o ただし、個別の生徒情報は入力禁止、あくまで「中 2 男子」「部活動に関して悩んでいる」など抽
象度の高い問い合わせに留める。 

2. 保護者との連携： 

o 保護者会や三者面談の準備、学年便りの文案づくりなどで AI を下書きに。 
 

o 最終的には学校独自の文体や個別情報を加味し、管理職の確認を経て文書を整える。 

3. 学級通信・広報物： 

o 季節のあいさつや導入文、進路情報や定期テストのお知らせなどを AI で書き出してもらい、教師が
自クラスや学年に合わせて加筆修正。 
 

o 思春期や進路など、中学生特有の話題をうまく盛り込みやすくなる。 

4. 学級経営の多角的アプローチ： 

o 学期始めのルールづくり、行事計画、学級活動、リーダー育成など、アイデア不足のときに AI を頼
れば複数の選択肢を得られる。 
 

o 学校行事や係活動を円滑に進めるためのチェックリストづくりにも有効。 

5. 予防的な生徒指導・リスク管理： 

o SNS トラブルやいじめの発端など、一般的事例を AI に抽出させることで、校内研修やアンケート設
計を充実させる。 
 

o 実際の対応は校内チーム（管理職・スクールカウンセラー・学年主任等）で方針を決め、AI の提案
はあくまで「参考資料」。 



4-6-(2) 安全とモラルを最優先に 

AI を活用するにあたっては、個人情報や機密情報を絶対に入力しないルールが最も重要です。 

- SNS トラブルやいじめ事例を AI に相談するときも、当事者を特定し得る情報は含めず、抽象化した形で尋ねる。 

- AI が提案した文章やアイデアは、教科書や校内ガイドラインと食い違わないか確認し、誤情報があれば修正・破
棄する。 

- 学級通信や保護者向け文書でも、誤字脱字や差別表現が混入する恐れがあるため、必ず教師が目を通し加筆す
る。 

4-6-(3) 展望：教師の専門性とチームの力を生かす 

1. 教師同士の情報共有 

o AI を活用した事例や成功・失敗談を職員室や学年会で共有し合うことで、ノウハウが広がり、リス
ク管理にも役立つ。 
 

o ICT 担当や情報主任と連携し、学校全体でのガイドラインを整備・更新することが大切。 

2. 生徒のために生まれた時間をどう使うか 

o AI に文書作成や調べ物の一部を手伝ってもらうことで、教師は生徒との個別面談やアクティビティ
に時間を割けるようになる。 
 

o 「機械に任せられる部分は任せ、教師は生徒に寄り添う」姿勢が、思春期の生徒指導において価値
を発揮しやすい。 

3. 最終的な判断と責任は“人間” 
o AI はあくまで補助ツールであり、子どもの実情を総合的に観察するのは教師。 

 

o 一つの提案や案を鵜呑みにせず、「この子には本当に有効か？」を常に問い、必要に応じて同僚や
管理職、保護者と連携していく姿勢が求められる。 

〈次章へ〉 

これで第 4 章「生徒指導・学級経営での活用」は終了です。次の第 5章では、校務全般（会議資料の作成や分掌業
務、行事の運営など）での AI 活用に焦点を当て、働き方改革と教育の質向上を両立するための具体策を解説しま
す。 

〈第 4章まとめ〉 

 生徒指導（登校しぶり、SNS トラブル、いじめ防止など）で AI を活かすと、一般的対策や事例を手早く入
手できる。 
 

 保護者との連携でも、三者面談や学年便り、学級通信などの文章作成を AI に一部任せて時間短縮。 
 

 学級経営（行事・係活動・学級会など）でも、AI の複数案を活用して教師が合うものを選択し、子ども主
体の活動を支援。 
 

 常に安全面・モラル面を最優先し、最後は教師自身が子どもの状況を見極めて判断する。 



中学校の生徒指導・学級運営は、思春期の心情や進路への不安など、複雑な要素に満ちています。AI を適切に使え
ば、多角的なヒントや時間短縮が得られ、より濃厚なコミュニケーションに力を注ぐことが可能になるでしょう。 

  



第 5章：校務での活用 

〜働き方改革の強い味方〜 

5-1．会議資料づくり：ポイントを押さえてスマートに 

学校現場では、学年会議・職員会議・分掌会議など、さまざまな会議が定期的に行われます。限られた時間の中で
有意義な議論を進めるには、事前に議題や資料を整理しておくことが大切です。しかし議題作成や資料づくりには
手間がかかり、他の業務が圧迫されがちです。そこで、AI を活用することで、事前準備の負担を軽減し、会議その
ものの質を高められる可能性があります。 

5-1-(1) 学年会議や職員会議の議題リスト作成 

■ 議題の洗い出しを AIに依頼 

 「学年会議で話し合うべきテーマを出し忘れないようにしたい」ときに、AI に「今週の学年会議で確認す
べき項目をリスト化してほしい」と依頼。 

o 例：「授業進度」「行事準備の進捗」「学年通信の発行予定」「生徒指導上の懸念」など。 
 

 もちろん学校独自の事情もあるため、AI のリストを“たたき台”にして、教員が最終的に取捨選択します。 

■ 報告事項と協議事項の区分 

 時間が限られた会議を効率よく進めるために、「報告事項と協議事項を明確に分けたい」と AI に伝える。 

o AI からは「報告事項はあらかじめ文書で共有」「当日は協議事項に時間を使う」という会議運営の
基本的なコツが返ってくることも。 
 

 事前に AI で作成した“議題リスト＋時間配分”を参考に、会議案内を出せば、参加者全員が目的を把握しや
すくなります。 

5-1-(2) 議事録の雛形や要約づくり 

■ 議事録フォーマットのたたき台 

 会議終了後に議事録を作成するとき、まず議事録の雛形を AI に作ってもらう。 

o 例：「議題別に項目立てし、決定事項・保留事項・担当者を明示する構成」など。 
 

 校内のルール（学年会議のフォーマット、職員会議の公式記録など）を踏まえ、最終的には既存の書式に
当てはめる形をとります。 

■ 要点要約のサポート 

 もし会議メモや発言内容がテキスト化されている場合（個人のメモ程度でも OK）、AI に「この文章を要約
して議事録向けに整理してほしい」と依頼する方法も。 
 

 個人名や機密情報が含まれる場合は、その部分を削除・置き換えしてから AI に入力し、情報漏洩を防ぎま
す。 



5-1-(3) 引き継ぎ資料への応用 

■ 学年主任や分掌担当の引き継ぎファイル 

 年度末や異動時に作成する引き継ぎ資料は、仕事の流れやノウハウが凝縮された重要な文書です。 
 

 AI に「引き継ぎで漏れがちなポイント」を挙げてもらい、マニュアル作成のテンプレートを得る。 

o 例：「年間行事予定」「備品の管理場所」「地域行事との連携ポイント」「過去の反省点」など。 
 

 それを元に、自分の学校や学年の実態を上乗せして、オリジナルの引き継ぎファイルを完成させましょ
う。 

■ 継続性を保つためのチェックリスト 

 「年度始めに最初にやるべきこと」「行事準備で必ず確認すること」など、時系列のチェックリストを AI

で作り、職員室や共有フォルダに置いておくと、後任の担当者がスムーズに着手しやすくなります。 

■ ポイント：AIを使った会議効率化の意義 

 会議資料づくりの時短によって、教師は授業準備や子どもと向き合う時間を増やせます。 
 

 ただし、個人情報や機密情報（人事・評価・保護者のプライバシーなど）は入れないのが大前提。 
 

 会議の最終決定事項や公式記録は、管理職の承認が必要な場合が多いので、AI が作成した文書でも必ず“人
の目”でチェックして活用しましょう。 

〈次節へ〉 

会議資料づくりは、学校現場の中でも時間と労力を要しやすい業務の一つです。AI に下書きを任せて教師が仕上げ
るスタイルにより、手戻りや漏れを減らしつつ効率化を図ることが期待できます。次の節(5-2「文書作成：使える
例文集」)では、保護者への通知や教育委員会への報告など、多種多様な文書作成に AI を活かす方法をさらに詳し
く紹介します。 

5-2．文書作成：使える例文集 

小学校では、保護者や地域、教育委員会などに向けた文書を頻繁に作成します。たとえば「進路説明会の案内」
「行事参加の呼びかけ」「PTA への依頼」「教育委員会への報告文」など、内容も文体もさまざまです。AIを活用
すれば、あらかじめ定型例文や複数の文案を得て、そこから学校独自のルールや目的に合わせた修正を行うこと
で、作業時間を大幅に減らせる可能性があります。 

5-2-(1) 保護者への通知・報告書類 

■ 個人面談や保護者会の案内文 

 例 1：個人面談の案内文 

o 「○学年○組の保護者の皆さま、いつも学校活動にご協力ありがとうございます。さて、このたび
個人面談を以下の日程で実施いたします…」 
 



o AI に「小学校○年生向けの個人面談案内文を作成してください。日時・場所・持ち物・連絡方法を
含めて」と依頼すると、一度に複数の文例が得られる場合があります。 
 

o 教師はそこに学校名や担任名、具体的日時などを加筆修正し、最終的なレイアウト調整を行う。 

 例 2：保護者会のお知らせ文 

o 学期ごとの保護者会や学級懇談会の案内文を AI に要請し、「もう少しカジュアルに」「短めにまと
めて」と追加のリクエストをすれば、文体調整が容易にできます。 

■ 行事参加や学年通信での呼びかけ 

 例：遠足や社会見学の参加依頼 

o AI に「○月○日に行う校外学習の保護者説明文を書いて」と頼むと、持ち物リストや服装の注意
点、緊急連絡体制などの要素が反映された下書きを作成してくれる。 
 

o 実際には、学校や自治体の安全管理マニュアルと整合を取る必要があるので、その点は教師がしっ
かりと加筆・修正。 

5-2-(2) 教育委員会や PTAなどへの公文書 

■ 公的文書の文体・形式 

 「〜していただきたく存じます」「敬具」などの公文書スタイル 

o AI に「小学校から教育委員会へ提出する文書の書き方例（やや固い公文書調）で」と伝えると、敬
語や定型フレーズが盛り込まれた文章が提示される。 
 

o ただし、地方自治体ごとに微妙に異なる慣例表現や公的書式があるため、最終的には既存の校務文
書と照合して調整が必要。 

■ PTAや地域団体への報告・連絡 

 「PTA 本部に対して活動報告を簡単にまとめたい」「地域の○○団体に協力をお願いする文書が欲しい」な
ど、文面自体は定型に近いがニュアンスが難しいケースに AI を活用。 
 

 「親しみやすいが一定の格式感が欲しい」と指示すれば、丁寧さとフランクさをバランスさせた文章を提
案してもらえるかもしれません。 

5-2-(3) 報告文やお知らせ文のアレンジ術 

■ AIを活用した「文体の切り替え」テクニック 

 「もっと短くまとめて」 

o やや⻑い案内文を要約して、保護者が一目で大事な情報を把握できる形にする。 
 

 「もう少し親しみのある口調に」 

o 学校だよりに載せるちょっとしたお知らせなどで、硬すぎる文体を柔らかくする。 
 

 「箇条書きメインにして」 

o 連絡事項や持ち物リストを箇条書きにした方がわかりやすい場合の指示。 



■ 注意点：個人情報や機密保護 

 報告書やお知らせ文の中に個人名・成績データ・特別支援の詳細などが入らないよう注意。 
 

 AI の提案をもとにした文章を外部に出す前に、管理職や関係部署と共有し、機密情報が含まれていないか
最終確認を徹底しましょう。 

■ 事例コラム：AIで時短＆質アップ（架空の事例） 

● 事例 1：個人面談の案内がスムーズに 

「いつも使っている文面を流用していたら、今年度の時間帯変更を入れ忘れがち。AI に『小学校 4 年生の個人面談
案内文』を作らせてから自分で最終調整する方法にしたら、抜け漏れチェックがしやすく、文面が整いやすくなり
ました。」 

● 事例 2：保護者への報告文が“読みやすい”と好評 

「年度初めのクラス懇談会のお知らせを AI に作らせてみました。いつもより親しみやすい語調だったので、保護者
から『ちょっと固い感じが減って、読みやすい』と声がありました。要点もわかりやすく、参加率アップにつなが
った気がします。」 

● 事例 3：PTAへの礼状作成 

「行事協力をしてくれた保護者へ感謝の気持ちを伝える礼状をサッと作りたくて、AI で雛形を一度に数パターン生
成。『式典の雰囲気に合わせて、ややフォーマル』『カジュアル寄り』など試し、最終的に学校の慣例に合う文を
完成させました。」 

〈次節へ〉 

保護者向け通知や公的報告書類など、文書作成の場面で AI を活かせば、下書き・文案づくりの時間を短縮しつつ、
複数の文体からベストなものを選ぶという使い方ができるでしょう。 

次の節(5-3「校務の効率化：時間を生み出す工夫」)では、文書作成以外にも行事計画や分掌業務といった校務全般
で AI を活用するノウハウを紹介し、教師の働き方改革をさらに推進するヒントを提供します。 

5-3．校務の効率化：時間を生み出す工夫 

校務とは、教師が授業や児童指導以外に担う、行事運営・分掌業務・委員会活動・施設管理など多岐にわたる仕事
を指します。小学校では行事や各種書類対応が多く、年度末やイベント前には忙しさがピークに達しがちです。AI

を活用して作業の重複や漏れを減らし、先回りして準備できる仕組みを作れば、教師がより子どもたちに向き合う
時間を確保できるでしょう。 

5-3-(1) 行事計画のスマート化 

■ 大きな行事の全体像を AIに案出しさせる 

 運動会や学習発表会、遠足・社会見学など、学校全体で関わる行事では「必要な準備物」「進行スケジュ
ール」「安全管理」などの項目が多岐にわたります。 
 



 AI に「○○行事の企画書案を作ってほしい。準備物リストや注意点を含む」と依頼すると、全体像が整理
されたたたき台が得られることがあります。 
 

 実際には学校独自のやり方や地域ルールがあるので、AI の結果をカスタマイズして最終計画を仕上げまし
ょう。 

■ 進行表・シミュレーションで漏れ防止 

 行事当日のタイムテーブルを AI に作らせ、「準備時間」「休憩時間」「代替プログラム」などを補足する
と、全体の流れを可視化しやすくなります。 
 

 「雨天時の代替案」「保健室の救護体制」などもリストアップさせれば、意外と見落としがちなポイントが
浮上し、行事当日に慌てずに済む可能性が高まります。 

5-3-(2) 分掌業務のタスク管理 

■ 分掌担当者が把握すべき業務 

 生徒会担当、ICT 担当、研修担当など、担当ごとに年度内でやるべき仕事が散らばっているケースがありま
す。 
 

 AI に「生徒会担当の 1 年間の主な仕事をリスト化して」と求めると、選挙管理、行事運営、予算管理など
の項目が挙がる場合があります。 

o もちろん、各学校の状況によって違いはあるので、ここでも“チェックリストのたたき台”として利
用し、自分の学校の実態に合わせて足したり削ったりします。 

■ タスク管理シートの作成 

 「4 月・5 月の生徒会担当がやるべきこと」「6 月・7 月の研修担当の仕事」といった形で、月別の ToDoリ
ストを AI に作成させると、年度を俯瞰しやすくなります。 
 

 オンラインの共有フォルダなどに置いて、同僚と連携しながら進捗管理することも効果的です。 

5-3-(3) 次年度への準備と引き継ぎ 

■ 年度末のバタバタを軽減するために 

 学年末は成績処理やクラス替え準備、行事の締めや書類の整理など、教師にとって最も忙しい時期のひと
つです。 
 

 早い段階で AI に「年度末に整理すべき項目を一覧にしてほしい」と指示し、事前チェックリストを作って
おけば、計画的に作業を進めやすくなります。 

■ 引き継ぎ資料を漏れなく 

 異動や担当替えがある場合、後任の先生に細かいノウハウや時期別の注意点を伝えるのは、想像以上に手
間がかかる作業です。 
 

 AI に「4 月から 3 月まで、学年主任が準備・実行すべき主な行事や会議項目を挙げて」と依頼して、1年間
の流れを整理。 
 



 それを“たたき台”にして、学校特有のルール（地域行事の連携、PTA の動きなど）を付け加えれば、後任が
安心してスタートできる引き継ぎ資料になるでしょう。 

〈次節へ〉 

校務効率化の目的は、単に仕事を早く終わらせるだけでなく、教師がより子どもとの対話や教材研究に時間を使え
るようにすることにあります。AI を上手に活かしながら行事計画や分掌業務、引き継ぎ作業をスリム化すれば、教
師自身の働き方改革にも大きく貢献するはずです。 

次の節(5-4「次年度への見通し：計画的な校務運営」)では、年間計画や校内研修など、もう少し先を見据えた運営
や教師のキャリア支援に AI を活かす視点を紹介します。 

5-4．次年度への見通し：計画的な校務運営 

校務は年度が切り替わるたびに内容が大きく変わることが多く、来年度の行事日程や人事異動なども絡んで複雑に
なりがちです。早めに年間計画や研修の見通しを立てておけば、担任業務や分掌業務、教科指導とのバランスが取
りやすくなるでしょう。ここでは、AIに年度計画案を作成させたり、研修資料を下書きしてもらったりする実践例
をご紹介します。 

5-4-(1) 年間計画の作成サポート 

■ ざっくりとした年間スケジュールを AIに依頼 

 「4 月から 3 月までの学校行事や学習計画を見通して、月ごとの主なイベント・タスクを洗い出してほし
い」と AI に頼むと、 

o 新年度準備・PTA 総会・運動会・文化祭（学習発表会）・卒業関連行事など、主要イベントを列挙
してくれるかもしれません。 
 

 自校の行事や地域行事を AI のリストに加えつつ、校務分掌との連動を確認すれば、担当者ごとの負担やタ
イミングが見やすくなります。 

■ 学習指導案との調整 

 一方、学習指導要領や学期ごとの授業計画とも連動して考える必要があるため、学校行事を中心とした年
間計画だけでは不十分な部分があります。 
 

 「5 年生の担任で、5 月に運動会、10 月に遠足、2 月に総合的な学習の成果発表会がある」という情報を AI

に伝え、学習計画と行事計画をざっくり整合させる相談も可能です。最終的には教科担任や学年主任など
と校内調整を経て仕上げましょう。 

5-4-(2) 研修や研修資料の整備 

■ 校内研修や教員研修でのプレゼン資料づくり 

 例：「年度末に予定している ICT 活用の校内研修用に、パワーポイントの構成案を作ってほしい」と AI に
依頼。 

o 「導入（研修の目的）→実践事例→グループワーク→まとめ」という流れを提案してくれる可能性
あり。 
 



 できあがった構成案をもとに、具体的な校内事例やデータを加筆して独自の研修資料を完成させる流れが
スムーズです。 

■ 研修レポートや研究授業のまとめ 

 教師が行う公開研究授業や勉強会の振り返りレポートを AI に下書きさせる方法。 

o 「研究授業の振り返りを箇条書きでまとめたい」「成功事例と課題をリストアップしてほしい」な
どと依頼すると、構成のたたき台が得やすいです。 
 

 ただし、授業の具体的内容や子どもの反応など、個人情報に触れる可能性がある部分は常に注意しながら
入力を行いましょう。 

5-4-(3) 教師自身のキャリア支援 

■ 実践の振り返りシート 

 AI に「自分の授業実践を客観的に振り返る質問リスト」を作ってもらう例。 

o 例：「狙い通りの学習効果は得られたか？」「児童の主体的な参加はどの程度だったか？」「評価
方法は適切だったか？」など。 
 

 こうした視点を参考に、教員自身が研修ノートやポートフォリオを充実させていけば、日々の実践力向上
につながるでしょう。 

■ スキルアップ計画や研修プラン 

 「校務と授業の両立をしながら、どうスキルアップすればいいか？」という⻑期的な視点で AI を活用する
例も考えられます。 

o 例：AI に「若手教員が 1 年間で成⻑するためのステップを教えて」と依頼し、得られた提案を先輩
教員や管理職とすり合わせながら実際の行動目標を決める。 
 

 結局、行動を起こすのは教師本人ですが、客観的なフレームワークを AI に出してもらうと計画づくりが捗
るかもしれません。 

〈次節へ〉 

次年度への見通しを立て、計画的に校務を運営するために、AIが作り出す“たたき台”は非常に心強い存在になり得
ます。ただし、行事や研修内容などは学校や地域の固有事情に強く左右されるため、必ず校内・学年内で最終調整
を行うことが大切です。 

次の節(5-5「まとめ：手際よく、でも丁寧に」)では、第 5 章全体を振り返りながら、校務で AI を使うときの注意点
やポイントを再度整理します。働き方改革の視点から、より豊かな教育活動を実現する一助となるよう、最後に重
要事項を確認しましょう。 

5-5．まとめ：手際よく、でも丁寧に 

第 5 章では、会議資料づくり・文書作成・校務全般の効率化を中心に、AI がどのようにサポートできるかを具体的
に見てきました。校務は小学校教師にとって、授業や児童指導と並ぶ大切な業務ですが、手続きや書類作成に時間



が取られすぎると、肝心の子どもと向き合う時間や教材研究の時間が削られてしまいます。ここでは、改めて校務
効率化における AI 活用の重要ポイントを整理します。 

5-5-(1) 効率化の先にあるもの 

■ 児童の学びと成⻑を支えるために 

 AI で書類作成や議事録づくり、行事計画などの時間を削減する目的は、教育活動の質を高めることにほか
なりません。 
 

 書類作成にかける時間を減らした分、授業アイデアの検討や児童の個別支援、保護者とのコミュニケーショ
ンによりエネルギーを注げるようになるでしょう。 

■ 働き方改革としての意義 

 過度な残業や持ち帰り業務は、教師の心身に負担をかけるだけでなく、指導の質にも影響を与えかねませ
ん。 
 

 AI を「業務の一部を代替・補助してくれるパートナー」と捉え、校務全体の効率化を進めることで、働き
やすい職場環境と子ども主体の教育を両立しやすくなります。 

5-5-(2) 校務での AI活用における注意点 

■ 個人情報・校内機密情報の保護 

 AI に業務内容を入力する際は、児童や保護者、教職員などの個人が特定される情報を含めないのが鉄則。 
 

 校務文書でも、未公開の人事情報や試験問題など、機密性の高い内容は入力してはいけません。 

■ 最終確認のステップを怠らない 

 会議資料や公的文書などは、最終的に管理職や上⻑の承認を得る場合がほとんどです。AI が作成した下書
きでも、必ず“人間の目でチェック”し、学校・自治体のルールに則った形に整えてから発行しましょう。 

■ AIへの過度な依存に注意 

 AI の提案はあくまでたたき台であり、現場の実態や前年度の反省点などを踏まえた教師の判断が不可欠で
す。 
 

 書類の形式や文言は最適でも、現状にそぐわない運用案が提案されることもあるため、常に取捨選択の意
識を持つことが大切です。 

5-5-(3) 次章へのつながり 

 第 6章：実践的な活用シーン 

第 5 章までで、授業づくり・児童指導・校務の 3 つの柱を一通り見てきました。次の章では、より具体的
なシチュエーションや事例をピックアップし、実際の活用イメージをさらに広げることをめざします。 
 

 ガイドラインの再確認 

校務効率化の観点でも、個人情報保護やセキュリティのルールを再確認しながら進めるのが安全です。校
内や自治体のガイドラインをチームで共有し、定期的にアップデートしていくと良いでしょう. 



〈第 5章まとめ〉 

 会議資料や文書作成での活用により、教師が時間を大幅に節約できる可能性。 
 

 行事計画や分掌業務でも、AIのチェックリスト作成機能が有用。 
 

 重要なのは、“効率化”の先にある教育の質向上と、児童一人ひとりを丁寧に見守る時間を確保すること。 

AI を味方に、校務をよりスリム化し、子どもたちとのコミュニケーションと学びに力を注げる学校づくりをめざし
ましょう。 

  



第 6章：注意点とリスク管理 

〜安心・安全な活用のために〜 

6-1．個別最適な学びへのアプローチ 

■ なぜ「個別最適化」が注目されるのか 

近年、「一⻫授業」だけではなく、一人ひとりの児童の得意・苦手や興味関心に寄り添う学びが求められるように
なってきました。学級単位で同じ進度を追うだけでなく、必要に応じて補充学習や発展学習を柔軟に提供できれ
ば、児童の学習意欲と達成感を高めやすくなります。AI は、その個々のニーズに合ったアイデアや教材のたたき台
を提示してくれる可能性があります。 

6-1-(1) 学習の個別化・パーソナライズ 

● 基礎学力と得意分野を両面サポート 

 算数が得意な子、国語が苦手な子など、同じクラスでも学力レベルや得意・不得意分野はさまざまです。 
 

 AI に「小学○年生の算数で、すでに学年相当以上の力がある児童向けの発展問題を 3 つ作ってほしい」な
どと尋ねると、レベルの高い応用問題を得られるかもしれません。 
 

 逆に「漢字が苦手な子向けに、1 文字ずつ丁寧に学べるワークシート案を考えて」と頼めば、補充学習に活
かせるヒントが得られるでしょう。 

● 個別指導案の参考に 

 特別支援が必要な子や不登校気味の子などに対して、「こんな性格特徴の児童がいる場合、授業でどうフォ
ローすればいいか？」と抽象化した上で AI に相談。 
 

 AI から複数の対応策が提示されたら、学級や児童の実態に合ったものを教師が取捨選択し、個別指導計画
に落とし込むイメージです。 
 

 もちろん、実際の個別指導は教師が子どもの様子を観察しながらリアルタイムに判断するのが基本であ
り、AI の情報はあくまで補足的役割という点を忘れないようにしましょう。 

6-1-(2) 補充学習・リメディアル指導 

● つまずき単元を把握する 

 AI に「小学○年生の算数（分数の足し算）で、子どもがよく勘違いしがちなポイントと対処法を教えて」
と尋ねると、 

o 分子だけ足してしまう誤り 
 

o 単位分数の理解不足 
 

o イメージ化（図解）が不足 

など、事前に押さえておきたいポイントが挙がるかもしれません。 
 



 これをもとに、補充プリントやミニテストを作る計画を立てておけば、先回り支援が可能です。 

● やさしい解説や別視点の例示 

 児童がある単元で行き詰まったとき、AI に「もう少しわかりやすい例や具体物を使った説明方法」を聞く
と、新しい切り口が見つかる場合があります。 

o 「水そうを使った体積の例」「実際の買い物に結びつけた文章題」など、多角的なイメージを提案
してくれることも。 
 

 実際には、どんな説明がその子に響くかを見極めるのは教師であり、AI の提案をカスタマイズする力が求
められます。 

6-1-(3) 教師の立ち位置と最終判断 

● AIはあくまで補助ツール 

 ここまでの例からわかるように、AIが提案する教材や指導法は「たたき台」です。 
 

 児童の性格や学習履歴、クラス全体の雰囲気などは、AI には把握しきれません。教師が現場で観察し、判
断する部分が一番大切です。 

● 個人情報に注意しながら 

 個別最適化のためについ詳しい情報を AI に入力したくなるかもしれませんが、名前や具体的な家庭事情、
学習評価などを入力するのは NG です。 
 

 学習履歴や成績データを扱う際は、「抽象化」「仮名化」を徹底して安全を確保します。 

● 「一⻫指導」と「個別最適化」の両立 

 個別最適化といっても、授業全体の流れや学年のカリキュラム進行は必要です。 
 

 AI で得た発展問題や補充プリントを放課後指導や個別サポートに活かすなど、時間帯や学習形態を工夫す
ると、自然な形で「個別最適化×集団学習」を両立できるでしょう。 

〈次節へ〉 

「個別最適な学び」は、小学校現場でこれからますます重要視されていくテーマです。AI の活用は、一人ひとりに
応じた課題やアクティビティを設計するうえで、新たなアイデア源になるかもしれません。ただし、最終的には教
師が子どもの表情や反応を見ながら微調整する姿勢が不可欠です。 

次の節(6-2「課題解決型・探究学習でのシーン」)では、総合的な学習や探究活動など、より広い視野で AI を取り入
れる具体的シーンを紹介します。子どもたちが主体的にプロジェクト学習を進める際の AI 活用について、一緒に考
えていきましょう。 

6-2．課題解決型・探究学習でのシーン 

■ 子どもの「もっと調べたい」をサポートする AI 

総合的な学習の時間やプロジェクト型学習などでは、子ども自身が主体的にテーマを選び、探究を深めることを目
的とします。教師はファシリテーターとして、必要な情報や視点を提供しながら、子どもたちの興味関心を広げて



いく役割を担います。ここで AI を上手に取り入れると、調べ学習や情報整理の一助となり、より深い学びへとつな
げられる可能性があります。 

6-2-(1) 総合的な学習の時間でのプロジェクト支援 

● 事前のテーマ探し・情報収集の段取り 

 例：子どもが「地域の河川環境」をテーマに探究したいと思ったとき、教師が AIに事前に相談しておけ
ば、 

1. 想定される調査項目 
 

2. 安全面の注意（河川敷を歩く際のルール など） 
 

3. どのような視点でまとめると良いか 

などの選択肢を得やすくなります。 
 

 子どもに直接 AI を使わせる場合は、情報モラルや検索リテラシーの指導が必須です。また、個人情報を入
力しないよう事前にルールを定めましょう。 

● 子どもの疑問を広げる「問いかけ」 

 子どもたちが探究の入り口で止まらないように、発散的に問いを出すプロセスが大切です。 
 

 例：「地域の安全について学ぶプロジェクトに取り組む 5 年生に、話し合いを活性化するための問いを 10

個考えてほしい」と AI に頼むと、多角的な切り口（交通・防災・子ども目線 など）が出てくるかもしれま
せん。 
 

 教師はその中からクラスに合った問いを選び、探究の方向性をサポートします。 

6-2-(2) データ分析やアンケート集計の下支え 

● アンケートや簡単な数値分析 

 子どもたちが「友だち関係」や「給食の残菜状況」などをアンケート調査した場合、集計データをどう読
み解くかでつまずくことがあります。 
 

 AI に「小学校で実施したアンケートの結果（ただし個人情報は含めない）を入力して、考察のヒントをも
らう」方法をとれば、 

1. 子どもが見落としがちな傾向 
 

2. グラフ化のアイデア 
 

3. 深掘りすべき追加質問の提示 

などを得られるかもしれません。 
 

 もちろん、実際の分析やまとめは子ども本人が主体的に取り組むことが大切であり、AI は補助役です。 



● 統計リテラシーの教材作成 

 「5 年生向けに、アンケート結果の見方を教えるワークシート案を考えてほしい」と AI に相談すれば、 

o 比較する項目の設定例 
 

o 円グラフや棒グラフの使い分け 
 

o 誤差やバイアスの概念への簡単な触れ方 

などのたたき台が得られる可能性があります。 
 

 これを元にして教師がクラス実態（学力、興味など）に合わせて仕立て直せば、より分かりやすい教材に
仕上げられるでしょう。 

6-2-(3) 学年・学級を超えたコラボ学習 

● 教科横断的なアイデアの提案 

 例：「算数（データの扱い）×社会（地域調査）×国語（まとめの文章作成）」というプロジェクトで、AI

に「この 3 教科が連携する学習アイデアを複数提案して」と依頼。 
 

 AI の案をもとに、学年や同僚の先生と相談してカリキュラムを再設計し、全体像を組み立てると効率的か
つ充実した探究活動に発展しやすくなります。 

● 全校的な探究イベント 

 学校全体で行うプロジェクト発表会や展示会などに向けて、AI に「発表の進行プログラム案」「ステージ
発表と展示コーナーの配置をどう考えるか」などを尋ねると、 

o 役割分担の例（進行、受付、案内係 など） 
 

o 展示の演出アイデア 

などが得られるかもしれません。 
 

 最後は、校内ルールや安全面を考慮してカスタマイズし、実施計画に反映します。 

〈次節へ〉 

課題解決型・探究学習の場では、子どもたちが自分の力でテーマを深めることが第一です。一方で、情報収集や分
析の段階で AI を取り入れれば、単なる手間削減だけでなく、視野を広げるヒントとしても効果的です。 

次の節(6-3「協働学習やグループ活動のサポート」)では、グループワークや協働学習の場面で AI を活かす方法を紹
介します。話し合いの進行や発問の作成など、教師がファシリテーターとなる際にも AI のヒントが有効かもしれま
せん。 

6-3．協働学習やグループ活動のサポート 

■ 子どもたちの「思考」を引き出す教師のファシリテート 

グループ活動や協働学習では、教師が一歩引いて見守りながら、必要に応じて「問いかけ」や「場づくり」を行う
ことで、子どもたちの主体性を引き出します。そこに AI を適切に取り入れると、新しい発想や話し合いの活性化が



期待できるでしょう。 

ただし、AI が直接子どもの代わりに考えてしまうと、学習の主体が AIになってしまうリスクもあるため、教師が
場をコントロールする工夫が大切です。 

6-3-(1) 発問例や議論の進め方を AIが提示 

● グループディスカッションを盛り上げる「問い」の作成 

 例えば、「小学校 5 年生が『学校をもっと楽しくするアイデア』を話し合うとき、どんな発問をすると多
様な意見が出やすいか？」と AI に依頼。 

o 「もし費用や時間に制限がなかったらどうする？」「他の国の学校と比べてみると？」など、発散
的な問いが提案される可能性があります。 
 

 そうした「問いリスト」から、クラスの特性や学年の理解度に合うものを教師が選んで掲示すると、子ど
もたちのディスカッションが活性化しやすくなります。 

● 話し合いの進行モデル 

 「グループで意見をまとめるときに役立つステップを 3 つ挙げてほしい」と AI に聞けば、 

1. アイデアのブレインストーミング 
 

2. 意見を整理・グルーピングする 
 

3. 優先度や実行可能性で選ぶ 

など、一般的なファシリテーション手法を提案してくれるかもしれません。 
 

 教師がそれを「低学年向け」「高学年向け」などにアレンジし、学級活動の進行スライドや板書計画に落
とし込むと、よりスムーズな協働学習を進められます。 

6-3-(2) モデレーション・ファシリテーションのヒント 

● 意見が出にくいグループへの追加質問 

 児童同士が意見をうまく言葉にできない場合、AI に「話し合いが停滞したときの切り返しの問い」を聞く
方法があります。 

o 「もし反対意見を言う人がいたらどう思う？」「他の教科や生活場面に応用できない？」など。 
 

 こうしたサポートを教師が随時見せることで、「意見が出ないときに、こんなふうに話を深めるんだ」とい
う学習者モデルを子どもたちに提示できます。 

● 役割分担のアイデア 

 「4 人グループで協働学習するとき、どんな役割を作ると話し合いが円滑になるか？」と AI に尋ねると、
司会・記録係・タイムキーパー・意見まとめ役などが提案されるケースがあります。 
 

 教師は、それをクラスの状況に合わせて命名を変えたり、人数の都合で統合したりして調整できます。 



6-3-(3) 組み合わせ例：AI×プロジェクト学習 

● 科目横断のグループプロジェクト 

 例：「国語×社会×ICT」の複合的なプロジェクトで、グループごとにテーマを設定し、調べ学習やインタ
ビュー、ポスター作成などを行う場面。 
 

 AI に「プロジェクト全体の進行表」「1 時間ごとの目標」を試しに作ってもらうと、グループ活動の全体像
が見やすくなるかもしれません。 

● 仕上げ段階での「もう一工夫」支援 

 発表用資料やプレゼン、まとめの原稿づくりで「分かりやすい書き出し」「インパクトのある締め」などを
AI が提案し、それを児童が自分たちなりにアレンジして完成度を高める場面も考えられます。 
 

 ただし、発表内容の核はあくまでも子ども自身が考えて表現するものであり、AI は補助輪という位置づけ
が重要です。 

■ ポイント：教師がコントロールする「AIとの距離」 

協働学習やグループ活動では、子ども同士が意見を引き出し合うことが最大の狙いです。AI を使いすぎると、子ど
もの思考が浅くなる可能性もあるので、「どのタイミングでどの程度 AI の力を借りるか」は教師の判断にかかって
います。 

1. 最初から AIを使わず、子どもが出せる意見を出してもらう。 
 

2. ある程度出し尽くしたあと、AIの提案を比較して新たな視点を得る。 
 

3. 最終的には子どもたちの意見でまとめる。 

こうした段階的な使い方をすれば、主体的な学習と AIのサポートをバランスよく共存させられるでしょう。 

〈次節へ〉 

教師がファシリテーターとしてグループ活動を支えるとき、AI は問いかけのヒントやファシリテーションのモデル
を提供してくれる頼もしいパートナーとなり得ます。ただし、子どもが AI に振り回されないよう、教師が適切な距
離感を持って指導することが大切です。 

次の節(6-4「教科横断的・学校全体での取り組み」)では、さらにスケールを広げて、学校全体を巻き込んだ教科横
断的な学習や行事運営、プロジェクトの事例を取り上げます。 

6-4．教科横断的・学校全体での取り組み 

■ 教師が「舞台裏」で AIを使い、子どもの学習を支える 

教科横断的な学びや大規模な行事では、複数の学年・教科が連携し、学校全体が同じ目標に向かって動きます。こ
こで AI を活用する場合、子ども自身が AI に触れるというよりは、教師同士が打ち合わせや教材開発の段階で AIの
助言を取り入れるのが主なイメージです。あくまで子どもたちは、教師が準備した学習活動や教材を受け取り、そ
れをもとに主体的に学習を進める流れが基本です。 



6-4-(1) 教科連携（国語×社会×ICTなど）での取り組み 

● 教師同士の打ち合わせをスムーズに 

 例： 地域調べの社会科プロジェクトで集めた情報を、国語の授業で文章にまとめ、最終的に ICT 機器を活
用して発表資料を作る。 
 

 このような教科横断的プロジェクトを組む場合、教師間の事前協議が欠かせません。 

o AI に「国語×社会×ICT のプロジェクト学習で留意すべき点」を問い合わせると、 

1. 教科間連携の目標設定 
 

2. 各教科での時間配分・実施時期 
 

3. 成果物の評価方法 

などが列挙されるかもしれません。 
 

 その提案を参考にしつつ、学校や地域の行事日程を考慮して最終的なスケジュールを組み立てれば、連携
が取りやすくなります。 

● 「舞台裏」で教材開発を効率化 

 社会科で使う資料探しや、国語科での説明文モデル、ICT 科での操作手順書などを、それぞれの担当教師が
AIに下書きを依頼して効率化できる場面が考えられます。 
 

 子どもたちは、最終的に教師が吟味・修正した教材を受け取るので、AIと直接やりとりする必要はなし。 
 

 全体として教師側の準備時間が短縮され、教科連携がスムーズに進むメリットがあります。 

6-4-(2) 行事やプロジェクトを通じた全校的活用 

● 学習発表会や文化祭など、大規模行事での裏方支援 

 例： 文化祭で全学年が展示やステージ発表を行う場合、進行スケジュールや部屋割り、発表内容のチェッ
クなどで教師の作業量は膨大です。 

o AI に「文化祭（学習発表会）の全体計画の雛形を作ってほしい。必要な項目や注意点を列挙して」
と依頼すれば、抜け漏れチェックに役立つでしょう。 
 

 校内連絡文やプログラム案内文を AI に下書きさせ、最終的に管理職や行事担当が校正・承認することで、
連絡文の作成時間を節約できます。 

● 縦割り班活動や委員会連携 

 全校的な縦割り班活動（例えば「1〜6 年生が混在する班でクリーン活動をする」など）を企画する際に
も、 

o AI に「縦割り班活動でよくあるメリット・注意点を挙げて」と頼むと、多角的なアドバイス（年齢
差を活かす工夫、下級生の安全確保 など）が得られるかもしれません。 
 

 また、委員会やクラブ活動との連携計画を AI に作成させ、教師同士で手分けして準備する案を練ると、担
当者別に何をすれば良いかが明確化しやすいです。 



6-4-(3) 学校全体で活用を広げるポイント 

● 職員室での情報共有と研修 

 AI 活用をさらに推進するには、一部の先生だけが使うのではなく、職員室全体で取り組みが共有されるこ
とが理想的。 
 

 例：ICT 主任や研修担当が、実例をもとに簡単な研修会を開き、「こういう場面で便利」「ここは注意」と
いったノウハウを職員に展開する。 
 

 特に個人情報保護やセキュリティのルールを共通理解できると、全校的な安心感のもとで AI が導入しやす
くなります。 

● 管理職との連携 

 行事や学校全体の計画には、管理職（校⻑・教頭）の承認が欠かせません。AI を使って作成した計画書や
連絡文も、管理職が内容をチェックし、校務上の不備がないか確認する必要があります。 
 

 管理職自身が AI 活用に理解を示していると、教師も安心して試行しやすく、学校全体で働き方改革を進め
やすいでしょう。 

■ ポイント：教師が“影の主役”として AIを使う 

 子どもが直接 AI にアクセスすると、情報モラルや誤情報、個人情報保護などの問題が一気に増えます。一
方、教師が舞台裏で AIを活用し、最終的に「子ども向けに最適化された教材や計画」を作るのなら、リス
クを最小限に抑えられます。 
 

 教科横断的な学びや学校行事全体をデザインする際、AI を裏方で使って「抜け漏れ防止」「提案の幅広
げ」「資料作成の時短」を図り、結果的に子どもの学びを豊かにすることが可能です。 

〈次節へ〉 

本節では、教科横断的な活動や学校全体行事を舞台に、教師が裏方で AIを活用する例を見てきました。子どもが直
接 AI に触れるリスクを抑えながら、学校全体の連携や行事の質向上を目指す、一つの有効な方法と言えます。 

次の節(6-5「さらに一歩進んだ使い方：生成 AI＋α」)では、より高度な応用例として、他の ICTツールとの組み合
わせやプロンプトエンジニアリングなど、AI の可能性をさらに広げる視点を紹介します。 

6-5．さらに一歩進んだ使い方：生成 AI＋α 

■ AIはまだ発展途上—でも可能性は無限大 

本ガイドで紹介しているような活用法は、生成 AI の“入り口”に過ぎません。AI の機能や性能は今後さらに進化して
いく見込みであり、画像・動画生成やマルチモーダル対応など、多彩な活用が視野に入ってきます。しかし、技術
が進むほど課題も増える可能性があるため、教師としては「新しい機能が登場しても、安全・倫理面を最優先で検
討する」姿勢が大切です。 



6-5-(1) 他の ICTツールとの連携 

● スプレッドシートやプレゼンソフトと組み合わせ 

 例： 集計業務で使ったスプレッドシートの内容を、AI に「グラフ化のアイデア」や「分析視点」を聞く。 
 

 「プレゼンテーションソフトで発表用スライドを作るうえで、どんな構成にすると分かりやすいか」など、
AI＋既存ツールの併用で、教員の資料作成が楽になる場面が考えられます。 
 

 ただし、スプレッドシートに含まれる個人情報や機密データをそのまま入力しないよう、必ず情報を抜き
出して要約・匿名化しましょう。 

● 翻訳機能や音声入力との組み合わせ 

 外国籍の保護者向け文書や、ALT（外国語指導助手）への連絡文を AIの翻訳機能で下書きし、教師が最終チ
ェックするなどの活用例。 
 

 音声入力で作成した文章を AI に整形してもらう方法など、効率化につながるアイデアが考えられます。 
 

 これらも、最終的には教師の目で確認し、表現の誤りや失礼がないかをチェックすることが必要です。 

6-5-(2) プロンプトの活用を深める「プロンプトエンジニアリング」 

● 質問（プロンプト）を磨くと、回答がガラリと変わる 

 AI に対して「どのように指示を出すか」で、得られる回答の質が大きく変わります。 
 

 たとえば、状況設定（学年、教科、時間枠）を詳しく説明したり、「文章量を 300字以内に」や「親しみ
やすい文体」など具体的なオーダーを加えたりすることで、回答の的中率が上がるでしょう。 
 

 これを「プロンプトエンジニアリング（質問設計）」と呼ぶことがありますが、教師のほうが上達すればす
るほど、AIを使いこなす力が高まっていきます。 

● 試行錯誤の過程自体が教師の学びに 

 一度の質問で完璧な回答を求めるのではなく、 

1. 大まかな案を作ってもらう 
 

2. さらに条件を追加して修正を依頼 
 

3. 最後に細部を調整 

という段階的なやり取りをすると、AI との“共同作業”感が強まり、より質の高い成果物が得られま
す。 
 

 この過程自体が、教師の課題分析力や伝え方のスキルを磨く機会にもなると言えます。 

6-5-(3) 教師の専門性を活かす“AIとの対話” 

● AIと「対話」しながら授業や資料をブラッシュアップ 

 例：授業アイデアを AI に聞いた後、 



o 「うちのクラスは 35 人で 2 名ほど支援が必要な子がいる」 
 

o 「60 分の時間配分でできる範囲にしたい」 
 

o 「低学年でもわかる具体例に」 

と追加指定していく。 
 

 教師の専門性（子どもの現状や学校の文脈）が AI の提案に加わることで、より現実的なプランを仕上げら
れます。 

● 過度な依存を避け、最後は自分の言葉でまとめる 

 AI とのやりとりが⻑引くと、「これ、子どもたちに合っているか？」という核心を見失う危険も。 
 

 一定のところで「自分の言葉と経験に基づいてまとめ上げる」フェーズに移り、教師が最終的な方向性を
決定する姿勢を持ちましょう。 
 

 子どもの顔や授業の様子を思い浮かべながら、最終判断するのは教師の専門性の見せどころです。 

■ ポイント：未来への備えと学び続ける姿勢 

 AIはまだ発展途上であり、これから画像・動画生成、マルチモーダル対応など、多くの機能が進化してい
くでしょう。 
 

 だからこそ、「追いつくのが大変」とあきらめるのではなく、教師自身が学び続ける姿勢が大切です。子
どもに直接使わせるリスクを避けつつも、最先端のツールを知り、教育活動に生かす工夫を探っていきま
しょう。 
 

 「AI を使えばいい」という短絡的な発想ではなく、使わずにできることとの使い分けも含めて、教師の判
断力が試される時代になってきています。 

〈次節へ〉 

「さらに一歩進んだ使い方」として、他の ICT ツールとの連携や高度な質問設計、教師が AI との対話を通じて授業
案を磨くプロセスなどを見てきました。AI の機能が広がれば活用の可能性も増える一方で、安全・情報モラル・教
師の専門性がますます大切になることも理解しておきましょう。 

次の節(6-6「実践例 Q&A：現場の声に応えて」)では、具体的によくある疑問や課題に対する Q&A 形式の解説を用
意し、現場の先生方が抱きがちな悩みをカバーします。 

6-6．実践例 Q&A：現場の声に応えて（架空の事例） 

■ 現場の先生方からよく聞かれる疑問や悩み 

AI を使ってみたいけれど不安がある、あるいは実際に試してみたものの「うまくいかなかった…」と感じる教師も
少なくありません。ここでは、そんな現場の声に Q&A 形式でお答えします。すでに触れた内容の振り返りにもな
りますので、改めて確認していただければ幸いです。 



Q1：「AIを使ってみたものの、思ったほど時短になりません…」 

A： まずはプロンプトの具体化や段階的なやり取りを見直してみてください。 

 原因 1：質問が抽象的すぎる 

o 例：「楽しい授業のアイデアを教えて」では、AI が漠然とした回答しか返せず、結果的に使いにく
い。 
 

o 解決策： 学年や単元、時間配分、学習目標などを具体的に指示し、「箇条書きで 5 つ」「200 字程
度で」など条件を詳細に伝える。 
 

 原因 2：回答を 1回で済ませようとしている 

o 1 度のやり取りで理想のアイデアを求めると、かえって追加修正に時間がかかる場合が。 
 

o 解決策： 「まず広くアイデアを聞く→条件を加えて再提案→最終仕上げ」の段階的プロセスを意
識。 

Q2：「子ども向きじゃない提案が多くて、結局使えません」 

A： AI はあくまで一般的・大人向けの文脈を持つため、教師が子ども向けに加工するステップが必須です。 

 ポイント 1：子どもが理解できる文体かどうか 

o 例：「小学生が興味を持てるように、専門用語を使わず、挿絵をイメージしやすい説明を」と伝え
るだけでも、回答の方向性が変わる。 
 

 ポイント 2：実際のクラスの実態を加味 

o 「算数が苦手な子」「クラスに落ち着きがない子」などをふわっとした表現で AI に伝え、出てきた
案のうち「これはうちのクラスに合いそう」という部分だけをピックアップ。 
 

 ポイント 3：最終調整は教師の目 

o 子ども向けかどうか、子どもが本当に楽しめるかは、最終的に教師の経験や観察でジャッジするし
かありません。 

Q3：「保護者が『AIに任せきりでは？』と心配しているようです」 

A： 「最終判断や現場のアレンジは教師がしている」ことを、保護者にわかりやすく伝えると安心感が高まりま
す。 

 説明のポイント： 

1. AI は「アイデアの下書き」や「課題のたたき台」を出してくれるだけ。 
 

2. 教師が子どもの姿を見ながら内容を修正し、最終的に授業や文書を整えている。 
 

3. 個人情報を入れないなど、安全面のルールを徹底している。 
 



 校内のガイドライン整備 

o 学校や自治体で「AI 活用ガイドライン」を策定し、教職員間や保護者にも周知すれば、リスクや倫
理面での懸念を軽減しやすい。 

Q4：「AIに頼りすぎになりませんか？ 教師の専門性が失われそうで不安です」 

A： 教師の専門性は、むしろ AI の提案を適切に取捨選択する力で光ります。 

 AIはあくまで道具 

o 過度な依存は避け、「自分が必要としている部分だけ」「自分の学級に合う部分だけ」を活用し、
最終判断はあくまで教師が下す。 
 

 プロンプトを工夫する力＝教師の見識 

o うまい質問を設計するには、単元の狙いや子どもの実態に対する教師の理解が不可欠。 
 

o AI が提示したアイデアをブラッシュアップすることで、教師自身も思考が整理される一面がある。 

Q5：「同じ質問なのに回答が違う… 再現性がなくて困ります」 

A： 生成 AI の性質上、毎回同じ回答が出るとは限らないです。対策としては以下を。 

1. 文脈を明示して「前回と同じ方向性で」と補足指示 

o 「先ほどの回答に近い形で、もう少し簡単な例を」と伝えると、前回の文脈を引き継いでくれる場
合が多い。 
 

2. メモや履歴の活用 

o 重要な回答はコピペで保存し、後日再利用できるようにする。 
 

3. 試行回数を重ねる 

o どうしても違う答えがほしい場合は、何度か試してみて、最適案を採用する。 

Q6：「情報漏洩が怖いんですが…安全面は本当に大丈夫？」 

A： 「個人情報を入力しない」「仮名化・要約する」のルールを徹底する限り、大きなリスクは避けられます。 

 やってはいけない例 

o 「○年○組の○○さんが…」 
 

o 「テスト問題の原文をそのまま入力」 
 

o 「未発表の行事日程や人事情報を詳細に書く」 
 

 正しいやり方 

o 「小学校 3 年生で落ち着きがない子を支援したいが、どんな対策が考えられる？」と状況を一般
化。 
 



o 校務文書も、機密度が高い部分を抜いた形で相談する。 
 

 校内ガイドラインの順守 

o 教育委員会や自治体の方針をよく確認し、違反にならないよう慎重に運用。 

〈次節へ〉 

こうした Q&A はあくまで代表的な疑問であり、現場ではさらに細かいケースがたくさんあります。ただし、多く
の場合、「プロンプトの具体化」「個人情報の扱い」「最終判断は教師」という基本原則に立ち返れば、大きく迷
わずに済むはずです。 

次の節(6-7「まとめ：未来への可能性と学び続ける姿勢」)では、AI が今後さらに発展する中で、教師がどう準備
し、どう活用すればいいかを改めてまとめます。技術が変化しても、教師の専門性や子どもを思う姿勢が根幹にあ
ることに変わりはありません。 

6-7．まとめ：未来への可能性と学び続ける姿勢 

■ AIはまだ発展途上—進化するテクノロジー 

これまで見てきたとおり、生成 AI はすでに教育現場で大きな可能性を示していますが、現状はまだ発展途上です。
今後、 

- 画像や動画の生成・編集 

- 音声認識・音声対話 

- マルチモーダル（テキスト×画像×音声 など）の総合的な理解 

といった機能がますます高度化していくでしょう。 

これらの機能向上が進めば、さらに多彩な教材作成や業務支援が期待できる一方で、誤情報や著作権・個人情報保
護への懸念も増大する可能性があります。教師としては、新機能に飛びつく前に、安全・倫理面をチェックする姿
勢が欠かせません。 

■ 道具としての AI—磨くほどに光るが、雑に扱えばリスクも 

「包丁は料理人の魂」とよく言われるように、AIも大切に扱い、丁寧に使いこなすほど力を発揮します。 

- 雑な質問や丸投げをすると不適切な回答が出て、かえって時間を浪費。 

- 丁寧に条件を指定し、回答を何度かブラッシュアップすれば、短時間で質の高いアイデアや文章を得られる。 

- 逆に、個人情報を不用意に入力するなどルールを破れば、学校や児童に取り返しのつかないリスクをもたらす恐
れも。 

結局のところ、使い方次第で光にも闇にもなりうる道具です。教師として、安全・モラル・子どもへの最適化を常
に考えながら扱うことが大切です。 

■ 学び続ける教師こそが、子どもを導く 

AI の機能が進化すると、「もう追いつけない」と感じる人が増えるかもしれません。しかし、子どもに未来を見せ
るのが教師の役割だと考えれば、 

- 変化を拒絶するのではなく、基本を押さえながら少しずつアップデートしていく 



- 「完璧に使いこなそう」ではなく、「自分の教育目標に合った使い方を習得しよう」という姿勢を持つ 

ことが、これからの教育現場に求められるでしょう。 

教師自身が学び続ける姿勢を見せることで、子どもたちも「新しいことを取り入れながら前向きに試行錯誤するっ
て大事なんだな」と感じられます。AI 時代でも、人間が主体的に考える力が教育の核心であることは変わりませ
ん。 

■ 〈第 6章まとめ〉 

 教科や校務を超えた実践的なシーンでは、AI は強力なサポート役になりうる。 
 

 子どもが直接使うのではなく、あくまで教師の道具として安全かつ効果的に活かす方法を探ろう。 
 

 AI の進化にともなう新機能を取り入れるときは、安全・倫理面を最優先し、常に教師が判断を担う。 
 

 「学び続ける教師」であることが、子どもの未来を明るく拓くカギ。 

これで第 6 章「実践的な活用シーン」は終わりです。次の章（第 7 章）では、注意点とリスク管理の観点を再度詳
しく扱い、安全・安心な AI活用のために知っておきたいポイントを整理していきます。 

  



第 7章：注意点とリスク管理 

7-1．プロローグ：ある職員室での会話（架空の事例） 

(1) 不安と期待が入り混じる現場の声 

「最近、AI の話題をよく聞くけど、本当に使って大丈夫なのかな？」 

「個人情報を入れちゃったら流出しないか心配…」 

「でも、業務効率はすごく上がりそうだよね。うまく使えば授業づくりも楽になるかも！」 

――ここは、とある小学校の職員室。昼休みや放課後になると、先生同士で「AI って便利らしいけど、ちょっと怖
い面もあるよね……」という話がしばしば交わされます。 

誰もが忙しい毎日の中で、AIが本当に役に立つなら使ってみたいと思う一方、安全や倫理面に対する漠然とした不
安が根強く残っているのも事実です。 

(2) なぜ注意点の共有が大切か 

教師が AI を使ううえで、まず知っておきたいのは「リスクをきちんと理解し、安全策をとりながら使う」という姿
勢です。 

- 個人情報を誤って入力してしまう危険 

- 著作権や公的文書の扱いが曖昧なまま AI に任せるリスク 

- 誤った情報をそのまま鵜呑みにして、子どもや保護者に伝えてしまう懸念 

これらの問題は、どれも学校や子どもたちに大きな影響を及ぼす可能性があります。しかし、正しい知識とルール
を共有し、教師同士で気をつけ合えば、リスクはかなり低減できるはずです。 

本章では、これまで紹介してきた AI 活用の具体例を踏まえつつ、「こういう場合は要注意」「ここは必ず確認しよ
う」というポイントをまとめています。教師が安心して AI を使えるよう、リスク管理の視点を改めて整理していき
ましょう。 

〈次節へ〉 

第 7 章は、安全・モラル面を総合的に押さえるための章です。続く節で扱う「個人情報の保護」「著作権への配
慮」「正確性の確認」などの項目を参照していただき、教師一人ひとりがリスクを理解しながら AIを活用できるよ
う、ぜひ確認を進めてください。 

7-2．個人情報の取り扱い：絶対に譲れない原則 

AI を使ううえで、個人情報やプライバシー情報を誤って入力してしまうのは、最も大きなリスクの一つです。とり
わけ、小学校では子どもたちの情報が含まれるため、一度流出すれば取り返しがつかない可能性があります。ここ
では、具体的な NG 例と OK 例を交えながら、安全かつ適切に情報を扱うポイントを押さえましょう。 



(1) 具体的な NG例と OK例 

● NG：個人が特定される情報をそのまま入力 

 例：「3 年 2 組の○○さんが、授業中に落ち着きがなくて…」 
 

 例：保護者の連絡先や住所、成績表の詳細 
 

 例：未発表のテスト問題や校務上の非公開データ 

このような情報を AI に入力すると、外部サーバーに送信されるため、どのように扱われるかわからないまま危険に
さらしてしまうリスクがあります。 

● OK：学年や状況を一般化・抽象化 

 例：「小学 3 年生の男子児童で、落ち着きがないケース。どういった支援法が考えられる？」 
 

 例：「子ども同士でトラブルが起きがちな学級で、教師はどう対応すればよい？」 
 

 例：「校内研修用の事例として、特別支援が必要な子を想定し、一般的な対応策を挙げてほしい」 

固有名詞や具体的な要素を伏せて、中核となる教育課題や状況のみを切り出して相談することで、個人情報流出の
リスクを大幅に低減できます。 

(2) 匿名化・要約化のコツ 

● 名前やクラス名を入れない 

 例：教師がもつメモから固有名詞を削除し、 

o 「小学 4 年生の児童 A」「体育の時間にトラブルになりがち」 
 

o 「下校時の不安が強い子がいる」 

といった形に置き換えてから質問する。 

● 複数の事例を混ぜて“仮想ケース”にする 

 例：実際に 2〜3 人の子が抱える問題点を整理し、ひとまとめにした“仮想ケース”として AI に相談。 

o これにより、一人ひとりが特定されず、より安全にノウハウを得られる。 

● 機密度の高い情報は絶対入力しない 

 人事情報、成績評価の詳細データ、進路データなど、外部に出すべきでない校務情報は AI に入力してはい
けません。学校や自治体のルールで明確に NG と定められている場合が多いです。 

(3) 校内ルールや自治体ポリシーの確認 

● 学校独自の AI活用ガイドライン 

 多くの自治体や学校で、「AIに入力してよい情報・NG情報」を含むガイドラインや内規が整備されつつあ
ります。 
 

 「具体的な児童名の入力禁止」や「個人を類推できるデータを含めない」などの項目が明記されていること
が多いので、必ず事前に確認しましょう。 



● 管理職や情報担当との連携 

 迷う場合は、自分の判断だけで突っ走らず、ICT担当や管理職に相談するのがベスト。 
 

 「このレベルの情報は入力 OK か」「この行事情報はまだ非公開なのか」を事前に確認してから活用すれ
ば、安全性が高まります。 

■ ポイント：個人情報保護は“絶対的優先事項” 

AI を取り巻く仕組みは日々アップデートされており、「入力されたデータをどう扱うか」はサービスによって細か
な違いがあります。しかし、それに関わらず、“個人情報や校務上の機密は入れない”という鉄則は揺るぎません。 

1. NG例を頭に叩き込む 

o 子どもの個人名、成績、健康情報などは絶対入れない。 
 

2. OK例のパターンに慣れる 

o 学年や性別、状況だけに留めた相談。 
 

3. 二重チェックの習慣 

o 入力前に「この情報が外に出ても問題ないか？」を自問する。 

この３点を徹底すれば、個人情報流出のリスクを大幅に下げられます。 

次の節（7-3）では、著作権への配慮について同様に具体例を挙げながら解説していきます。教師が教材作成などで
AI を使う際に特に気をつけたいポイントを押さえましょう。 

7-3．著作権への配慮：創造性と正しい利用 

■ AIを使う前に、まずは著作権の基本を再確認 

小学校で日常的に作成されるプリントや教材、学校だよりなどは、「著作物」としての性質をもつ場合がありま
す。また、市販の書籍・教材や他者が作成した画像・文章を引用・利用するときには、必ず著作権を意識しなけれ
ばなりません。 

AI を活用すると、既存の情報や文章を無断で再利用している可能性があるため、従来よりも著作権侵害のリスクが
高まるケースが考えられます。ここでは、AI生成コンテンツを使用する際の注意点や、教材づくりの基本的なルー
ルを整理しましょう。 

(1) 教材作成時の基本的なガイドライン 

● 最小限の引用と出典明示 

 例：国語の授業で文章を引用する場合、引用部分を「」や段落でくくり、出典を明示するのが原則。 
 

 AI に教材文章を生成させる際にも、「この一文は実は有名な詩のフレーズと酷似している」というケース
があるかもしれません。 

o 教師が二次利用のルール（引用の範囲や出典表記など）をしっかり確認し、必要なら詩や文章を大
幅に書き換えるか、引用部分を削除するなどの措置をとりましょう。 



● 市販教材の“そっくり引用”は NG 

 AI に「市販教材の問題をアレンジして作成してほしい」と頼んだ場合、元の教材をほぼコピーした回答が
返ってくる可能性があります。 
 

 市販の問題集や教科書に掲載されている問題を、そのまま使うのは著作権侵害になりかねないので注意。 
 

 「アレンジして」「大きく表現を変えて」など追加指示を出しても、最終的に教師が元の文章と比較・チ
ェックしなければ、安全とは言いきれません。 

(2) AIで生成されたコンテンツを使用するときの注意 

● 「この文章はフリーで使えるの？」という不安 

 AI が生み出した文章や画像の著作権はどのように扱われるか、現段階ではサービスや利用規約によって解
釈が分かれるところがあります。 
 

 一般には、「AI が新規に生成したコンテンツは利用者に権利が付与される」形式を採用するサービスが多
いと言われていますが、細かな規約はサービスごとに確認する必要があります。 

● 他者の著作物を含んでいる可能性 

 生成 AI が使う大規模データの中には、既存の著作物が含まれている可能性があり、AI の出力結果が無意識
に別の作品を流用しているケースも完全には否定できません。 
 

 心配な場合は、類似文章検索ツールなどで確認したり、文面を大きく改変するなど、著作権リスクを低減
する工夫が望まれます。 

(3) 校内での注意点と事例共有 

● 校内研修で事例ベースの学び合い 

 「AI に問題作成を頼んだら、市販教材の問題とほぼ同じだった」といったトラブル事例を研修で共有し、
対策を練ることが大切。 
 

 教師同士で「これは OK」「これは微妙」と判断基準をすり合わせることで、著作権侵害のリスクを下げら
れます。 

● デジタル教材の取り扱い 

 今後は、画像生成 AI と組み合わせて、挿絵や図を AI で作るケースも増えるかもしれません。 
 

 画像や動画の著作権は文章以上に複雑な面があるため、校内ポータルなどで使用規定や利用規約を随時ア
ップデートし、教職員全員が参照できるようにしましょう. 

■ ポイント：創造性を伸ばすためにも、正しい利用を 

 著作権を守るということは、教育現場での「創造性」を尊重することにもつながります。 
 

 AI 生成の文章や画像を使うときこそ、元となる著作物との類似や引用範囲を意識しながら、教師のオリジ
ナルの創作要素を加えていく姿勢が大切です。 
 



 「何でも自由に使っていい」わけではない、という意識を持ち続けることで、子どもたちにも著作権リテ
ラシーを伝える良い機会となるでしょう。 

〈次節へ〉 

第 7 章の前半では、個人情報の保護（7-2）と著作権への配慮（7-3）を取り上げました。どちらも、教師が最優先
で守らなければならない原則です。 

次の節（7-4）では、情報の正確性の確認について解説します。AI の回答には誤情報や曖昧な部分が混じる可能性が
あるので、ファクトチェックの習慣が欠かせません。 

7-4．情報の正確性の確認：ファクトチェックの習慣化 

■ なぜファクトチェックが必要なのか 

生成 AI は、膨大なデータをもとに「もっともらしい文章」を作り出す仕組みで動いています。しかし、事実と異な
る内容や曖昧なデータが含まれる場合も少なくありません。特に小学校の授業や校務では、年号や地名、法制度、
計算結果など、誤ってしまうと学習や業務に大きな影響を与える情報が扱われます。 

そこで重要なのが、常にファクトチェックを行う習慣です。AI が提案した情報はあくまで「たたき台」として捉
え、一次資料や信頼できる文献と照合するステップを欠かさずに行いましょう。 

(1) 誤情報・フェイク情報が混ざる可能性 

● AIの限界：論理的に整合性を保ちつつ間違える 

 例：社会科の地理情報（人口、面積など）が古かったり、全く架空の数字が返ってきたりすることがある。 
 

 例：歴史の年号を AI に尋ねたら、もっともらしいが誤った数字で回答されるケース。 

これらは意図的なフェイクというわけではなく、AI の内部処理が誤情報を“自然な形”で再生成してしまう仕組み
上、十分にあり得る現象です。 

● 具体的な事例を校内で共有すると安心 

 もし実際に「回答を信用して教材を作ったら、データが間違っていた」といったトラブルが起きた場合、
教師同士で早めに情報を共有し、再発防止策を検討することが大切です。 

(2) 教師の二重チェックと複数ソースの比較 

● 教科書や公的資料との照合 

 数値や統計、歴史年表などは、必ず教科書や公的機関のサイトを確認してから子どもに伝える。 
 

 例：理科での実験手順や材料の量なども、実際にやってみて違和感がないか検証する。 

● 公式サイト・複数の文献にあたる 

 例：算数の難易度が高い問題でも、「本当に正しい解法か？」を別の問題集や同僚に相談して確かめる。 
 

 AI の回答を全面的に信頼せず、自分の経験・同僚の知恵も加えて判断することで、誤情報に流されにくく
なる。 



(3) 児童への伝え方とメタ認知 

● 「AI=正解ではない」という認識を教師が持つ 

 子どもたちに直接 AI を使わせるシーンは本ガイドでは想定していませんが、万が一子どもが AI の情報を見
る場合もあるかもしれません。 
 

 そのときに、「ここに書いてあることが必ず正しいわけではないよ」と教師が補足し、誤情報を見抜く手
がかりを教えることが大切です。 

● 教師自身のメタ認知が大切 

 AI が示すアイデアを一度受け取り、「本当に現場で成立する？」「公式資料や教科書と矛盾しない？」と
自問する習慣を身につける。 
 

 この確認プロセス自体が、教師のリテラシーを高め、授業や校務への責任感につながります。 

■ ポイント：情報は「必ずチェック」して使う 

 最終責任は教師が負うという原則を忘れず、AI が提供する情報を必ずファクトチェックする。 
 

 もし時間がなくても、数字や年表、法令などは最低限確認を怠らない。 
 

 誤った情報が混ざっていると気づいた場合は、速やかに修正し、必要に応じて上司や保護者にも報告する態
勢を作ることが大切。 

〈次節へ〉 

情報の正確性を見抜く“ファクトチェック”は、教師が AI を使ううえで欠かせない視点です。次の節（7-5）では、AI

利用の倫理的配慮についてさらに掘り下げていきます。差別・偏見的な表現を排除するためのチェックや、子ども
の多様性を尊重する姿勢を AI 活用とどう両立させるかを考えてみましょう。 

7-5．AI利用の倫理的配慮：教育者としての視点 

■ AIは便利なツール、しかし教育者としての責任は重い 

ここまで、個人情報や著作権、情報の正確性といった要素を確認してきましたが、それと同じくらい大切なのが、
教育者としての倫理観です。AI は便利な道具である一方で、差別や偏見的な表現を含む出力が返される可能性がゼ
ロではありません。 

また、子ども一人ひとりの個性や多様性を大切にするために、教師があくまで「人間的な判断と配慮」をすること
が不可欠です。AI に任せきりにせず、常に教師の目と心で子どもたちを支える姿勢を保ちましょう。 

(1) 差別・偏見的表現の排除 

● AIの回答にステレオタイプや差別表現が混ざるリスク 

 AI は、大量のデータを学習しているため、その中に差別的・偏見的表現を含む可能性があります。 
 

 例：人種や性別、障がいに対する不適切な言葉づかいが“何となく”混入してしまうケース。 
 



 教師が内容をよくチェックし、問題があれば修正または破棄することが必要です。 

● 学級通信や教材で使う場合は必ずフィルタリング 

 AI が生成した文章やイラストをそのまま学級通信やプリントに載せると、意図せず差別的ニュアンスが含
まれているかもしれません。 
 

 必ず「他の先生に一度目を通してもらう」「複数人で確認」などを行い、リスクを極力低くする工夫が大切
です。 

(2) 子どもの多様性への尊重 

● 画一的な指導法に陥らないために 

 AI は「最も一般的な解決策」を提示しがちですが、それが必ずしも全児童に適合するとは限りません。 
 

 発達障がいをもつ子や、家庭環境が特殊な子どもたちには、より個別の配慮が必要で、AI の提案をうのみ
にするのではなく、教師が現場で柔軟に調整する姿勢を保ちましょう。 

● 児童の主体性・人格を尊重する 

 教師が AI を使う際、子どもが「先生が全部 AI に任せちゃっている」と感じると、不信感を抱く可能性があ
ります。 
 

 「先生が自分を真剣に見ていてくれる」「人として理解しようとしてくれる」という信頼関係があってこ
そ、学習や指導がうまくいきます。 
 

 AI はツールにすぎず、最後は人間としての共感や対話が不可欠だという点を忘れないようにしましょう。 

(3) 「AI任せ」は避ける姿勢 

● 教師が判断し、責任を持つ 

 AI が生成した教材や案内文の誤りや不十分さによって、児童や保護者が不利益を被った場合、最終的な責
任は教師や学校にあります。 
 

 「AI が言ったからいいだろう」ではなく、「AIが言っていることを活かすかどうかは教師が決める」とい
うプロセスを明確に持ち続けましょう。 

● 子どもの学びを AIに奪われないように 

 AI を導入することで「子どもの学ぶ機会」を損ねないか、常にチェックすることも大事です。 

o 例：発展問題を AI が簡単に解いてしまい、子ども自身の思考が浅くなる 
 

o 例：子どもに考えさせるプロセスをすっ飛ばして AI が回答を提示する 
 

 ガイドでは、基本的に子ども自身が AI を直接使うシーンは推奨していませんが、もし現場で試す場合は
「考えの補助具にすぎない」という位置づけを徹底し、子どもの思考主体を確保しましょう。 



■ ポイント：教育者として、人を育てる視点を忘れない 

 教育の本質は、「子どもの成⻑を支える」「人としての尊厳を尊重する」ことにあります。 
 

 AI が提供する便利さや創造力を活かしつつも、教師自身が子どもを理解し、共感し、対話する時間をおろ
そかにしてはいけません。 
 

 差別や偏見、子どもの思考力の低下などのリスクを常に意識しながら、教師としての責任と専門性を生か
していきましょう。 

〈次節へ〉 

ここまで、AI活用で生じうる倫理的リスクと教育者としての留意点についてまとめました。続く節（7-6）では、
リスク管理のための具体策をさらに掘り下げ、日常的なチェックリストや校内研修の仕組み、トラブル発生時の対
応フローなどを提案します。 

7-6．リスク管理のための具体策 

■ 「何かあってから」では遅い、事前の仕組みづくりを 

AI 活用におけるリスクは、重大なトラブルが起きてしまうと学校全体に大きな影響を及ぼします。そこで必要なの
が、日常的な確認習慣や校内全体の仕組みの整備です。ちょっとした取り組みを重ねることで、トラブル発生を未
然に防ぎ、万が一のときにも迅速に対応できる体制がつくれます。 

(1) 日常的な確認習慣 

● 朝や終業時のチェック 

 端末・アカウントのセキュリティ 

o 教師用 PC やタブレットを使い終わった後、ログアウトやパスワードロックを徹底する。 
 

o OS やセキュリティソフトの更新状況を確認し、古いバージョンを放置しない。 
 

 情報が残っていないかを最終確認 

o AI に入力した文面を保存する場合は、個人情報が含まれないか再点検し、安全な場所に保管。 
 

o 不要になったテキストは削除するか、匿名化データだけ残すなどの工夫を行う。 

● 会議や研修で AIを使う場合 

 事前に「入力してよい情報・NG 情報」や「入力前の再確認」を担当者に周知し、個人情報の流出が起きな
いようガイドラインを守る。 
 

 参加者全員がルールを再確認できるよう、会議前にマニュアルを配布するなどの仕組みを作る。 



(2) 校内研修やマニュアルの整備 

● ガイドラインを“生きたもの”に 

 AI 関連のツールや機能は日々進化するため、一度作った校内ガイドラインを定期的にアップデートするこ
とが大切。 
 

 「○○という新機能が登場したが、学校としてはどう扱うか？」などを研修担当や管理職と相談し、必要
に応じてガイドラインを改訂。 

● 定期的な校内研修 

 実例や疑問点を持ち寄る研修会が有効。 

o 例：「こんな危ない入力をしてしまいそうになった」「回答が著作権的にグレーだった」など、実
体験を共有し合う。 
 

 ICT 担当や情報主任が中心となり、事例ベースで勉強することで、教師同士の意識が高まりリスクが下が
る。 

(3) トラブル発生時の対応フロー 

● 問題の発見→即時中止→管理職へ報告 

 万が一、個人情報を誤って入力したことに気づいた場合、すぐに 

1. 利用を停止する 
 

2. ICT 担当・管理職へ報告 
 

3. 必要に応じて教育委員会や保護者へ説明 

というフローで対処する。 
 

 隠蔽や後回しはトラブルを大きくするだけなので、早めの共有と適切な対策が不可欠。 

● 再発防止策と検証 

 トラブルの原因を整理し、同じ誤りが起きないための改善を校内で話し合う。 

o 例：プロンプト入力時に個人情報が混じらないよう、テンプレート化する 
 

o 例：機密情報に“要マスキング”ラベルを付ける仕組みを導入 
 

 トラブル事例が学校全体で共有されれば、他の先生が同じ失敗を回避できる。 

■ ポイント：チームでリスクを把握し、支え合う 

AI 活用のリスク管理は、教師一人の努力だけでは限界があります。 

- 学校全体で「入力 NG情報一覧」を掲示したり、日頃から「これって入力してよかったっけ？」と気軽に相談でき
る雰囲気を作ったり、チーム体制でバックアップするのが理想的です。 

- 管理職・ICT 担当・情報セキュリティ担当などの役割分担をはっきりさせ、教師みんなが安心して相談できる仕組
みを整えることが重要です。 



〈次節へ〉 

ここまで、日常的なチェック習慣や校内研修・マニュアル整備、トラブル対応フローを中心に、AI 活用におけるリ
スク管理の具体策を見てきました。次の節（7-7）では、第 7 章全体を振り返りながら、バランスの取れた活用に向
けて改めて総括します。教師が持つ責任と専門性をどのように生かし、安全・安心に AI を活用すればよいかを再確
認していきましょう。 

7-7．まとめ：バランスの取れた活用に向けて 

■ 安全と利便性を両立させるために 

第 7 章では、AI 活用における様々なリスクや注意点を見てきました。 

- 個人情報の保護（7-2） 

- 著作権への配慮（7-3） 

- 情報の正確性の確認（7-4） 

- 倫理的配慮（7-5） 

- リスク管理の具体策（7-6） 

こうした要素は、教師として「子どもを守る責任」「教育の質を担保する責任」を果たすうえで、どれも欠かせな
いポイントです。AI の利便性を享受するには、これらの原則をしっかり押さえ、安全面・倫理面に抜かりのない運
用をすることが前提となります。 

(1) 個人情報の保護を最優先に 

 いかに AI が便利であっても、子どもや保護者、学校関係者の個人情報を誤って入力するような行為は絶対
に避ける。 
 

 仮名化・要約化の徹底や、抽象化した相談内容に留める工夫を習慣づければ、トラブルの大半は未然に防げ
ます。 

(2) 著作権と正確性のケアが子どもを守る 

 他人の著作物を無断利用しないことはもちろん、AI から得た文章・画像が既存のコンテンツを盗用してい
る可能性もゼロではないと心得ましょう。 
 

 さらに、AI が生成する情報には誤りが含まれる場合があり、ファクトチェックの手間が不可欠です。教師
が確認を怠れば、子どもたちに誤情報を与えることになりかねません。 

(3) 教師の専門性と倫理観が要 

 AI に頼りきった指導は、子どもの学びを狭めたり、適切でない対応を行う危険があります。 
 

 差別・偏見表現の排除や、子どもの多様性への配慮などは、教師の現場感覚と人間的な判断が不可欠。 
 

 「どう使うか」を決めるのはあくまで教師であり、最終責任もまた教師自身にあると認識しておきましょ
う。 



(4) 仕組みづくりでリスクを抑える 

 校内研修やガイドラインを“生きたもの”として活用し、教師同士で情報を共有する。 
 

 トラブル発生時にはすぐ報告できるフローを整備し、同じミスを繰り返さない工夫を。 
 

 普段から「これ入力しても大丈夫？」と同僚に声をかけ合うなど、職員室内のコミュニケーションも大切
です。 

■ 結論：バランスの取れた活用こそ、教育の質を高める 

AI は、教師の負担を軽減し、授業準備や校務の効率化をサポートする強力な道具です。しかし、安全面・倫理面を
おろそかにすると、かえって大きなトラブルを招くリスクがあります。 

- 「効率化」と「教育の質の維持」 

- 「新技術への挑戦」と「現場の安心・安全」 

これらを両立するためには、教師が主体的に、リスクを理解したうえで AIを活用する意識が不可欠です。適切にル
ールを守りながら AI を使いこなせば、子どもたちにとっても、より豊かな学習体験を提供できる可能性が大いに広
がります。 

〈次章へ〉 

これで第 7 章「注意点とリスク管理」は終了です。次章（第 8 章）では、本ガイド全体の締めくくりとして、Q&A

集や今後の展望などを取り上げる予定です。ぜひ、ここまで学んだ安全・モラル面のポイントをしっかり押さえた
うえで、明日からの実践に生かしてみてください。 

  



第 8章：Q&A集 

〜現場の疑問を解決〜 

8-1．Q&A：ChatGPTの導入や料金に関する疑問 

ここまでガイドを読んで、「実際に ChatGPT を使ってみたい」と思った先生方も多いかもしれません。そこでまず
気になるのが「料金プラン」や「導入環境」です。以下の Q&A を参考にして、自分の状況に合った方法を検討し
てみましょう。 

Q1：「ChatGPTにはどんな料金プランがあるの？」 

A： OpenAI 社が提供する ChatGPT には、ざっくり無料版・Plus・Pro・Team・Enterprise といった複数のプランがあ
ります。主な概要は以下のとおりです（2025/1/30）。 

1. 無料版（$0／月） 

o GPT-4の mini へのアクセス、標準言語モード 
 

o 一定の利用制限があり、最新・高機能のモデルは使えない場合が多い 
 

o 「とりあえず試してみる」には十分だが、繁忙期はアクセス制限がかかるケースも 

2. Plus（$20／月） 

o 無料版より優先的にアクセスでき、より高性能な言語モデルを利用可能 
 

o メッセージングやファイルアップロードに関する制限がやや緩和 
 

o 小規模・個人利用で「もう少し自由に使いたい」人向け 

3. Pro（$200／月） 

o さらに高度な GPT への“無制限アクセス”が含まれるとされる（利用ポリシーの詳細は要確認） 
 

o 大量のメッセージや高度な連続対話を想定するユーザー向け 
 

o 教育現場だとコスト面で導入ハードルが高い印象 

4. Team（$25／ユーザー／月・年額換算 もしくは $30／ユーザー／月） 

o 教師数名や学年チームで契約し、共同作業がしやすくなるプラン 
 

o プロジェクトベースでワークスペースを作り、テンプレートやトレーニングデータを共有可能 
 

o 校内研修や学年団で使うならこのプランを検討してみるのも一手 

5. Enterprise（個別見積） 

o 大規模導入を想定。管理者権限やドメイン認証、アナリティクスなどが充実 
 

o 大人数の教師がまとまった形で活用する場合や、自治体レベルでの導入を検討するなら候補 



補足： 実際の価格・機能は時期や地域によって変動する可能性があります。最新版の情報や利用規約
は、OpenAI 公式サイト等で随時ご確認ください。 

Q2：「学校で導入するには誰が費用を負担するの？」 

A： 一般的には、教師が個人アカウントで契約するか、または学校・自治体としてまとめて契約するかの二択で
す。 

 個人契約： 自分のカードやアカウントで Plus などを契約し、個人的に使う。校務端末での使用はネットワ
ークポリシーに注意。 
 

 学校契約： 管理職や教育委員会の承認を得て、Team プランや Enterprise プランを導入し、職員全体が安全
に利用できる環境を整える。 

どちらにしても、事前に校内規定や自治体の方針を確認し、費用負担やセキュリティ面をクリアにする必要があり
ます。 

Q3：「無料版と有料版の違いはどれくらい大きいですか？」 

A： 無料版でも“とりあえず触ってみる”には十分ですが、混雑時にアクセスしにくい、最新モデルの利用制限があ
る、といった制限があります。 

 無料版のメリット： 

o 予算ゼロで試せる 
 

o 基本的なテキスト生成や短い対話には十分 
 

 有料版（Plus／Pro）のメリット： 

o 空いているサーバーに優先接続できるので繋がりやすい 
 

o 高度なモデルで⻑文生成や複雑な指示が安定して使える 
 

o メッセージ数やファイルアップロード等の制限が緩和される 

学校での本格的な運用を視野に入れるなら、予算と使用頻度に応じて Plus や Team プランを検討する価値はありま
す。 

Q4：「無料版を授業で使おうとしても問題ありませんか？」 

A： 小学校の授業場面で子どもが直接 AIに触れるには、著作権・個人情報・モラル指導など、数多くの課題があり
ます。本ガイドでは、教師が裏方で使うことを基本想定しています。 

 無料版を教師がバックグラウンドで教材作成に使う: OK（ただし校内ポリシーを遵守） 
 

 子どもに無料版の画面を見せる: 学校ネットワーク・ガイドラインの制限がある可能性が高く、安全面のハ
ードルが高い 
 



 結論: 「教師が舞台裏で利用→教材やアイデアを仕上げる」のが一番無難 

Q5：「支払いはどんな手段がある？クレジットカード以外は？」 

A： ChatGPT の有料契約では、クレジットカード決済が主流です。学校契約の場合も法人クレジットが使われるこ
とが多いようです。 

 個人契約のケース: 個人名義のクレジットカードで月々の支払い。 
 

 学校や自治体としての契約: 法人カードや請求書払いに対応している場合もあるが、詳細は OpenAI（または
代理店）の問い合わせ窓口で要確認。 

もしクレジットカードが用意できない状況なら、無料版のみを運用するか、別の手段（PayPal やその他の決済方
法）に対応しているか問い合わせる必要があります。 

■ まとめ：コストと運用方法を見極めながら導入を検討しよう 

 無料版であっても教材アイデアや行事準備で十分役立つ場合が多い。 
 

 学校全体や学年団で使うなら、Teamプランなどの共同利用プランが便利だが、予算管理や管理職の承認が
必要。 
 

 Proや Enterprise は大規模な利用を想定しており、小学校段階で導入するかどうかは慎重に検討すべき。 
 

 いずれにしても、導入前に校内ポリシー・自治体の方針・セキュリティ要件を確認し、管理職や ICT 担当と
連携しておくと安心です。 

これらの疑問と回答を踏まえ、教師それぞれの立場や学校事情に合った形で ChatGPT を導入してみるのも一つの選
択肢です。次節（8-2）では、今後の展望を交えながら、さらに広い視野で AI の可能性を考えていきましょう。 

8-2．これからの展望：AIが広げる教育の可能性 

■ 新機能・新技術が続々登場する AIの世界 

ここまで扱ってきた ChatGPT や類似ツールは、あくまで現時点でのバージョンにすぎません。AI は日進月歩で進化
しており、今後はさらに画像や音声、動画などとの連携がスムーズになる“マルチモーダル AI”や、学習履歴を反映
したパーソナライズ機能などが普及する可能性があります。たとえば： 

1. 画像生成 AIとの統合 

o 教材の挿絵や図解を自動生成し、文章と同時に出力する機能 
 

o 理科や社会の“擬似観察画像”を教材化するなどの応用が考えられる 
 

2. 音声会話インターフェイス 

o マイクに話しかけるだけで AI が回答し、必要ならテキスト化・翻訳もしてくれる 
 



o 外国語活動や保護者向け多言語対応に役立つ場面があるかもしれない 
 

3. 学習履歴の蓄積とリアルタイムフィードバック 

o 児童が過去に苦手だった単元を AI が把握し、教師が裏で参照して補充プリントを迅速に作成 
 

o ただし、個人情報管理や子どもの思考力を奪わない工夫が必須 

(1) 児童への直接活用は慎重に 

● リスクとチャンスが背中合わせ 

 AI が高度化するにつれ、子ども本人が直接 AIを使う学び方に注目が集まるかもしれません。しかし、本ガ
イドで繰り返し述べているように、小学校段階での直接利用には情報モラル・プライバシー保護の課題が
山積です。 
 

 今後、自治体や文部科学省の方針が整備され、安全な学習環境が保証されれば、探究学習や個別最適学習
の一環として子どもが AI を活用するシーンもあり得るでしょう。しかし、現時点では“教師が裏方で使う”
方法が最も安全と考えられます。 

● 見極めと段階的導入の必要性 

 まずは教師が十分に使い慣れ、安全面に精通したうえで、学校や保護者と相談しながら、将来的に子ども
に使わせるかどうかを段階的に検討する流れが望ましいでしょう。 

(2) 教育の質をどう高めるか 

● 「効率化」だけで満足しない 

 AI を導入するメリットの一つは、校務や教材作成の効率化です。しかし、教師が“空いた時間”で何をするか
が本質的に重要。 
 

 その分、授業で子どもと向き合う時間を増やしたり、より丁寧な個別指導を行うなど、教育の質を上げる
方向へ再配分できると理想的です。 

● 新しい授業デザインの可能性 

 AI から多様なアイデアを得ることで、教科横断的な学習や発達段階に合わせたステップ教材など、これま
で思いつかなかった授業デザインが見えてくるかもしれません。 
 

 教師同士でアイデアを共有し合い、新しい教育の形を切り拓くきっかけにしていくことが大切です。 

(3) 教師が学び続ける意義 

● 技術は変化するが、根本は変わらない 

 ChatGPT などは今後もアップデートを重ね、名称や機能が変わっていく可能性があります。 
 

 しかし、「子どもを理解し、成⻑を支える教師の姿勢」や「安全・倫理を最優先する責任」という根本は
変わりません。 



● 学び続ける教師＝子どものモデル 

 教師が「新しい技術をどう使いこなし、どう見極めるか」の姿は、そのまま子どもにとっての学びの手本
です。 
 

 「AI という新しいツールに対して柔軟・積極的に学び、必要に応じて批判的に判断する」態度は、情報化
社会を生きる子どもに不可欠なスキルのロールモデルとも言えます。 

■ まとめ：未来へ一歩踏み出す勇気 

AI 技術はこれからさらに進化し、教育現場にも多様なインパクトをもたらすでしょう。 

- リスクや課題は尽きませんが、教師が学び続ける姿勢と校内での情報共有を大切にすれば、子どもにとって豊か
な学びのチャンスを広げる可能性が大いにあります。 

- 本ガイドで紹介したように、安全・倫理面を最優先しながら、日常の業務や授業デザインで AI を上手に活かして
みてください。 

- 新しいテクノロジーと協調しつつ、“人”としての温かい関わりを軸に置く教師こそが、子どもたちの未来を拓く存
在になれるはずです。 

次の節（8-3）では、本ガイド全体をまとめるとともに、明日から実践しやすいチェックリストや行動例を提示しま
す。ぜひ最後までご覧いただき、先生方の実践に活かしていただければ幸いです。 

8-3．本ガイド全体のまとめ 

■ 1. チェックリストで再確認 

ここまで、AI を「授業準備」「校務効率化」「児童指導のヒント」などに生かす具体的な方法を見てきました。し
かし、導入時には様々な注意点やリスクもつきまといます。最後に、5つのチェックポイントをあらためて提示し
ます。 

【AI活用前の 5つのチェックポイント】 

1. 入力する情報に個人情報は含まれていないか？ 

o 児童や保護者の氏名、成績、家庭事情などがそのまま入っていないか要確認。 

2. 著作権に配慮しているか？ 

o 他の教材や著作物を無断で引用していないか？ 
 

o AI が作った文章・画像が既存の作品をコピーしていないか、大丈夫か？ 

3. 情報の正確性をどのように確かめるか？ 

o 数字・データ・年号などは公式資料や教科書と照合する。 
 

o 必要なら同僚に相談し、ダブルチェックを行う。 

4. AIが差別的・偏見的表現を含んでいないか？ 

o 教材や学級通信に使う場合、文章全体をよく読み直す。 
 

o 微妙な表現があれば、思い切って修正・破棄する判断も。 



5. 最終的な判断を教師自身がしているか？ 

o 「AI の提案＝正解」ではなく、あくまで選択肢の一つ。 
 

o 現場で子どもの顔を見ながら調整するのは教師の専門性。 

■ 2. 明日からできるアクション 

「ここまで読んだけど、まずは何をすればいい？」という方に向けて、いくつかの小さなステップを提案します。 

1. 学級通信の一文を AIに作らせてみる 

o 「年度末に保護者へのコメントを書きたいが、挨拶文のバリエーションを増やしたい…」 
 

o AI から提案を受け取り、自分の言葉にアレンジして仕上げる。 

2. 授業導入アイデアを AIに相談 

o 「小学 4 年生の国語で、物語文の導入として興味を惹くエピソード例を 3 つ提案してほしい」 
 

o 現場で実際に使いやすい内容かどうか、確認してからアレンジ。 

3. 会議や行事準備の議題リストを AIに作らせる 

o 「学年会議で話し合うべき項目を洗い出して」と頼むだけでも、抜け漏れを防ぐきっかけになる。 

4. 同僚に成功体験をシェア 

o 「こんな使い方ができたよ」「実はこんなところでつまずいた」と話し合うことで、校内でノウハ
ウが蓄積される。 

■ 3. このガイドのキーメッセージ 

1. 「安全・モラルを最優先」する 

o 個人情報、著作権、誤情報、差別表現…どれも見逃せない要素。 
 

o 校内や教育委員会のガイドラインを守りつつ、迷ったら管理職や ICT 担当に相談する。 

2. AIは道具、最終判断は教師 

o AI を使うメリットは、業務効率化やアイデア収集など。 
 

o しかし、子どもにとって最適な授業・教材に仕上げるのは教師の専門性があってこそ。 

3. 教師自身が学び続ける姿が、子どもへの最高のメッセージ 

o 新技術への理解や扱いを更新し続ける努力を、子どもたちは自然に感じ取り、学ぶ。 
 

o 「先生も勉強しているんだな」とわかれば、子どもたちも安心して新しい物事に取り組める。 



8-4．エピローグ：学び合う職員室から（架空の事例） 

■ 教師同士が学び合うことが、子どもの力を伸ばす 

「AI って思ったより便利だけど、やっぱり不安もあるよね」 

「この前、学級通信の挨拶文を AI に考えてもらったら、予想外にいい雰囲気の文章が出てきたんだよね」 

「でも、うちのクラスは保護者からの了承が必要だし、個人情報入力には気をつけなきゃ」 

――そんな声が行き交う職員室は、学び合いの場として機能している証拠かもしれません。忙しい日常の中でも、
自分の実践例やちょっとした失敗談を共有し合うことで、お互いの知見が積み重なり、学校全体の力となっていき
ます。 

■ 新しい技術と共に前進するために 

 AI の進化は急速で、数か月後には今と違う機能が登場している可能性があります。 
 

 だからこそ、教師が学び続ける姿勢と、同僚同士で気軽に情報交換できる雰囲気が大切です。 
 

 教科や学年を超えて協力し合えば、思わぬところで効率化や新たなアイデアが生まれ、結果として子ども
たちの学びがより豊かなものになるでしょう。 

■ AI時代だからこそ、教師の役割が重要に 

「AI が代わりにやってくれるなら、教師はいらないのでは？」という極端な意見が、世間で語られることもありま
す。しかし、本ガイドで繰り返し強調してきたように、人として子どもを見つめ、成⻑を支えるのは教師でしかで
きない仕事です。 

- AI は“強力な道具”である一方、「子どもに寄り添う」「自分なりの表現で励ます」といった人間的な繊細さや共
感は担えません。 

- だからこそ、教師が AIを賢く使いこなし、危険を回避しながら子どもの学びをデザインしていくことが、これか
らの教育の鍵になっていくのです。 

■ 最後に：「やってみよう」の気持ちを大切に 

「ちょっと難しそう」「危なそう」と尻込みしてしまう気持ちもわかります。しかし、まずは小さな一歩から試し
てみれば、意外なほど時間が浮いたり、新しいアイデアに出会えたりするかもしれません。 

- 学級通信の一文 

- 会議の議題リスト 

- 授業の導入アイデア 

どんなに小さなことでも、成功体験が積み重なれば、自信も生まれてきます。 

■ エピローグに寄せて 

本ガイドを通じて得られたヒントが、先生方の「明日、ちょっとやってみようかな」という勇気につながれば幸い
です。学校全体で情報をシェアし合い、リスクに注意しながらも前向きに AIを活用すれば、教師の時間とエネルギ
ーをより本質的な教育活動に注げるようになるでしょう。 

- 子どもたちの未来のために、 



- 教職員全体の働き方改革のために、 

- そして教師自身が学び続けるために、 

新しい一歩を踏み出す先生方を、心から応援しています。 


